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私だけのヒミツの王子様




　彼を好きになった日から、ずっとこの恋は報われないと思っていた。だから気持ちが通じ合えただけで幸せだったのに、もっともっと愛されたいと欲張りになる。それと同時に不安にもなるんだ。

　この幸せは、もしかしたらひと時の儚い夢で、一瞬にして脆もろく崩れてしまうのではないだろうかと。

「生理がきていないことに気づいて病院に行ったら、妊娠していました。……七週目に入っていると」

「妊娠……？　さくらが？」

　大きく目を見開く彼に、心が揺れる。

　やはり迷惑だった？　正式に籍を入れていないのに、妊娠したなんて――。

　なにも言わない彼に、不安は募るばかりだった。




＊　＊　＊




　今日は朝から風がとても強い。

　いつもの時間に満員電車に揺られていると、窓から桜の花びらが次々と風にのって空高く舞っているのが見えた。

　あぁ、結局今年もお花見できなかったな。なんて残念がっていると、あっという間に最寄り駅に着いた。

　人の波に乗って歩道を歩くこと五分。会社に着くと、誰もいないスタッフルームでさっそく着替えに取りかかる。

　ギンガムチェックのコックシャツに袖を通し、合わせるのはベージュのチノパン。黒のミドルエプロンを着けて、最後に背中まである髪をうしろでひとつにまとめる。

　ブラウンのハンチング帽を被れば、着替えは完了。

「よし、今日も一日頑張ろう！」

　気合いを入れて、スタッフルームを後にした。

　大学で四年間、栄養学を学び、国家試験を経て管理栄養士となった私、猪い狩がりさくら。

　社名を口にすれば誰もが知っている大手家電メーカーの『株式会社ムラセ』に入社して、今年で二年目になる。

　半年後には二十四歳になるというのに、高校生に間違えられるほど童顔。身長も百五十三センチと小さく、仕事柄、前髪も短いほうが楽で眉上に切りそろえているから余計に幼く見られがち。

　顔は至って普通。学生時代の成績も運動神経もとくに優れていたわけではなく、これといった特技もない。

　唯一自慢できるのは明るく前向きな性格と、両親が経営する弁当屋を手伝ううちに腕を上げた料理くらいだ。

　料理は昔から本当に好きで、この仕事に就くことができて幸せに思う。

　都内のオフィス街にある二十五階建ての本社ビル。その最上階が私の職場。

　全体的に明るくて開放的な造りの社員食堂は、カウンターキッチンとなっていて、調理員が実際に作っているところを見ることができる。

　カフェテリア方式なので、こちらからも料理の減りを確認することができ、すぐに補充できる利点があり助かっていた。

　五百四十席ある食堂内は、あえて天井板を張らずに開放感を高めていて、景観のいい窓側に配置されたカウンターは人気席で、毎日すぐに埋まってしまうほど。

　営業時間は十一時半から十三時半。常に満席状態で提供している料理の評判も上々。主食、主菜、副菜、汁物、デザートをそれぞれ常時、三十種類用意し、自由に選択できる。季節のものを取り入れ、イベントを意識したメニューもあるが、半数は定番メニューで固めている。

　八時に出勤し、まずは納品された食材の検品を行う。八時半になると調理員が出勤してきて、ミーティング後、さっそく調理開始。ある程度仕上がってきたら料理のチェックをして、検食に入る。

　それらを終えてから料理提供の準備を進め、十一時半になり昼休みに入ると社員が一斉に詰めかけてくるのだ。

　営業中の二時間は鬼のように忙しい。私は食堂内に出て料理の減り具合をチェックし、足りなくなりそうなメニューを調理員に伝えて、できあがった料理を配膳。

　セルフ式のため、使用済みの食器類などは各自で下げてもらえる。だけど食器を洗って片づけをして……と閉店後もなにかと忙しい。

　やっとひと息つけるのは、十四時を過ぎてからだ。残った料理や食材でまかないを作り、みんなで遅い昼休みに入る。

「いや～、今日も無事に終わってよかった。明日は休みだから今晩はビールがおいしく飲めそうだよ」

　そう言って豪快に笑うのは、最も古株の戸と川がわ弥やよ生いさんだ。十名いる調理員の平均年齢は四十五歳。その中で五十六歳と年齢的にも一番上の彼女には、入社以来なにかとお世話になっている。

　私が入社する前にいた前任の管理栄養士は四十歳のベテラン。それなのに後任が新卒の私ときたら、まともに仕事ができるのかと警戒されて当然。

　でも弥生さんは違った。最初からフレンドリーに私を『さくらちゃん』と呼び、いろいろと教えてくれたんだ。

　早くに職場のみんなと打ち解けることができたのも、弥生さんのおかげだと思う。

　そんな弥生さんはムードメーカー的存在。ちょっぴりお節介なところもあり、噂うわさ話が大好きな一面もある。

「あ、ねぇ聞いた？　この前話した噂の経理のふたり！　やっぱり不倫しているらしいよ」

「まぁ、そうなの？　あんなに真面目そうなのに。人は見かけによらないわねぇ」

　あぁ、さっそく今日もはじまった。昼休みの恒例行事、井戸端会議が。

　食堂営業中に聞こえてくる社員同士の会話は、仕事の話から色恋話まで実に様々だ。どうしても耳に入ってくる情報を、こうして弥生さんたちは休憩中に共有して盛り上がっている。

　話を聞きながら手を休めることなく料理を口に運んでいると、話題は急にある人物のことになった。

「そういえば私ね、今朝はラッキーなことに王子様に遭遇したのよ」

「嘘、本当に？　羨ましいわ」

「なかなかお目にかかれないものね」

　まるで女子高生のようにキャッキャッと騒いでいるのは、王子様について。

　王子様、改め我が社の副社長、村むら瀬せ誠せい司じさんのことだ。

　身長百八十五センチの長身で、スラッとしたスタイルながら男性らしく肩幅が広くてスーツがとてもよく似合う。サラサラの黒髪はしっかりセットされていて、爽やかな顔立ちをしている。

　社長の息子で副社長だからといって椅子に踏ん反り返ることはなく、真摯に仕事に向き合っているらしい。物腰が柔らかく、社員の誰からも好かれており、頭がお固い重役たちも一目置いていると、なぜか弥生さんが自慢げに言っていた。

　いつしか社内では彼のことを皆、『王子様』と呼ぶようになった。

　カッコよくて仕事もできて人柄もいい。それでいて独身ときたらモテないわけがない。

　恋人がいるという噂は聞かないし、結婚していないのならまだチャンスがあるのでは？と女性社員は色めき立っているとか。果敢にアタックして告白している人もいるらしい。

　――なんてことで盛り上がる話の輪に入ることなく、彼のことを考えていると不意に話しかけられた。

「さくらちゃんにもチャンスがあるのに、どうしてみんなみたいに攻めないの？」

　な、なんの話だろうか。攻めるってなにを？　もしかして仕事のこと？

　いきなり聞かれても、これまでの話の流れをいっさい把握していない私の頭の中は、ハテナマークが並ぶ。

　すると弥生さんが豪快に笑いながら話してくれた。

「私もよく言ってるんだよ。玉の輿こしのチャンスなんだから、なりふり構わず攻めたほうがいいって。さくらちゃんは器量がいいんだから、副社長もコロッと惚ほれちゃうよ」

「そうよね、気立てもいいし料理上手は私たちのお墨付き！」

　そう言って笑うみんなに、苦笑いしてしまう。

　こういうことは初めてではない。弥生さんにはもちろん、みんなにも何度も言われている。玉の輿を狙ったらどうかって。

「もう、またすぐ人をからかって。一社員の私が、次期社長である副社長に相手にされるわけないじゃないですか」

　ムキにならず冷静に答えても、弥生さんたちはニヤニヤしたまま。

「そうとは言えないわよ。だって人はいつどこで恋に落ちるかわからないんだから」

　思わずドキッとしてしまう。

　そうだよ、人はいつどこで恋に落ちるかわからない。出会いなんて突然で、なんの前触れもなくやってくるもの。

「そうね、弥生さんの言う通りだわ。ドラマみたいに廊下ですれ違いざまに一目惚れ！なんてこともあり得るわよね」

「やだ、素敵なシチュエーション！」

　私そっちのけでまたおおいに盛り上がる弥生さんたちに、ため息が零こぼれた。

　わかってる、弥生さんたちが本気で言っていないことくらい。普通に考えたら、相手にされるわけがない。ただの一社員であり、弁当屋の娘の私が。

　きっと彼は将来、この会社と同じくらい大きな企業の社長令嬢と結婚するはず。

　みんなそれをわかっているからこそ、こうして毎日のように盛り上がれるのかもしれない。

　その後も食事が終わるまで、弥生さんたちは副社長を射止めるのはいったい誰なのかと、話が尽きなかった。

　食事後は食堂の片づけや清掃を弥生さんたちにお願いし、私は食材の在庫を確認して足りない分は発注をかけ、ひとり事務室で仕事に取りかかる。

　月に一度、数種類のメニューを変えている。そろそろ来月のメニューを考えなくてはいけない。

　春はキャベツやじゃがいも、新玉ねぎといった野菜がおいしい季節。たくさんの種類を使いたいところだけれど、予算があるし……。

　頭を悩ませながら、パソコンを使って栄養価の計算をしていると、時間はあっという間に過ぎていく。

　弥生さんたちは十六時に退社。私は誰もいない食堂を一周して最終確認し、戸締まりをして、十七時の定時で会社を後にした。

　帰りもまた満員電車に揺られて二十分。降りた駅の改札口を抜ければ昔懐かしい下町の風景が広がっている。

　活気にあふれる商店街のアーケードの下を進んでいくと、八百屋、花屋、雑貨店の店主から次々と声をかけられる。時には立ち止まって話をしながら進んでいくと、商店街の中程にある両親が経営する弁当屋が見えてきた。

　店頭には人だかりができている。今日も大盛況のようだ。

「おかえり、さくらちゃん。今日も親父さんの弁当、いただいたよ」

「ありがとうございます」

　帰りがけのお客さんにお礼を言い、厨ちゅう房ぼうにつながっている裏のドアから入ると、お父さんが片づけをしていた。

「お帰り、さくら」

「ただいま」

　奥の部屋に向かい、荷物を置いてエプロンを着ける。そして店頭に出ると、お母さんが忙しなくお客さんの対応に当たっていた。

「お母さん、会計は私がやるよ」

「ありがとう、じゃあお願い」

　従業員をひとり雇ってはいるが、十六時に調理が終了すると帰宅。閉店の十九時までは両親がふたりで店を回している。

　日によって私が帰ってくる頃にはほぼ売り切れている時もあるが、今日は珍しく大量に残っていて、値引いたためお客さんが殺到していた。

　だけど少し経つと客足も引き、閉店時間まであと一時間を切った頃、お母さんがコソッと耳打ちしてきた。

「今日はまだ、さくらの愛しい彼は来ていないわよ？」

「そ、そっか」

「昨日も一昨日も来なかったし、今日あたり恋しくなって来る頃じゃないかしら」

　微笑ましげに見られ、非常に居たたまれなくなる。

　でも、今日は会えるかもしれないと思うと、自然と頬が緩む。

「さて、と。店頭はさくらに任せてもいい？　お父さんと明日の仕込みしちゃいたいから。あと三十分したら半額にしてね」

「わかったよ」

　厨房に向かうお母さんの背中を見送った後、人が行き交う街路へ目を向けた。

　商店街のみんなとは家族のような関係で、昔からなにかと可愛がってもらっている。

　幼い頃から店頭に立って手伝ってきた。それは社会人になってからも同じ。残業することはほとんどないから、閉店までこうして毎日手伝うことができている。

　両親には子どもの頃から『手伝わなくてもいい、友達と遊んできていいんだよ』と言われ、大きくなるにつれて『無理していない？』なんて度々聞かれてきた。

　でも、決して無理して手伝っているわけではない。ただ単に商店街の雰囲気と、ここで働く人たちすべてが好きだからだ。ここにいればみんなに会える。新たな出会いだってあるもの。

　店舗によっては、経営が難しく何軒か店を畳んでしまったところもある。それでも商店街一丸となってお客さんを呼び込み、盛り上げるために様々なイベントを企画している。

　今のところどの店もうまくいっているようだけれど、それでも昔に比べたら客足は少なくなった。

　お父さんとお母さんはなにも言わないが、うちもギリギリだと思う。だからお父さんは私に、店を継がずに働きに出ろって言ったのかもしれない。

　言われた通り、大学に進学して管理栄養士の資格を取り就職した。だけど仕事から帰ってきてこうして店に立つ私を、両親はずっと心配していた。……つい、三ヵ月ほど前までは。

　今、ふたりは私が店に立つことをまったく反対していない。それというのも半年前、私に運命の出会いがあったからだ。

　私の気持ちに気づいた両親は、密ひそかに応援してくれている。叶うことのない恋を。

「ありがとうございました」

「またね、さくらちゃん」

　閉店ギリギリに買いに来る常連さんを見送ると、がっくり肩を落としてしまう。

　今日は会えるかと思ったけど、やっぱり会えなかった。仕事が忙しいのかもしれない。明日は来るかな？　この前来た時、出張に出るって言ってなかったし、お母さんの言う通り、そろそろ買いに来る頃だと思うんだけど……。

　そんなことを考えながら店先に出て閉店作業を進めていると、こちらに駆け寄ってくる人物を視界に捉えた。

　次第に見えてきたシルエットに胸が高鳴る。

　手を止めて目で追っていると、彼は私を見て手を挙げた。

「さくらちゃん！　まだ大丈夫!?」

「は、はい」

　何度呼ばれても慣れない『さくらちゃん』に動揺して声が上擦る。

　あぁ、恥ずかしい。ううん、それよりも会えて嬉しい。走っている姿もカッコいい。

　好きって気持ちがあふれて止まらなくなる。

　私の前で足を止めると、よほど急いで来てくれたのか、彼は額に光る汗を拭った。

「よかった。ギリギリセーフだね」

　もう、なんですかそのスマイルは。汗を拭っただけでいちいちときめくんですけど。

　心の声が顔にだだ漏れしてそうで、キュッと口を結んだ。

「こんばんは、村瀬さん。まだ日替わり残っていますよ」

「本当？　走ってきた甲斐があったよ」

　そんなに喜んでもらえて、私もこっそり村瀬さん用にひとつ残しておいた甲斐がありました！

　半年前、偶然うちのお店を見つけてくれた村瀬さん。お父さんの作った弁当の虜とりことなり、足繁く通ってくれている。

　いつも仕事帰りに寄ってくれるため、必然的に私が接客にあたり、次第に話をするようになった。

　他のお客さんが私のことを『さくらちゃん』と呼んでいるのを知り、いつの間にか彼も私をそう呼ぶように。

　話すと言っても、おかずのどれがおいしかったとか、その日の天気とか、本当に些さ細さいなことしか話さない。知っている情報は、彼が村瀬さんだってことと、会社員だってこと。それと好きなおかずくらい。知らないことのほうが多い。

　だけど会話の端々から感じる優しさ。時折見せる笑顔。なにより同級生の男の子にはない大人の男性の魅力というのだろうか。

　仕草も言葉遣いも、着ているスーツに身につけている時計、どれもが彼が年上の大人の男性なのだと物語っている。

　彼のすべてに惹ひかれたのかもしれない。

　自分の気持ちに気づくと同時に、彼が勤め先の副社長と知ったのは、つい一ヵ月前のこと。

　弥生さんから『噂の副社長の隠し撮りに成功した！』と嬉しそうに見せてもらった写真がきっかけだった。

　他の社員と違い、食堂が職場の私は会社の重役たちとの接点など皆無だ。入社式も彼は出張中で欠席だったし、食堂に食べにくることもなければ、廊下ですれ違うこともない。

　大企業の御曹司で、ハイスペックな人である。弥生さんたちが話しているのを聞いて知っているだけの、雲の上のような存在だった。

　だからまさか夢にも思わないじゃない？　そんな人がうちの弁当屋の常連になるなんて。

　弥生さんに写真を見せてもらった時は目を疑った。すぐには信じることができなかった。村瀬さんがうちの会社の副社長だなんて――。

　やっと信じることができたのは、毎月配信されている社内報で彼の特集記事を見た時だった。

　淡い恋心を抱き、いつかこの想いが村瀬さんに届けば……と密かに願っていた。

　でも社内報で副社長としてインタビューに答える彼を見て、私の願いは一生叶うことはないと思い知らされたんだ。

　釣り合うわけがない。むしろ、相手にされないと思う。村瀬さんの隣に私が立つ未来はない。

　それでも一度芽生えた恋心は簡単に消せなくて、日に日に大きくなるばかりだった。

　これ以上好きになったって、失恋は決定しているのだから最後に自分が傷つくだけ。そうわかっていても、気持ちを止めることはできなかった。

　会えただけでこんなに嬉しくて、胸がいっぱいになる。そんな人に出会えたのは初めてだから。

　すっかり開き直り、村瀬さんが私のことを弁当屋の看板娘だと思い、自分の会社で働いている社員だと知らないのをいいことに片想いを継続中。

　報われなくてもいい。今はただ、自分の想いを大切にしたいんだ。

　日替わり弁当を手渡すと、村瀬さんは残っている総菜に目を向けた。いつもお弁当だけでは足りないようで、何品か買ってくれていた。

「残念、厚焼き玉子は売り切れちゃったんだね」

「はい、ついさっき……」

　落胆の声を漏らした彼に、私もまたショックを受ける。

　そういえば村瀬さん、最近は厚焼き玉子をよく買ってくれているよね。好きなのかな？　二度と悲しい思いをさせぬよう、今度から日替わりに加えて厚焼き玉子も取っておこう。――なんて変な決心を固めていると、明日の仕込みを終えた両親が厨房から出てきた。

「あら、村瀬さんいらっしゃい」

「いつもありがとう」

　そう言うと私の恋心を知っているふたりは、意味ありげな顔をして私を見るのだから、たまったものじゃない。

「こんばんは。ギリギリ間に合ってよかったです。二日食べていないから恋しくて。だけど今日は厚焼き玉子が売り切れていて残念でした」

　彼が代わりに手にしたのは、肉じゃがとひじきの煮物。弁当とともに私に渡してお財布を取り出した。

「村瀬さん、少し待っててもらえます？　今、さくらに作らせますから」

「えっ？」

　レジに金額を打ち込んでいると、お父さんがとんでもないことを言うものだから手が止まる。

「昔から厚焼き玉子は、さくらのほうがうまいんですよ」

「ちょ、ちょっとお父さん？」

　上機嫌で私の背中をバシバシ叩くお父さんに、驚きあきれてなにも言えない。

　なんてことを言ってくれちゃったの？　本気でやめてほしいんだけど。

　だけどそんな私の願いも虚むなしく、お母さんも乗っかってきた。

「そういえばさっき仕込みをしていたら、賞味期限が近い玉子があったわね。さくら、いつも贔ひい屓きにしてもらっている村瀬さんに作ってきて」

「お母さんまでなに言って……！」

「ほら、早く早く」

「そんな、お気遣いなく」と止める村瀬さんを無視して、お母さんは私の背中をグイグイ押す。

　あっという間に厨房に追いやられ茫ぼう然ぜんとしていると、お母さんは素早く冷蔵庫の中から玉子を取り出した。

「はい、玉子」

　ふと貼られている賞味期限のシールを見ると、まだ全然余裕がある。

「どういうこと？　急にこんなことして。村瀬さんも困っていたじゃない」

　聞こえないよう小声で抗議をしても、お母さんは悪びれた様子を見せない。

「さくら、これはチャンスよ」

　興奮気味に言うお母さんに圧倒され、後退る。するとすかさず私との距離を縮めた。

「料理上手なところをアピールしなさい。よく昔から言うでしょ？　男心を掴つかむには、まずは胃袋を掴めって。任せて、私とお父さんで引き留めておくから」

「えっ、あっ！」

　一方的に言うと、お母さんはさっさと厨房から出ていった。ひとり取り残された私は途方に暮れる。

　どうしよう、いや、でも今さら作らないのも……。

　チラッと店頭を覗のぞき見ると、宣言通りお母さんとお父さんが村瀬さんに話しかけて引き留めている。

　作らないとマズい雰囲気だ。それにお母さんの言う通り、これはチャンスかも。きっとこの先、彼に手料理を食べてもらえる機会なんてないと思うから。

「よし！」

　手をしっかり洗って、調理に取りかかる。

　昔、お父さんから初めて教わった料理が厚焼き玉子だった。幼い頃、店の厨房に立って料理を作るお父さんは、私にとって憧れの存在。

　そんなお父さんから料理を教えてもらえたことが嬉しくて、何度も練習をした。おかげで一番の得意料理になったんだ。

　味つけや入れる具材によって、レパートリーは無限大になる。私が一番好きなのは、やっぱりだし巻き玉子。シンプルだけど飽きない味。

　村瀬さんに食べてもらえるのかと思うと、緊張で手が震える。でもそれ以上に彼においしく食べてもらいたい気持ちが大きくて、心をこめて作り上げたものをパックに詰めて、急いで店頭に戻った。

「すみません、村瀬さん。お待たせしました」

　両親の生暖かい視線に居心地の悪さを感じながらも、できたてのだし巻き玉子を渡すと、村瀬さんはすぐに受け取ってくれた。

　そして満面の笑みを浮かべる彼に、胸がキュンとなる。

「ありがとう、さくらちゃん」

　もうその一言だけで十分すぎる。嬉しくて泣きそうだ。

「お口に合うといいのですが」

「合うに決まってるよ。えっと、お会計は……」

　お財布を出そうとする村瀬さんを、両親はすぐさま止めた。

「いいえ、お代はけっこうです」

「そうですよ、さくらが作ったものなんですから」

「ですが……」

　渋る村瀬さんを止める両親。私も何度も手を横に振った。

　お金を支払ってもらうなんてとんでもない。私がただ、村瀬さんに食べてもらいたいだけなのだから。

　三人で必死に説得をすると、どうにか村瀬さんは納得してくれた様子。

「ありがとうございます。ではお言葉に甘えさせていただきます」

「どうぞ召し上がってください」

　両親とともにホッと胸をなで下ろした時、彼は耳を疑うことを言った。

「さくらちゃん、お礼がしたいから今度ふたりで出かけない？」

　出かけるって……えっ！　わ、私と村瀬さんで!?

　突然のお誘いにフリーズしていると、代わりに両親が興奮した様子で返事をした。

「それはもうぜひ！」

「すべて村瀬さんのご都合に合わせますので!!」

　勝手に返事をする両親に我に返る。

「ちょ、ちょっとお父さん、お母さん！」

　そんな前のめりで返事をしたら、私の気持ちが村瀬さんにバレてしまうのでは？

　不安になって必死に止めていると、村瀬さんは私の様子をうかがう。

「ご両親はこう言ってくれているけど、さくらちゃんはどうかな？　俺と出かけるのは嫌かな？」

「っ……！　嫌じゃありません！」

　咄とっ嗟さに大きな声で言ってから気づく。ムキになってしまって、これじゃますます私の気持ちがバレたのでは？と。

　変な汗が流れそうになる中、村瀬さんは私の話を聞いて目を瞬またたかせた後、目尻にたくさん皺しわを作った。

「それはよかった。じゃあ約束」

　村瀬さんはそう言って、小指を立てた。

　こ、これは指切りってやつですか？　村瀬さんと指切りって……！　小指だけとはいえ、好きな人に触れるんだもの。恥ずかしくて無理だよ。

　プチパニック状態に陥っていると、痺しびれを切らした彼は私の指に自分の指を絡ませた。そして小さく上下させて「約束」と言うものだから、胸の高鳴りは最高潮に達してしまう。

　指切りをしていたのはほんの数秒間のみ。だけど私には途方もないほど長い時間に感じた。それなのに、ゆっくりと指が離れると寂しいと感じた自分が信じられない。

　胸が苦しくて恥ずかしかったのに寂しいと感じるなんて、恋愛をすると本当に自分の感情は目まぐるしく変わるから困る。

　次々と変化する感情の波に襲われていると、村瀬さんは愛しそうに私を見つめた。

「仕事が落ち着いたら改めて誘うから。楽しみにしている」

「は……はい」

　あまりに彼が甘い瞳を向けて言うものだから、咄嗟に返事をしてしまった。

「それじゃ、また来るよ。玉子焼きありがとう」

　そう言って丁てい寧ねいに会え釈しゃくをし、颯さっ爽そうと去っていく村瀬さんの背中を見送っていると、近くで静観していた両親がすぐさま詰め寄ってきた。

「やったじゃない、さくら！　村瀬さんと恋人になる絶好のチャンスよ！」

「向こうから誘ってきてくれたんだ、これは脈ありじゃないか？」

「やだー、ふたりが結婚したら村瀬さんが息子になるなんて素敵！　私、あんな息子がほしかったのよ」

「俺もだよ」

　私を置いてけぼりにして、勝手に話を進めていくふたりの間に割って入る。

「なに言ってるの？　そんな未来は絶対にこないからね？　……さっきのだって社交辞令で誘ってくれただけだよ」

　冷静な私に対し、ふたりは「えー、そんなことないと思うよ」とか、「向こうもさくらに気があるんだって」なんて見当違いなことを言う。

「そんなわけないから。もうこの話はおしまい！　ほら、閉店時間過ぎているよ。早く店を閉めよう」

　一方的に話を終わりにしてひとり、片づけに取りかかる。

　誘ってくれたのはただの社交辞令。本気で私と出かけるつもりはないよね。真に受けて期待したらだめ。がっかりして落ち込むのが目に見えている。

「お母さんは村瀬さん、嘘をつくような人には見えないけどなぁ」

「父さんもそう思うぞ？」

　片づけながらそう言う両親に、心が大きく揺れてしまう。

　私だって村瀬さんは嘘をつくような人には思えない。もしかしたら本気で出かけるつもりで誘ってくれたのかもしれない。でも深い意味はなく、ただお礼がしたくてだと思う。きっと彼の中で私は、なじみの弁当屋の娘でしかないと思うから。

　それなのに誘われるがままふたりで出かけたりしたら、私はますます村瀬さんのことを好きになるだけ。

　この気持ちが報われることはないんだもの。村瀬さんと出かけることができたとしても、つらい結果が待っているだけだよ。今の関係で十分。週に何度か会って些細な話ができればいい。密かに想いを寄せているだけでいいんだ。

　その後もなにかと両親から村瀬さんのことでからかわれ、そのたびに冷静に対処しながらも、心の中は彼に対する想いで大きく乱れていた。










最後にもう一度会いたかった




　指切りをして交わした約束は、ただの社交辞令。村瀬さんに私は女性として見られていないはず。そう、思っていたんだけれど……。

「さくらちゃん、昨日の厚焼き玉子、すごくおいしかったよ」

　次の日の十八時五十分過ぎ。明日の仕込みをする両親に代わり店先に立っていると、いつものように閉店ギリギリに走ってやってきた村瀬さんは、開口一番にそう言ってくれた。

「ありがとうございます」

　褒ほめられたことが素直に嬉しくて、まともに村瀬さんの顔が見られない。

　そ、それよりもまさか今日村瀬さんが来るとは思わなかったから、完全に気を抜いていた。二日続けて買いに来ることは少なかったし、日を空けて来てくれることが多かったから。

　私の顔、大丈夫かな？　化粧崩れひどくない？　今日は季節外れの暑さで、だいぶ汗をかいたから心配。

「だしがよくきいていて、なによりふわふわしていて、俺好みの玉子焼きだったよ」

　でもそんな心配も、こうして彼に褒めちぎられると気にならなくなる。

　嬉しい、自分の作った料理が村瀬さんの好みだったなんて。本当に勇気を出して作ってよかった。両親にも感謝しないと。

「それはよかったです」

　心の中では喜びを爆発させているわけだけど、それを顔に出したら一巻の終わりだ。

　喜びを最小限に抑えていると、急に村瀬さんは私との距離を縮めた。その瞬間、鼻をかすめたのはウッディの香り。それは時折、彼から香ってくる香水のもの。

　えっ、なっ、なに!?

　まっすぐに村瀬さんを見ると、目と鼻の先に端整な顔があって息を呑のむ。

　いったい今、なにが起こっているのだろうか。ものすごく距離が近い気がするのですが。

　頭の中はパニック状態。だけど当然村瀬さんは私の心の事情を知る由よしもなく、私の耳もとに顔を寄せた。

「ここだけの話、店頭に並んでいるものより、さくらちゃんが作ってくれた厚焼き玉子のほうがおいしかった。さくらちゃんの厚焼き玉子は世界一だよ」

「……っ」

　厨房にいる両親に聞こえないよう、そっとささやかれた声が耳に木こ霊だまして胸がギュッとなる。

　村瀬さんの声って重厚感のあるバリトンボイスで、ささやかれると色気も増すからドキドキして仕方がない。

　完全に思考回路は絶たれ、ただ必死に胸の高鳴りを抑えていると、村瀬さんは店頭に並んでいる品物を嬉しそうに眺めた。

「今日はどうしよう。たまには日替わり以外のものも食べてみようかな」

　その言葉にハッとなる。今日は来ないと思っていたから、日替わりを取り置きしていなかったことに。

「すみません、今日は早くに売れちゃって」

　さすがにいつも残っていたのは、私が村瀬さんのために取り置きしていて、来なかったら買い取っていたんですとは言えそうにない。

「売り切れてあたり前だよ。うまいもの。いつも残っていたのが奇跡だった」

　本当にすみません。その奇跡は私が作り出していたものです。なんて心の中でつぶやきながら、苦笑いを浮かべてしまう。

「そろそろ閉店時間だよね？」

「あ、はい。そうですね」

　店内の壁に掛けられている時計に目を向けた村瀬さん。つられるように私も時間を確認すると、あと三分で十九時になろうとしていた。

　常連さんはほとんど来たし、今日も村瀬さんが最後のお客様かもしれない。

　そんなことを考えていると、彼は耳を疑うことを言った。

「じゃあ残っているもの、全部もらおうかな」

「全部って……えっ!?　全部ですか!?」

　びっくりして聞き返してしまった。だって閉店間際とはいえ、けっこうな量が残っている。

　弁当三つにお惣菜が七パック。これはさすがに、ひとりで食べ切れる量ではない。

　並んでいる商品と村瀬さんを交互に見てしまう。

「実は明後日から二ヵ月間、仕事で中国に行くから、しばらくここの弁当も食べられなくなる」

「そう、なんですね」

　突然の話に茫然となる。すると村瀬さんは陽気な声で言った。

「だから食いだめしていこうと思って。明日の朝までは大丈夫だろ？」

「はい。あ、でも大丈夫だと思いますが、一応冷蔵庫に保管してください」

「了解」

　聞かれたことに答えている間も、さっきの村瀬さんの言葉が頭の中で何度も繰り返されていく。

　うちの会社は、半年前から本格的に中国に進出している。その指揮をとっているのは村瀬さんだと弥生さんが言っていた。

　でもそっか。二ヵ月間も……。

　知り合ってから一週間以上会えないことはなかった。出張があっても数日間だけだったし、週に何度も通ってくれているから。だけどしばらく会えなくなるんだ。二ヵ月もの長い間ずっと。

　そう思うと、たまらなく寂しさに襲われる。

　やだな、寂しくて泣きそうになるとか私、どれだけ村瀬さんが好きなの？　そ、それよりも早くなにか言わないと。

　頭ではそうわかっているのに、心の中は寂しさで埋め尽くされて言葉が出てこない。

　自然と視線が下がる中、彼はそっとささやいた。

「出張から戻ったら、一番にさくらちゃんに会いに来てもいいかな？」

「――え？」

　思いがけない言葉に顔を上げると、優しく微笑む彼と目が合い、ドキッとなる。

「空港からまっすぐにここに来る」

　トクン、トクンと鼓動のひとつひとつが自分でもびっくりするほど大きくて、村瀬さんに伝わってそうで怖い。本当になにか言わなくちゃ。これじゃ彼の言動に心を乱されているのがバレバレだもの。

　頭をフル回転させて声を絞り出した。

「そ、そんなに村瀬さん、お父さんが作るお弁当が好きなんですね！」

「えっ？」

　だめ、絶対に勘違いしたらだめだ。彼の言葉に深い意味なんてない。だってしばらく来られないから、食いだめするなんて言っていたんだよ？

　空港からまっすぐ来てくれるのは、お父さんが作ったお弁当を求めてでしょ？　決して私に会いたいからじゃない。

　そうやって何度も自分に言い聞かせていると、少しずつ胸の高鳴りも収まってきて、平静を取り戻していく。

「その時は連絡をくれたら、しっかりと村瀬さんの分を取り置きしておきますね。レシートにうちの電話番号が書いてあるので、戻ってきたら早めにお電話ください」

　私と彼の関係は、弁当屋の娘とそのお客様。彼の言葉を真に受けたら、傷つくのは自分だ。

「袋に詰めちゃいますね。ありがとうございます。たくさん買っていただいて」

　さっきからなぜか村瀬さんはなにも言わず、ジッと私を見つめたまま。

　どうしたらいいのかわからなくて、とにかく弁当とお惣菜を袋に詰めていく。そして最後のひとつを手にしようとした時、その手を彼に掴まれた。ゴツゴツとした大きな手の感触をじわじわと感じ、困惑してしまう。

　どうして村瀬さん、私の手を掴んでいるの？

　せっかく収まった胸の鼓動は、また忙しなく動き出す。彼の真意がわからなくて、どうしたらいいのやら。ただ見つめ返すことしかできない。

　どれくらいの時間、手を掴まれたまま見つめ合っていただろうか。少しすると彼が口を開いた。

「誰よりも先にさくらちゃんに会いたいからだよ。だから真っ先にここに来るから」

　いつも『自うぬ惚ぼれたらだめ、叶わない恋だから』と自分に言い聞かせてきた。でも少しは自分の望む未来が訪れるかもしれないと思ってもいいのだろうか。

　まばたきさえできず、ただジッと見つめていると、村瀬さんは表情を和らげた。

「それに昨日、約束しただろ？　ふたりでどこか出かけようって。俺、さくらちゃんとデートできるのを楽しみにしているんだ。今さら約束を破ることは許さないからな？」

　許さないって、どういうこと？　昨日の話は本気？　社交辞令じゃなかったの？　そ、それにデートって……！

　勘違いしたらだめと重々承知していても、目の前の彼が私の心を惑わす。

「えっと」

　テンパって口ごもってしまうと、村瀬さんは掴んでいた私の手を離す。そして次に優しく私の頭を二回なでた。

　う、わぁ……なにこれ。ただ頭をなでられただけなのに胸が苦しい。

「デート、どこに行きたいか考えておいて」

　ドキドキしながらゆっくりと顔を上げると、目が合った村瀬さんは口もとを緩めた。

　優しい顔で見つめられると、とけそうになるのに目を逸そらすことができない。

　期待してもいい？　二ヵ月後、村瀬さんが中国から戻ったら、私たちの関係は変わるかもしれないって。……ううん、こんなに優しい顔を見せられたら嫌でも期待しちゃうよ。

　次第に恥ずかしくなり、キュッと唇を噛かみしめると、なぜか村瀬さんは急に気まずそうに目を泳がせた。

「えっと、会計をお願いしてもいい？」

「あ、はい！」

　そうだ、お会計……！

　すぐに残りのひとパックを袋に詰めて、レジに打ち込んでいると感じる視線。恐る恐る目を向けると、厨房から両親が微笑ましい目で私と村瀬さんを見ていた。

　急に村瀬さんの様子がおかしくなったことに納得。ふたりにあんな目で見られていたことに気づいたら、誰だって気まずくなるよ。

　ん？　ちょっと待って。もしかしてお父さんとお母さん、私と村瀬さんのやり取りをずっと見ていたりする？

　さっきまでの村瀬さんとのやり取りが、頭を駆け巡っていく。

　どうしよう、死ぬほど恥ずかしいのですが。

　それは村瀬さんも同じようで、居たたまれないといった様子で縮こまっている。

「すみません、三千五百六十円になります」

「これで」

　彼から五千円札を受け取り、おつりを返してふたつに分けて詰めた袋を渡した。

「ありがとう。じゃあ、また二ヵ月後」

「はい、気をつけていってらっしゃい」

　咄嗟に出た『いってらっしゃい』の言葉。だけどそれを聞き、村瀬さんは目を丸くさせた。

　どうしよう、馴れ馴れしかったかな？　不快に思われた？

　不安になっていると、村瀬さんは嬉しそうに目を細めた。

「ありがとう。さくらちゃんも風邪引かないようにね。……いってきます」

「は、はい」

　な、なんだろう。何気ないやり取りしかしていないはずなのに、胸いっぱいに甘酸っぱい気持ちが広がるのは。自然と頬が緩んでしまう。

　村瀬さんも同じ気持ちなのか、照れくさそう。目が合うとどちらからともなく笑ってしまった。

「それじゃ、また」

「はい」

　しばし笑い合った後、今度こそ本当に村瀬さんは私に背を向けた。少しずつ小さくなっていく彼の背中。

　次にこうして後ろ姿を見送れるのは、二ヵ月後……か。

　会えない寂しさから感傷に浸っていると、私たちの様子を見ていた両親が厨房から出てきた。

「よかったじゃない、さくら。二ヵ月後、帰ってきたら一番に会いに来るって言ってもらえて」

「同じ男として言わせてもらえば、なんとも思っていない相手にあんなことはなかなか言えないもんだぞ？　安心しろ、さくら！　脈ありだぞ、こりゃ」

「そうよね、お母さんもそう思うわ」

　勝手に盛り上がるふたりにあきれてしまう。でもいつものように否定することができない。だって私も少しばかり期待しているから。

　私の努力次第で村瀬さんとの関係が変わるかもしれないと、会えない二ヵ月間は夢見ていてもいいよね。

　そうしたら二ヵ月なんて、あっという間に過ぎそうだ。

「もう、ふたりとも！　とっくに閉店時間は過ぎているんだよ？　早く片づけないと」

　いつまでも私と村瀬さんの話で盛り上がるふたりに割って入り、ひとりでさっさと閉店作業に取りかかる。

　だけどそんな態度とは裏腹に、私の心の中は希望と喜びでいっぱいだった。




　二日後、村瀬さんは中国に発った。副社長が二ヵ月間不在になるという噂は瞬く間に社内中に知れ渡り、食堂を訪れた女性社員からは、落胆の声が多く聞こえていた。それは弥生さんたちも同じ。

　毎日のように『私たちの癒しがいないのはキツイ』とか、『王子様不足で、仕事にならない』とか話している。

　私はこれまでと変わらない生活を送っていた。……いや、以前にも増して仕事に精を出しているかも。

　村瀬さんが帰ってきたら、夢にまで見たデートに出かけられるかもしれないと思うと、自然と何事にもやる気がみなぎってくるから。

　このやる気は、もちろん弁当屋の手伝いをしている時も継続中。

「ありがとうございました。またお願いします」

　村瀬さんが出張に発ってから半月後。閉店時間ギリギリに駆けこんできた常連客を見送り、閉店作業を進めながら、頭をよぎるのは両親のこと。

　なんかふたりとも、最近ずっと様子がおかしい。お客さんの前ではいつも通りだけど、ふとした瞬間に浮かない顔をすることがあるし、ため息も何度もついている。なにかあったのだろうか？

　そんなことを考えながら閉店作業を終えると、仕込みをしていた両親が厨房から出てきた。でもふたりとも神妙な面持ちをしていて、やっぱりなにかあったと確信し、緊張がはしる。

「どうしたの？　ふたりとも最近変だよ。なにかあったの？」

　恐る恐る尋ねると、両親は顔を見合わせた後、お父さんが言いにくそうに切り出した。

「さくら、店の片づけが終わったら話があるんだ」

「話？」

　聞き返すと、お母さんが答える。

「えぇ。とても大事な話なの」

　大事な話――。それを聞いたらさらに緊張してきた。

　三人で戸締まりして二階の居住スペースへ移動し、珈コー琲ヒーを淹れて向かい合って座ったものの、ふたりともなかなか口を開かない。

　両親の顔色をうかがいながらタイミングを見計らっていると、お父さんは手にしていたカップをそっとテーブルに置いた。

「単刀直入に言おう。実はな、さくら。父さんたち、今月いっぱいで店を畳もうと思うんだ」

「畳むって……嘘でしょ？」

　いったいどんな話なのかと、様々なことを想定していたけれど、さすがに店を畳むと言われるとは予想できなかった。

　だってこのお店はふたりが苦労して始めたもの。そしてなにより、生きがいだったはず。それなのに店を畳むなんて。

「そんなに経営が厳しいの？」

　私も手伝っているから、少しは店の状況を把握している。でも、畳むほど苦しいとは思えない。

「それともまさかどっちか、店にも立てないほど重い病気とか？」

　それくらいの理由がなければ、店を畳む理由として納得できないもの。

　口が止まらず、ふたりの答えを聞く前に次から次へと質問していたことに気づき、慌てて口を結んだ。そしてジッと両親の答えを待つ。

「経営が苦しいわけでも、父さんと母さんが病気ってわけでもないんだ」

「じゃあどうして？」

　すると両親は一瞬ためらいながらも、その理由を話してくれた。

「栃木に住むおじいちゃんにね、癌がんが見つかったの」

「幸い手術で腫しゅ瘍ようを取ることができるようだが、今後これまで通り店に立つのは難しいだろう」

　お父さんの父親であるおじいちゃんは、おばあちゃんとともに食堂を経営している。

　近くに大学があることから、客の大半は学生。料理はもちろん、おじいちゃんとおばあちゃんの親しみやすい人柄もまた人気で、連日多くの学生が詰めかけているとか。

　最後に会ったのは私が就職する前。これから社会人になる私におじいちゃんは『さくらもじいちゃんと同じで、好きな仕事に就けて幸せだな。じいちゃんは死ぬまでこの仕事を続けるよ。だからさくらもそうなれるよう、頑張れ』って言ってくれたよね。そんなおじいちゃんが癌だなんて――。

「手術は三週間後なの。それまでに店を畳んでお父さんと向こうに行くつもり。おじいちゃんとおばあちゃんが守ってきた食堂を、閉めるわけにはいかないもの」

「多くの学生さんやなじみの客が残念がるからな。それに父さん、今まで親孝行らしいことをなにひとつできていないから、最初で最後の親孝行をしてやりたいんだ」

　そう言って無理して笑うお父さんに、胸が痛む。ふたりが弁当屋をどれだけ大切に思っているか一番知っているから。

　でもそれは私だって同じだ。お店があったから今の私がいる。商店街のみんなとの出会いがあって、たくさんの経験をさせてもらってきた。

　本音を言えば、これから先もずっと続けてほしい。お父さんとお母さんだって続けたいはず。それでも店を畳むと決めたということは、きっとたくさん話し合ったんだよね。

　だったら私はふたりの決めたことに従うだけだ。このお店は、お父さんとお母さんが一から作ったものだから。

　心配そうに私の様子をうかがうふたりを安心させるように、笑顔を作った。

「わかったよ。今月中に閉めるなら、明日にでも店に張り紙をして、常連さんにも伝えないとだね」

　寂しい気持ちをこらえて言うと、両親はびっくりしながら顔を見合わせた。

「え、なに？　その顔。もしかして私に反対されると思ったの？」

　疑うように聞くと、お父さんは面白いくらいにうろたえ出す。

「いや、その……。まぁ、そうだな。会社勤めした後に手伝ってくれるくらいだ。さくらにとってうちの店は特別だろ？　だから父さんたちの事情で閉めることになり、申し訳なくて」

「さくらはこの商店街に育ててもらったようなものだしね。私たち三人の中で一番愛着があるでしょ？　本当にごめんなさい」

　お父さん、お母さん……。

　ふたりの話を聞いて泣きそうになり、グッとこらえた。

「謝らないで。本当に感謝しているの、お店があったから私は商店街のみんなと出会って、多くのことを経験することができたんだから。それにうちのお店はお父さんとお母さんのもの。続けるのも閉めるのも、決めるのはふたりだよ。反対なんてするわけないじゃない」

「さくら……」

　ポツリと私の名前をつぶやくと、徐々にお父さんの目が赤く染まっていくものだからギョッとしてしまう。

「え、ちょっとお父さん？」

「仕方ないだろ、娘にこれ以上ない嬉しい言葉を言われたんだから。泣かないほうがおかしい！」

　ゴシゴシと涙を拭い開き直るお父さんに、お母さんはクスクスと笑う。

　それから三人、夜遅くまで今後のことを話し合い、順番に入浴を済ませていく。

　お風呂から出た後、喉の渇きを覚え、髪を拭きながらキッチンにいくと、お母さんが朝食の下ごしらえをしていた。

「ごめんね、お父さんとお母さんが先に入っちゃって」

「ううん、全然。だって私よりふたりのほうが朝早いし」

　冷蔵庫の中から麦茶を取り出し、コップに注いで喉を潤おす。ふぅとひと息つき、コップを洗っていると、お母さんが野菜を刻みながら申し訳なさそうに言った。

「村瀬さんには、どうやって伝えようか」

「えっ？　あっ」

　そうだ、村瀬さんは来月まで中国から帰ってこない。当然連絡先も知らない。

「村瀬さん、うちのお弁当の大ファンだからね。それに出張前に来てくれたでしょ？　その時のあなたたちのやり取りを見ていたから、私もお父さんも心苦しくて……」

　そこまで言いかけるとお母さんは手を止め、複雑な表情で続ける。

「店がなくなっても、あなたたちの関係が続いていくことを願っているわ」

　考えもしなかった。お店がなくなることを。弁当屋がなくなってしまったら、私と村瀬さんの関係はどうなってしまうのだろうか。

　会えるのは店先でだけ。村瀬さんは私が彼の会社の社員だということを知らない。もし知ったら、今までのように接してくれなくなるかもしれない。

　だから私は彼が副社長だと知ってからも、打ち明ける勇気が出なかった。

　きっと弁当屋がなくなったら、私たちの関係も終わりを迎えてしまうのではないだろうか。

　そんな思いがよぎるも、心配するお母さんの前では言えない。笑顔を取り繕った。

「大丈夫だよ、お店がなくなっても、村瀬さんに連絡する手段はあると思うし。だから心配しないで」

「ね？」と言いながらお母さんの背中を優しくなでると、やっと表情が和らいだ。

「そうよね、村瀬さんは約束を破るような人ではないでしょうし、うちの店が閉まっているのを見たら、きっと商店街の誰かに聞いて知る手段はあるわよね」

「うん、そうだよ」

　ずっと切磋琢磨してきた商店街のみんなには、明日にでも報告するとお父さんが言っていた。

　村瀬さんにだけではなく、閉店したことを伝えることができず、店を閉めた後知らずに訪れたお客様にも、商店街のみんなが事情を説明してくれるだろう。

「それじゃ、おやすみなさい」

「おやすみ」

　寝る挨拶をして自分の部屋に入ると、そのままドアに寄り掛かった。

「私と村瀬さんは、どうなるのかな」

　フラフラとベッドに向かい、うつ伏せになって枕に顔を埋めた。

　でもこのまま村瀬さんとの関係を終わりにしたくない。彼が中国から戻ったら、どうにかして店を畳むことにした経緯を話して、約束通り村瀬さんとデートがしたい。

「なにかいい方法を考えよう」

　村瀬さんが戻ってくるまで、まだ一ヵ月近くあるのだから。

　まぶたを閉じると一気に睡魔に襲われ、深い眠りに就いた。




　それから一週間が過ぎたこの日。昼時を迎えると、社員食堂は瞬く間に席が埋まっていき、厨房は大忙し。

　私はいつものようにフロアに出て、料理の減り具合いをチェックしながら、それを調理員の弥生さんたちに伝えていく。

　ピーク時を過ぎ、閉店まであと四十分。調理と片づけ作業を並行し始める頃、一組のグループがやって来た。

「あ、やだ今日は来ちゃったかー」

　弥生さんが落胆の声を上げた相手は、秘書課所属の女性社員五人グループ。華やかなスーツに身を包む彼女たちは、いわば勝ち組。それというのも、うちの会社の秘書課は、優秀な者しか入ることができない花形部署だから。

　中でもあの五人は、専務秘書の早さ乙おと女め彩あや芽めを筆頭に、重役の秘書に就いている本当の勝ち組だ。

　早乙女さんに関しては、美容家電メーカーの社長令嬢。それなのにうちの会社に入社したのは、早乙女さんの父親と、うちの会社の社長の弟で村瀬さんの叔父にあたる、専務の村瀬勝かつ次じが旧知の仲だからだとか。

　すべて弥生さんから聞いた情報だけれど、早乙女さんのお父さんが、社会勉強のために娘をムラセで働かせてくれないかと、専務に頼み込んだらしい。早乙女さんは専務の第一秘書を務めていることから、信しん憑ぴょう性が増している。

　そんなことを思い出していると、弥生さんに手招きされた。

「なんでしょう？」

　カウンター越しに近づくと、「もっとこっちに来て」と言われる。

　言われるがまま身を乗り出すと、弥生さんは私の耳もとに顔を寄せた。

「あの人たち、写真の出来映えを気にしておかずを取るでしょ？　食べきれないくせに。その量が尋常じゃないのよ。だからさくらちゃん、あの人たちの周りをうろついて、圧力をかけてきてちょうだい」

「あ、圧力ですか？」

　弥生さんからの無理難題に苦笑いするも、あながち間違っていないから強く言い返せない。

　早乙女さんたちは週に一、二度食堂を利用してくれている。健康志向の社員をターゲットに、ヘルシーな料理も多くそろえていることから、写真を撮ってＳＮＳにアップしてくれているようだけれど、見栄えを気にして食べきれない量を皿によそう。

　毎回半分以上残されるから、弥生さんたちはご立腹なのだ。

　本当は強く言いたい。食べられる量だけ取ってくださいと張り紙にも記載しているし、なにより私たちが心を込めて作った料理。それを廃棄に回さないといけないのは悲しい。

　食料廃棄率が社会問題にもなっている今、うちも廃棄率ゼロパーセントを目標に掲げ、発注にも細心の注意を払っている。

　そんな中、彼女たちの振る舞いは非常に困った問題だった。

「従業員が近くにいたら、さすがの彼女たちも良心が痛んで残せないでしょ」

「そうでしょうか？」

　以前、洗い物をしている従業員の前で平気でおかずを残した食器を下げてきたくらいだ。私が近くにいるからといって、残さず食べてくれるような気がしない。

「私たちがフロアに出たら変に思われるし、お願いよ、さくらちゃん！」

　顔の前で両手を合わせてお願いされては断れない。

「わかりました。掃除をしながらさり気なく近づいてみます」

「よろしくね！　今日こそは残さず食べてくれるといいんだけど」

　弥生さんに見送られ、彼女たちがいる窓際の席へと近づいていく。

　太陽の光を利用してそれぞれ料理を写真に収めていた。他のテーブルを拭きながらチラッと料理を見ると、私でも食べ切れるか不安になる量が皿に盛られていた。

　これは間違いなく今日も残すだろうな。昼休み中の弥生さんたちの話題は、早乙女さんたちのことになりそうだ。

　ふと、カウンターに目を向けると弥生さんをはじめ、他の調理員も早乙女さんたちのことが気になっている様子。

　意味がないとわかっても離れずにいると、次第に彼女たちの会話が耳に入ってきた。

「それにしても彩芽ってばすごいよね。最高の結婚相手をゲットしたじゃん」

「羨ましいよ、あんな素敵な人が婚約者なんて」

　どうやら早乙女さんが、誰かと婚約したようだ。そういえば早乙女さんって今年で二十六歳になると弥生さんから聞いている。結婚適齢期だし、なにより彼女は男性が放っておかないほど綺麗な人だ。おまけに社長令嬢で女性が羨ましくなるほどスタイルもいい。そんな早乙女さんの婚約者は、いったいどんな人なのだろうか。

　テーブルを移動しながら聞き耳を立てていると、いよいよ彼女たちは早乙女さんの婚約者について話し出した。

「イケメンでスタイルもいいし、本当に彩芽とお似合い」

「うちの会社の次期社長だしね」

　――え、うちの会社の次期社長って。

　思わずテーブルを拭く手が止まってしまう。

「もー、まだ内緒にしてって言ったでしょ？　どうするのよ、誰かに聞かれていたら」

　可愛らしく人差し指を立てる早乙女さんに、一緒にいるメンバーは「いいじゃん、近いうちに発表されるんだから」と言う。

　待って、頭がついていかない。でもさっき、次期社長って言ったよね？　それはつまり村瀬さんのこと。じゃあなに？　早乙女さんの婚約者って村瀬さんなの？

「勝次おじ様が勝手に言い出したことだから、まだ誠司君には伝わっていないの。今、中国にいるしね」

「彩芽が相手なら副社長も断るわけないじゃない。それに昔からの顔なじみなんでしょ？」

「まぁね。誠司君の弟も一緒に、昔はよく三人で遊んでいたから。幼なじみって感じかな」

「うわぁ、すでに家族ぐるみの付き合いしてるじゃない！　これは結婚秒読みだね」

　隠すつもりがあるようには思えないくらい、大きな声で話す彼女たちの話は、少し離れた場所にいる私にもしっかり聞こえてきた。

　早乙女さん、村瀬さんとはずっと昔からの知り合いだったんだ。知らなかった、村瀬さんに弟がいることも。私はまだ村瀬さんと出会ってたった半年程度。知らないことばかりだ。

　私、なに勘違いしちゃっていたんだろう。彼とは住む世界が違うのに。村瀬さんとの関係が変わる未来がくることなんて、絶対にあり得ないのに。

　彼は将来、この会社のトップに立つ人。そんな人の隣に立つに相応ふさわしいのは、早乙女さんのような人だ。私なんかが立てるわけがない。

　弁当屋で出会った村瀬さんは、住む世界が違う人には見えなかった。自分の勤める会社の御曹司ということも、後になって知ったし。それに『さくらちゃん』と呼ばれ、話す機会が増えてデートに誘われたりして……自惚れていた。

　同じ気持ちなのかもしれない、いつか彼と恋人になれる日がくるかもしれない、なんて夢見ていた自分が、本当に滑こっ稽けいに思えてならない。

　呆然と立ち尽くしていると、早乙女さんたちが「もうお腹いっぱい」と言いながら、次々と立ち上がった。

　慌てて一度拭いたテーブルを拭きながら、「ありがとうございました」と彼女たちを見送る。だけどいまだに動揺していて、私の手は震えていた。

　だめだ、気を緩めたら泣きそう。仕事中なんだから、さっきの話は一度忘れよう。

　そう何度も自分に言い聞かせても、頭から離れてくれない。最後の客を見送り、片づけを終えてみんなと昼食を取っている間もずっと。

「もう本当に信じられないよ、今日の残し量は過去最高だったの」

「なんとも思わないのかね、毎回あんなに残して」

　予想通り弥生さんたちの話題は、早乙女さんたち一色。だけど私はただ相あい槌づちを打つだけで、話の内容がまったく入ってこなかった。




「遅くなっちゃった」

　時計を確認しながら急いで電車に乗り込んだ。

　いつも定時で上がっていたのに、今日は事務作業中に村瀬さんと早乙女さんのことばかり考えてしまい、なかなか進まず。初めて残業してしまった。

　時刻は十七時四十五分を回ったところ。帰るのは十八時を過ぎてしまいそうだ。

　会社を出たところで、両親には帰りが遅くなると連絡をしたから心配はしていないだろうが、こういう日に限って店が忙しそうで申し訳ない。それに私自身も、大好きな店頭に立てる時間は限られているというのに。

　何度目かわからないため息を漏らしそうになり、慌てて口を堅く結んだ。

　よくため息の数だけ幸せが逃げるっていうし！　なんて自分を奮い立たせても、電車に揺られているとやっぱり村瀬さんのことを考えてしまう。

　早乙女さんの話だと、まだ村瀬さんは彼女との婚約の話は知らないみたいだけど、断る理由なんてないよね。

　早乙女さんほど彼に見合う女性はいないだろうし、家族ぐるみの付き合いもあるのなら、反対する人も当然いないはず。なによりお似合いだもの。

　ふと、電車の窓に映る自分の姿を見ると、苦笑いしてしまう。容姿も家柄も、すべてが村瀬さんに釣り合っていない。それなのに本当、どうして夢見ることができたのだろうか、村瀬さんとの未来を。

　最寄り駅に到着し、改札口を抜けるとすぐに商店街のアーケードが目に入る。

　あそこを抜けたら、きっといつものようにみんなが声をかけてくれる。元気ないところを見せちゃったら、心配をかけるだけだ。

　ただでさえ店を畳むと知ったみんなに、『大丈夫か？』と口々に聞かれ、『いつでも遊びに来い』と励ましてもらっているというのに。

　大きく深呼吸をして、いざ商店街へ向かおうとしたその時、背後から肩をポンと叩かれた。

「キャッ!?」

　びっくりして大きな声で叫びながら振り返ると、そこには幼なじみの坂さか本もと大まさるがいた。

「まっ、大!?」

「なんだよ、『さくら』って何度も呼んだのに返事しないから、わざと無視していたのかと思っていたけど、違ったのか？　驚かせて悪い」

「ううん、私のほうこそオーバーに驚いちゃってごめん」

　私の両親が弁当屋を営んでいるように、大の両親もまたこの商店街で代々酒屋を経営している。

　高校を卒業後、そのまま家業を継いだ大で三代目。今ではすっかり酒屋の若大将が板についている。

「大は配達の帰り？」

「あぁ」

　基本は車だけれど、近場はこうして徒歩で配達しているようだ。

　どちらからともなく歩を進め、肩を並べて商店街のアーケードへ向かう。

「引っ越し先は決まったのか？」

「ぼちぼちね」

　店を閉めたら売りに出す。おじいちゃんの食堂も年季が入っているから、お父さんが継ぐ際に改装する資金に充てるようだ。

　新居は商店街の不動産屋にお願いし、この近くで探してもらっているところ。今度の休日に何軒か見て回る予定になっている。

「まだみんな信じられずにいるよ。さくらのとこの弁当屋がなくなるなんて。俺も両親もおじさんの料理のファンだからさ」

「ありがとう。お父さんも喜ぶと思う」

　そんな話をしながら商店街を進んでいくと、いつものようにみんなから次々と声をかけられた。

「おかえり、さくらちゃん。お、なんだ今日は大も一緒か！」

「ついにお前ら、一緒になるのか？」

「お似合いだぞー」

　茶化され、私と大の顔は引きつるばかり。

　大は同い年の幼なじみで、幼稚園から高校までずっと一緒だった。そんな私たちは、昔からなにかとからかわれてきた。

　どうやら商店街のみんなは、私と大が恋仲になることを望んでいるようだ。お互い、恋愛感情などまったくないというのに。

　大には高校生の時からずっと想いを寄せている相手がいる。それは私の親友でもある時とき田た光てる美みだ。

　活発で自由奔放な性格の彼女は、小柄でショートカットがとてもよく似合っている。なにより笑顔が可愛くて、その笑顔に大はノックダウンされたらしい。

　そんな光美は中学二年生まで海外暮らしの帰国子女。語学堪能で、そのスキルを活かし、大学を卒業後は外資系企業に就職。そして半年前にニューヨーク支社への異動が決まり、海外赴任中だ。

　一方の大は身長一七五センチで、毎日重いお酒の瓶を運んでいるためか、がっちりとした身体をしている。

　爽やかな好青年という言葉がぴったりな大は、学生時代から密かにモテていた。でも奥手な彼は恋愛には積極的になれず、光美に彼氏ができて別れるたびに一喜一憂していた。

　なんでも仲良くなればなるほど、今の関係が壊れるのが怖くて告白することができないとか。でもその気持ちは痛いほどわかる。

「何度言えばわかるんだろ、私と大はそういう関係じゃないって」

「な。お互い好きな人がいるっていうのに」

　よく男女の友情は成立しないというけれど、私と大に限ってはそれに当てはまらないと思う。

「そういえば聞いた？　光美、早い夏休みを取って七月に帰ってくるって」

　少し前に彼女から聞いた話を思い出して言うと、大は目を見開いた。

「え、俺聞いてないけど？　なんだよ、昨日電話したのに、そんなこと一言も言っていなかったぞ？」

　喜んだと思ったら、ふて腐れる大に思わず笑ってしまう。

「きっと光美、大にサプライズしたかったんじゃない？」

　光美は大の気持ちを知らない。でも光美にはここ三年は彼氏がいないし、なんだかんだ言って私の知らないところで連絡を取り合うくらい、大との関係は深まっているように見える。

　いつかふたりが恋人になったら……と高校生の頃から願ってきたけれど、その願いが叶う日も近いのかもしれない。

　光美と会うのは久しぶりだ。帰国した際は、村瀬さんに会わせてって言われていたけど、叶えてあげられなさそう。

　お店はなくなり、村瀬さんが早乙女さんと正式に婚約をしたら、気軽に会うことはもちろん、約束をしたデートなんて行けるわけがない。店を畳むんだもの、これを機に村瀬さんのことは諦あきらめるべきじゃないかな。

　弁当屋がなければ、彼との接点はなくなる。幸い村瀬さんには、私が彼の会社の社員だと知られていないし。

　最初から叶うはずのなかった恋で、密かに想いを寄せているだけで十分だったんだもの。大丈夫、時間が経てば忘れることができるはず。

「……くら。……おい、さくら！」

　大きな声で名前を呼ばれハッとし足を止めると、怪け訝げんそうに私を見る大と目が合う。

「ごめん、なに？」

　どんな話をしていたのかわからなくて素直に謝ると、大は眉をひそめた。

「お前、大丈夫か？　店を畳むことに納得しているって言っていたけど、本当は無理しているんじゃないか？」

「そんなことは……」

「俺にくらい弱音を吐けよ。時田ほど力にはなれないかもしれないけど、話ならいくらでも聞くから」

　私の声を遮さえぎり言われた言葉に、胸が熱くなる。

　きっと大は、店がなくなることに対して私が落ち込んでいると思っているんだよね。こういうところ、本当に昔から変わらない。

　高校生になって光美と出会ってからは、ふたりしてよく私の些細な変化に気づき、すぐに声をかけてくれていた。

　もちろん私もまた、ふたりの様子がおかしいとすぐに気づく。そうやって友情を深めてきた。

　村瀬さんと早乙女さんの婚約が発表され、失恋決定して落ち込んでいても、ふたりがすぐに気づいて励ましてくれるんじゃないかな。

　そう思うと、少しだけ気持ちが浮上すると同時に、気が緩んで涙が零れ落ちた。

「だ、大丈夫か？　さくら！」

　あまりに大がオロオロするものだから、笑ってしまう。

「違うの、お店がなくなることが悲しくて、泣いているんじゃないの」

　会社では気を張っていたし、心強い味方がいると改めて実感したら安心して泣けてきたんだ。

「じゃあ、なんで泣いているんだ？」

　いまだに困惑している大を安心させるよう、涙を拭って伝えた。

「大のせいだよ」

「お、俺!?」

　想定外だったようでオーバーに自分自身を指差し、驚いている。

「そう、大のせい。……大が泣かせるようなことを言うから」

　一呼吸置き、びっくりしている大に尋ねた。

「ねぇ、大。この先、なにかあったら頼ってもいいかな？」

　大好きな村瀬さんへの恋心を断ち切るには、相当時間がかかると思うし、落ち込むだろう。その時は大を頼ってもいい？

　その思いで聞くと、すぐさま大は力強く答えてくれた。

「あたり前だろ？　なにかあったらすぐ俺に言え。力になるから」

　迷いなく言ってくれた言葉に、せっかく止めた涙が再び零れ落ちた。

「ありがとう」

「……っ！　そう言うなら泣かないでくれよ。周囲の視線が痛い」

　ボソッと付け足し言われた一言に周囲を見回せば、何事かと商店街のみんなが私たちの様子をうかがっていた。

「明日には商店街中に知れ渡るよ。俺がさくらを泣かしていたって」

　がっくりする大には申し訳ないけれど、笑ってしまった。

　村瀬さんとの恋は成就しなくても、私は大丈夫。大好きな仕事がある。心強い仲間に家族がいる。それに本当の子どものように可愛がってくれる商店街のみんなだっている。

　悲観的にばかりならず、まっすぐ前を向こう。




　それから数日後。惜しまれつつ両親は弁当屋を閉めた。そして次の日にはおじいちゃんの住む栃木へと引っ越していった。

　私もまた、商店街の一角にあるアパートに引っ越し、初めてのひとり暮らしの生活をスタートさせた。

　村瀬さんが中国から帰ってくるまであと一週間。叶うならば、最後にもう一度会いたかったな。

　彼に笑顔で『さくらちゃん』と呼んでほしかった。










キミとデートがしたい　誠司ＳＩＤＥ




　幼い頃から自分の立場を理解してきたつもりだ。並々ならぬ努力を重ねてきたのも将来のため。

　学生時代、将来に思い悩む友人を見て多少は自由な未来を羨ましくも思ったが、今はやりがいのある仕事に就くことができ、充実した毎日を過ごせて満足している。

　それに一企業のトップに立てる人生など、そう簡単に経験できるものではない。そのように考えれば、生まれる前から決められていた自分の未来も、そう悪くないと思える。順調に歩んできた人生に満足しているし、今後もよりいっそう精進したい。

　そして三十の歳を重ねた今、会社のためにも早く結婚するべきだと思っていた。

　数年前より周りから結婚を勧められ、弟が結婚してからはとくに見合い話を持ち掛けられることが増えた。

　だが、どうしても見合いを受ける気になれなかったんだ。それはきっと、弟夫婦の仲睦まじい姿を目の当たりにしたからだと思う。

　何気ない日常の中で唯一無二の存在だと思える人と運命的に出会い、そんな人と結婚したいと願うようになった。

　縁談話をのらりくらりと断り続け、結婚するならこの子だって思えるような、そんなドラマチックな出会いを夢見ていたある日。出会ってしまったんだ。運命の相手に――。




　二十四階にある副社長室には、まばゆい午後の日差しが入り、エアコンをつけないと少し暑く感じるほど。その日差しを背中で受け止めながら、レザーの椅子に腰かけ、何度目かわからないため息を零してしまう。

　長年俺の秘書を務めてくれている山やま浦うらさんから渡された大量の書類の山のチェックが、一向に進まない。

　ギシッと音を立てて背もたれに体重を預け、くるりと反転して窓の外に目を向ける。

　そろそろ梅雨入り間近の六月上旬。あと数日したら梅雨入りし、雨の日々が続くと今朝の天気予報で言っていた。

　雲ひとつない青空を眺めていると、自然とまたため息が零れそうになったその時、ドアをノックする音が聞こえた。

「はい」

　返事をすると「失礼します」と言いながら入ってきたのは、山浦さんだ。

　今年で四十九歳になる彼は、頼りになる存在。山浦さんがいなければ、俺は円滑に仕事をすることができないと思う。そんな山浦さんはデスクの上の手つかずの書類を見て、俺以上に深いため息を漏らした。

「長期出張から戻ってこられたばかりなので仕事に身が入らない……というわけではないですよね？」

「えぇ」

　二ヵ月も中国に行っていたとはいえ、いつもの俺なら不在時にたまっていた仕事はさっさと片づけている。でも今はそれができそうにない。

「例の〝さくらちゃん〟が原因ですか？　日本に戻るなり会いに行かれていましたが、会えなかったんですか？」

「会えないどころか、店自体がなくなっていたんです」

　俺の言葉を聞き、さすがの山浦さんも目を丸くさせた。

　出張から戻ったら、一番に会いに行くと伝えた。昨日、約束通りさくらちゃんに会いに向かったが、弁当屋に行くとシャッターが閉じられていて、【長きに亘りご愛あい顧こいただき、ありがとうございました】と紙が貼られていて愕がく然ぜんとした。

　二ヵ月の間に、いったいなにがあったのだろうか？　そして同時に後悔した。なぜ、さくらちゃんの連絡先を聞いておかなかったのかと。

「驚きました。副社長から、今度彼女とデートをするとうかがっていたので」

　彼女と出会ったのは半年以上前。珍しく仕事が早く終わり、ふらっと立ち寄った商店街の一角で見つけた弁当屋の虜になった俺は、それから足繁く通うようになった。

　そうなると自然と看板娘のさくらちゃんと話す機会も増え、彼女の明るさや優しい雰囲気、可愛い笑顔に次第に惹かれていった。

　それなりに恋愛はしてきたつもりだ。だけど彼女に抱く気持ちは初めてのことばかりで、戸惑ってもいる。

　さくらちゃんのことで知っていることといえば、名前と弁当屋のひとり娘ということだけ。趣味や特技、恋人の有無など知らないことのほうが多い。それなのに強烈に惹かれたんだ。

　彼女に会いたい一心で仕事を終わらせ、少しの時間でも会えたら嬉しくて、幸せな気持ちになる。こんなこと、初めてだった。

　さくらちゃんとは、ゆっくりと関係を深めていきたい。その思いでお礼と銘打ってデートに誘った。そこで彼女のことを知り、同時に俺のことももっと知ってもらって、恋人になれたらと願っていたのに。

「しかし急に店を閉めたとなると、なにか事情があったのではないでしょうか？　本日、聞いてきたらどうですか？　でないと副社長の仕事がどんどん滞りそうなので」

「はい、すみません。そうしてみます」

　常連客の中には商店街の人もいたはず。今日の帰り、商店街に行って近所の人に聞いてみよう。

「あ、なにかあったんですか？」

　今日の午後はとくに大きな予定はなく、だからこうしてたまっていた書類に目を通していた。山浦さんも雑務を片づけると言っていたのに、俺を訪ねてきたということは、なにかあったからだよな？

　顔を上げて聞くと、山浦さんは神妙な面持ちになったものだから緊張がはしる。

「実は先ほど、専務から縁談の話がございまして、副社長に早急に直接お伝えしたいと言われたのですが……いかがなさいましょうか？」

　専務の勝次叔父さんは、昔から父さんを支えてきてくれた功労者だ。父さんも一目置いているし、大きな決断をする時はよく相談している。

　縁談話を持ち掛けられても、いつもだったらすぐに断るところだが、相手が勝次叔父さんならそうはいかない。

「勝次叔父さんがですか……。ちなみに相手は誰か聞いていますか？」

「はい。専務の秘書を務めております、早乙女彩芽です」

「彩芽が？」

　思わず聞き返してしまった。まさか彩芽が相手だとは思わなかったから。

　いや、でもあり得る話だ。家柄もそうだが、なにより勝次叔父さんは彩芽の父親と旧知の仲らしいし。

「副社長とも親交がある彼女なら、首を縦に振るだろうと自信たっぷりに言われましたが、どうしましょうか？」

「それは困ったな」

　彩芽は妹のような存在だ。異性としてはもちろん、結婚相手としても見ることができない。なにより結婚したいと思える相手がいる以上、縁談を受ける気はない。問題はどうやって断るかだ。

　悩んでいると、頭の回転が速い山浦さんが打開策を提案してくれた。

「今は中国からお戻りになられたばかりで、仕事以外のことを考える余裕はないとお伝えしましょうか？　その間に副社長は彼女の行き先を突き止め、一刻も早く射止めてしまえばいいのです。意中の相手がいると知れば、さすがの専務も無理に縁談を勧めることはないでしょう」

「なるほど」

　感心していると、山浦さんは俺に厳しい目を向けた。

「そのためにも、まずは本日の仕事を終わらせることに集中してください。そうでないと商店街の店が閉まる時間になってしまいますよ？」

「そうですね、ちゃんと集中してやります」

　俺の返事を聞き、少しだけ山浦さんの表情が和らいだ。

「やっと出会えた運命の相手なんですよね？　副社長の恋が成就することを誰よりも願っております」

「ありがとうございます」

　山浦さんには、早々にさくらちゃんの存在がバレた。まぁ、彼女に会いたいがために以前にも増して仕事に精を出し、終わればすぐに退社していたらバレるだろうけど。

　以前、酔った席で山浦さんにポロッと結婚観について漏らしたことがある。それを覚えていた彼は、結婚したいと思える相手と出会えたことを喜んでくれたんだ。

　周りが俺の結婚を急がせる中、山浦さんだけは違った。『副社長のお気持ちが最優先なので』と言って見守ってくれている。迷惑をかけた分、仕事で返したい。

　それからは集中して仕事にあたり、定時で会社を後にした。




「やっぱり開いていないよな」

　昨日閉店の張り紙を見たが、どこかでまだ信じられずにいた。でも一日経って改めてこうしてシャッターが閉じている店を見ると、本当に閉店したんだと嫌でも実感させられる。

　呆然と張り紙を眺めていると、五十代くらいの男性に声をかけられた。

「なんだ、兄ちゃん。猪狩さんのところの常連さんだったのかい？　残念だけど、先月で店を畳んじまったんだ」

　事情を知っていそうな雰囲気だ。

「あの、どうして急に店を閉めたのか、ご存じですか？」

　少し緊張しながら聞くと、男性はすぐに教えてくれた。

「猪狩さんの父親が病に倒れたようでな。栃木の実家に戻ったんだ。なんでも父親が長年経営していた食堂を継ぐとか……。店を畳んだ次の日には引っ越していったよ。なんせ急だったから、猪狩さんから事情を説明してくれって頼まれているんだ。兄ちゃんのように常連客が知らずに訪ねてくるからね」

「そう、だったんですか」

　話を聞いて納得がいった。出張に出ていた二ヵ月の間に、なぜ店を閉めたのか。

　そういう事情があったのなら仕方がないことだ。……でもそうか、栃木に。

　きっとさくらちゃんも一緒に行ったんだよな？　家族三人で店を切り盛りしていたようだったし。彼女の存在が、ご両親を支えているのかもしれない。

「ありがとうございました」

「え、もういいのかい？」

「はい、事情はわかりましたので。本当にありがとうございました」

　まだ話し足りなそうな男性を残し、重い足取りで商店街を進んでいく。

　さくらちゃんは、会うたびに笑顔で出迎えてくれた。些細なことしか話していないのに楽しくて、一緒にいると自然と笑顔になれる相手だった。

　俺の言葉ひとつでコロコロと表情を変える彼女。心のどこかで同じ気持ちだと思っていたが、違ったのだろうか。

　何気ない日常の中で出会った彼女は、運命の相手だと勝手に浮かれ過ぎていたのかもしれない。

　アーケードを抜けて駅前通りに出ると、通りかかったタクシーを止めて乗り込んだ。

　冷静に考えると、さくらちゃんが優しく接してくれたのは、俺が客だったからじゃないか？　デートに関しても、常連客の俺に誘われて断れなかっただけかもしれない。あの時、ご両親にもいろいろ言われていたし。

　それにさくらちゃんは、俺の仕事のことは知らない。どういう立場にいるのかも。

　たとえこの先、さくらちゃんと想いが通じ合い、一緒になる未来が訪れたとしても、俺は彼女を幸せにすることができるのだろうか。

　これまで母さんが一般家庭から嫁いできたという理由だけで、さんざん苦労しているところを見てきた。母さんと同じ苦労を、さくらちゃんにさせてしまう可能性もあると思うと、胸を張って幸せにすると言える自信がない。

　だったらもうこのままさくらちゃんとは、会わないほうがいいのかもしれない。時間が経てば、彼女への恋心を消すこともできるだろう。

　だけどできることなら、最後にもう一度彼女に会いたかった。さくらちゃんが作ってくれた厚焼き玉子も、また食べたかったな。

　叶わぬ願いに乾いた笑い声が漏れ、窓ガラスに映る自分はひどく落ち込んでいた。本当に彼女のことを、忘れることなどできるのだろうか。今はその自信がない。

　行き場のない想いを抱えながら家路に就いた。




　次の日。出社すると挨拶もそこそこに、山浦さんに昨日のことを問いただされた。聞かれるがまま説明をすると、山浦さんは難しい顔になる。

「そうでしたか、栃木に……」

「はい」

　もしかしたら想いが通じ合っていると思っていたのは、俺の勘違いだったかもしれないこと。自分の立場を考えたら、彼女は運命の相手ではなかったと割り切り、忘れるべきではないかと考えていることを伝えた。

「副社長のおっしゃる気持ちもわかりますが……」

　あごに手を当てて考え込んだ後、山浦さんは神妙な面持ちで俺を見る。

「簡単に忘れられるほどのお気持ちだったのですか？　私にはそうは見えませんでした。彼女に恋をしてからというもの、副社長が光り輝いて見えていましたよ」

　真面目な山浦さんが柄にもないことを言うものだから、つい笑ってしまう。

　でもすぐに言われた言葉が頭の中を駆け巡った。

「本音を言えば、今すぐに彼女に会いたいですよ。どうにかして見つけ出し、今度こそ離したくないです。ちゃんと好きって伝えて、もっとさくらちゃんのことを知りたいですし、俺のことも知ってほしい。できるなら彼女と結婚したいです」

　山浦さんの前だと、素直な思いが口をついて出てしまう。

　物分かりのいいフリをしていただけだ。本当はさくらちゃんのことを諦めたくない。

「でも俺は彼女に自分のことをいっさい話していません。俺もまたさくらちゃんのことをよく知らないですし」

「それでも結婚したいと思うほど、強く惹かれたんですよね？」

　声に被せて聞いてきた山浦さんには、俺の気持ちはすべて見透かされているのかもしれない。

「はい。本当、こんな気持ちは初めてです」

　アレコレ悩むのは、それほど彼女のことが好きだからだ。理屈じゃなく本能で惹かれている。

「副社長、この件は私に預からせていただけませんか？」

「えっ？　どういうことですか？」

　山浦さんの真意がわからず、目を白黒させながら聞き返した。

「彼女と一緒になりたいのか、このまま忘れるべきなのか。思い悩む原因はご自身の立場を打ち明けられず、また、お気持ちもお伝えできていないからじゃないですか？　結果はどうであれ、結婚したいと思えるほどの相手と出会えたのなら、後悔のないようお伝えするべきです」

　こんなにも心が揺れているのは、山浦さんの言う通り、さくらちゃんにすべてを話すことができなかったからかもしれない。

　自分の立場を伝え、好きだと言うことができたら自分の気持ちに区切りがつくだろう。……たとえ、振られたとしても。

「私のほうで彼女の行方をお捜しします」

「山浦さんがですか？　そんなっ！　自分で捜します」

　もう一度商店街に行き、詳しく聞いて回れば引っ越し先を教えてもらえるかもしれない。そうすれば、さくらちゃんに会うこともできるはず。

　だけど山浦さんは厳しい目を俺に向けた。

「いいえ、私にお任せください。出張から戻ったばかりで本日より過密スケジュールです。どうか仕事に専念なさってください」

「ですが……」

　完全にプライベートなことを、山浦さんに頼むのは忍びない。

「私の仕事は副社長の業務を円滑に遂行させることです。さくらちゃん捜しに入れ込み、仕事に身が入らない。なんてことになったら大変ですから」

　クスリと笑いながら言われ、居たたまれなくなる。

　仕事とプライベートはしっかり区別してきたつもりだが、さくらちゃんのことになると自信がない。

　現に彼女と出会ってからは、会いたいがために仕事に精を出し、昨日はショックのあまり仕事がなかなか手につかなかったのだから。

「必ず見つけ出しますので、仕事に集中なさってください」

「……わかりました。よろしくお願いします」

　心苦しいが、山浦さんの言うことはもっともだ。

「ですが無理はなさらないでください。見つからなかったのなら、彼女との縁はそれまでだったと諦めますから」

「そのような結果にならないよう、尽力します」

　丁寧に頭を下げると、山浦さんは「十時からの会議の資料をお持ちします」と言いながら副社長室から出ていった。

　ゆっくりと立ち上がり窓のほうへ近づくと、昨日とは打って変わって、空はどんよりとした雲に覆われている。

　さくらちゃんと会わないほうがいいのだろうか。それとも会ってすべてを打ち明けて想いを伝え、気持ちに区切りをつけるべきなのか……。

　しかし、いくら商店街の人でもさくらちゃんたちの引っ越し先を知る人はいないんじゃないか？　なによりそう簡単に、個人情報を教えてくれるとは思えない。もう一度会える確率は、低いかもしれないな。

「仕事をするか」

　今はとにかく、仕事に集中するべきだ。

　山浦さんから会議の資料を受け取り、時間になるまで頭に叩き込んだ後、会議室へと向かった。




　さくらちゃんとは、もう会えないかもしれない。そう覚悟を決めたものの、その日のうちに事態は大きく動いた。

「見つかったんですか？」

「はい」

　会議が終わったのは十二時過ぎ。副社長室に戻ると、複雑な表情で山浦さんが待ち構えていた。そんな彼から聞かされたのは、さくらちゃんの所在。

　俺が会議中に山浦さんは商店街に向かい、さくらちゃん一家の行方を聞いて回ったそうだ。誰もがご両親は栃木の実家に戻ったとしか知らなかったが、さくらちゃんのことに関しては違った。

　彼女は両親とともに栃木には行かず、ひとり残って商店街の一角にあるアパートで暮らしているらしい。そして山浦さんは、言いにくそうに彼女の現状を切り出した。

「実はですね、商店街の方々に私の名刺を渡してお話をうかがったのですが……大変驚くことに、皆さんうちの会社をよくご存じでして」

「どういうことですか？」

　いや、家電メーカーではそれなりに名が知られている会社だと自負している。とくにおかしな点はない。ではなぜ山浦さんは、そんなに驚いたのだろうか。

　不思議に思っていると、一枚の封筒を差し出された。

「これは？」

　渡されるがまま受け取るも、対応に困る。この封筒の中身はなんだろうか。

「我が社の社員である、猪狩さくらさんの情報を印刷したものです」

　聞き間違いだろうか。今、『我が社の社員である』って言わなかったか？

「私も耳を疑ったのですが……。彼女は昨年、管理栄養士として入社しておりました」

　嘘だろ、さくらちゃんがうちの会社の社員だったなんて。

　急いで封筒を開けると、今より少し幼いさくらちゃんの顔写真とともに、彼女の名前や住所、配属先まで事細かに記されていた。これを見たらもう信じるしかない。

　すると次に、ある疑問が浮かび上がる。

「さくらちゃんは、俺のことを知っていたのでしょうか？」

　もしかして、最初から知っていたのだろうか。俺が自分の勤める会社の副社長だと。

「どうでしょう。ただ、副社長は昨年の入社式には出席しておりませんし、彼女の配属先は一般の社員とは違い、重役とは無縁です。知らなかった可能性もありますが……」

　そこまで言うと、山浦さんは言葉を詰まらせた。

　山浦さんが言いたいことはなんとなくわかる。自分の立場をよく理解しているつもりだ。残念ながら肩書きにつられ、俺自身を見ようとせず近づいてくる女性は、昔から後を絶たない。

　でも、さくらちゃんは違う。いや、違うと思いたい。肩書きなど関係なく、ひとりの人間として俺を見てくれていたと。

　時計を見ると十二時半になろうとしていた。

「ちょっと行ってきます」

　一階上の最上階に彼女がいるのなら、会ってたしかめたい。

「お待ちください、副社長」

　居ても立っても居られなくなり、社員食堂へ向かおうとしたものの、すぐに山浦さんに呼び止められてしまった。

　素早く俺の前に回り込むと、いつになく厳しい表情で俺を見据えた。

「この時間、多くの社員が食堂を利用されております。そのような場で彼女に声をかけられるのは控えたほうがよろしいかと」

「それはっ……そうですが」

「それに彼女は今、勤務中です」

　間髪を容れずに言われ、なにも言えなくなる。山浦さんの言う通りだ。さくらちゃんは今勤務中で、大勢の社員の前で俺に声をかけられたら、困らせるだけだ。

「すみませんでした。感情的になってしまい」

　後先考えず、感情の赴くままに行動しようとしていた自分が情けなくて、手にしたままの封筒を、ギュッと握りしめてしまう。

「本日は午後、とくに予定はございません。彼女の勤務が終了しましたら、私から彼女に声をかけてみます」

「山浦さんからですか？」

「はい。彼女にこちらに来ていただき、そこで一度、おふたりでお話されてはいかがでしょうか？　副社長も、お伝えしたいんですよね？　ご自分のお気持ちを」

「はい」

　できることならもう一度会って、さくらちゃんにすべて打ち明け、好きだと伝えたい。そして教えてほしい。俺のことを知っていたのか、そして彼女の気持ちを。

「でしたらお任せを。後悔のないよう、しっかりご自分のお気持ちを彼女にお伝えください」

「昼食の手配をしてまいります」と言うと、山浦さんは小さく一礼して出ていった。俺はそのまま部屋の中央にあるソファに力なく腰を下ろす。

「後悔のないように、か」

　さくらちゃんがどう思っていようと、自分の気持ちだけはしっかり伝えたい。それからでもいいよな、さくらちゃんの気持ちを聞き、今後のことを考えるのは。




　昼食後。午後は雑務をこなし、迎えた終業時間。落ち着かなくて、手あたり次第デスクの上の書類に目を通していると、ドアが数回ノックされた。

　その瞬間、身体中に緊張がはしる。きっと山浦さんだよな？　ということは、さくらちゃんも一緒のはず。

　今までにないほど心臓の鼓動を速くさせ、「はい」と返事をすれば、山浦さんの声が返ってきた。

「失礼します」

　少しして開いたドア。視線を向けると山浦さんの後ろにさくらちゃんがいて、思わず立ち上がってしまう。

「さくらちゃん……」

「……村瀬さん」

　彼女もまたポツリと俺の名前をつぶやいた。

　聞きたいことはたくさんある。だけどずっと会いたかった彼女が目の前にいる。そう思うと、ただ嬉しくて一歩、また一歩と距離を縮めていく。

　だけどその度に、不安げでどこか怯おびえた様子を見せる彼女に足が止まり、ざわざわと胸が騒がしくなる。

　やはりさくらちゃんは、最初から俺のことを知っていた？　だからこの会社で働いていることを、話してくれなかったのか？

　疑問は膨れ上がり、目を伏せる彼女をジッと見つめた。

「では、私はここで。失礼します」

「あ、ありがとうございました」

　お礼を言うと、山浦さんは丁寧に一礼して静かに出ていった。

　午後は雑務の合間、ずっとさくらちゃんに会ってからのことを考えていた。まずは自分の気持ちを伝えて、それから彼女の話を聞かせてもらい……。そうシミュレーションしていたのに、実際に彼女を目の前にしたら、頭が真っ白になる。

　お互い口を閉ざしたまま、どれくらいの時間が流れただろうか。恐らく実際は数十秒のことだろう。しかし、体感的にはもっと長い時間に感じていると、急にさくらちゃんは俺に向かって頭を下げた。

「すみませんでした！」

「さくらちゃん？」

　突然の謝罪に戸惑う。だけど謝るということは、つまりさくらちゃんは俺が自分の勤める会社の副社長だと知っていて、なにか意図があってそれを隠していたのか？

　そんな疑念を抱く中、彼女は顔を上げることなく続けた。

「私、村瀬さんが勤め先の副社長と知らなくて。知ったのは、知り合ってから数ヵ月後だったんです」

　そう、だったのか。最初から知っていたわけではないんだな。

　その事実にホッとしたところで、さくらちゃんはゆっくりと顔を上げた。目が合うと、彼女は耳まで真っ赤になる。潤んだ目でまっすぐに見つめられると、こっちまで彼女の熱が伝染し、徐々に顔が熱くなってしまう。

「知ってからも言えずにいて、すみませんでした。悪気があったわけではなかったんです。ただ、その、村瀬さんは私が自分の会社に勤める社員だと知ったら、今までのように気軽に話してくれなくなりそうで、怖くて」

　ドキッとするようなことを言うと、さくらちゃんは早口でまくし立てた。

「そ、それにお店の件もすみません。村瀬さんが出張中にいろいろありまして……。閉店することを伝えられませんでした。出張から戻ったらすぐ店に来てくれると言っていたのに、本当にごめんなさい。村瀬さんがこんな大企業の後継者だって知っていたから、もうこのまま会わないほうがいいのかもしれないって思って」

　言葉を詰まらせると、ギュッとまぶたを閉じてうつむくさくらちゃん。

「ごめん、俺も同じだったんだ」

　こんな話を聞かされて、黙ってなどいられない。

「同じって？」

　ゆっくりと顔を上げ、震える声で聞く彼女に無我夢中で伝えていく。

「さくらちゃんには、肩書き抜きで、ひとりの人間として俺を見てほしかったんだ。本当の自分を明かすことで、今までのように接してくれなくなるのが怖くて、なかなか言えなかった。でも出張から戻った後に約束していたデートですべて打ち明け、本当の俺をもっと知ってほしいと思っていた。そして、さくらちゃんのことをもっと知りたいとも」

　初めて抱く感情を大切にしたかった。彼女の前ではムラセの次期後継者の自分ではなく、ただの村瀬誠司でいたかったんだ。

「店のことは、商店街の人から聞いたよ。おじいさんやご両親は大丈夫？」

「あ、はい。おじいちゃんの手術も無事に終わりました。お父さんとお母さんも、おじいちゃんの食堂をよりいっそう大きくすると意気込んでいます」

「そっか」

　買いに行くたびに、気さくに声をかけてくれた。いつも閉店ギリギリに行っていたから、よくおまけをしてくれていたよな。変わらぬ笑顔で迎えてくれて、それがどれほど嬉しかったか。

　あの店がなくなってしまったのは悲しいが、ふたりがやる店ならきっと新たな場所でも、多くの常連がつくことだろう。彼らの人柄と、料理の味に惚れこむ者は多くいるはず。

「お父さんとお母さんも、最後までずっと気にしていました。村瀬さんにちゃんと挨拶できなかったことを。……それは、私も」

　ためらいがちに放たれた『私も』の言葉に、胸がギュッと締めつけられる。

　俺がさくらちゃんに本当のことを言えなかった理由と、さくらちゃんが俺に話せなかった理由は同じはず。つまりそれは、お互い『好き』とは言葉にしていないが、気持ちは通じ合っているってことだよな？

　その結論に行きつくと、複雑な思いで心が埋め尽くされていく。

　さくらちゃんなりに、俺の立場を理解し、そんな俺とは一緒になれないと思っているのかもしれない。だからはっきりと『好き』とは言ってくれないのだろう。

　そんな彼女を目の前にしたら、安易に俺も『好きだ』と言えない。たとえこの先、一緒になる未来が訪れたとしても、母さんのように、父さんの知らないところで泣かせてしまうことがあるかもしれない。

　俺と一緒になったことを後悔する日がくる可能性もある。ただ好きという気持ちだけではすべてが思い描く通りに進まないことを、大人になって身をもって知った。

　だけど、せっかく出会えた彼女と、これっきりにしてもいいのか？　店がなくなってしまった以上、会う口実がない。

　きっと今、なにかアクションを起こさなければ、こうして会うことは叶わなくなるだろう。……いいのか？　それでも。さくらちゃんの気持ちと、自分の立場を考えれば、気持ちを伝えないほうが得策だと頭ではわかっている。だけど、やっと巡り合えた運命の人――。

　さくらちゃんと恋人同士がするような、幸せなひと時を過ごしてみたい。

　その思いは強くなり、困惑する彼女に言ってしまった。

「キミとデートがしたい」と。










死ぬまでこの気持ちは変わらない




『キミとデートがしたい』

　わかっている。この言葉の意味を。口にしなかっただけで、本当は村瀬さん、こう言いたかったんでしょ？

『キミと、最後に一度だけデートがしたい』と。




　金曜日の夜。帰宅するや否や、クローゼットの中を漁り始めて三十分。

「どうしよう、服が決まらない」

　ベッドの上には、たくさんの服が並んでいるのに、どれを着ていったらいいのかわからなくなる。

　数日前。事務作業をしていると村瀬さんの秘書、山浦さんが訪ねてきて、『副社長が猪狩さんにお話ししたいことがあるようです。どうかご一緒に来ていただけませんか？』と言われた時は、生きている心地がしなかった。

　どうして見つかったかはわからないけれど、私が彼の正体に気づいていないわけがないと思うはず。どうして黙っていたのか、問いただされると思っていた私は、謝罪し、無我夢中でこれまでの経緯を説明した。

　だけど村瀬さんは怒っていなくて、それどころか、はっきりと言葉にはしなかったけれど、私と同じ気持ちだとわかった。だって自分の正体を明かすことで、今までのように接してくれなくなるのが怖いと言っていたもの。

　そして私のことを、もっと知りたいとも。

　思い違いではなく、彼も私と同じ気持ちを抱き、それと同時に、これは報われない恋なのだとも気づいているはず。

　きっと出張から戻ってすぐに、早乙女さんとの婚約話を聞いたのだろう。そして、彼はそれを受け入れたんだよね？

　当然だと思う。少しは私に好意を持ってくれていたのかもしれない。だけど、どう考えても彼に見合う女性は私ではない。早乙女さんだもの。

　私とデートがしたいと言ってくれたのも、以前交わした約束を守るため。もしくは、最後の思い出作りかもしれない。

　でもそれは、私にとっても同じ。最後にもう一度彼に会いたかった。大好きな、あの優しい顔で『さくらちゃん』って呼んでほしかったから。

　なにより私も、これが叶わぬ恋とわかっているからこそ一度だけでもいいから、村瀬さんと恋人がするようなデートをしたいと思ったの。

　デートの日取りを決めた次の日には、仕事終わりに百貨店に駆け込んだ。新しい服を数着買って、アクセサリーやバッグも新調した。まるで学生時代、初めて男の子と出かけた時のように浮かれて、そして胸が苦しいほどドキドキしている。

　行き先は、お互いの行きたいところに行こうと言われた。私は村瀬さんと水族館に行きたいと思っている。村瀬さんはどこに行きたいんだろう。

　その日の夜はわくわくしながら遅くまでどの服を着ていくか、悩んでしまった。




　そして迎えたデート当日。梅雨真っ最中の、貴重な晴れ間となった。

　五時には起きて準備を進めていたのに、気づけば待ち合わせの九時まであと十五分に迫っていた。

「嘘！　もうこんな時間!?」

　急いで戸締まりを済ませ、最後に鏡の前で自分の姿を確認する。

　迷いに迷って決めたのは、膝ひざ下したまであるチェックのワンピース。メイクも念入りにしたし、髪もハーフアップにしてみた。

「変じゃないよね？」

　クルクル回って何度も確認してしまう。

　少しでも村瀬さんに、可愛いと思ってもらいたい。今日という日が、村瀬さんの中でずっと忘れられない日になってほしい。

「あ、時間っ！」

　慌てて用意しておいたミュールを履き、家を出た。

　いつものように次々とみんなに声をかけられながら、足早に商店街のアーケードを抜けると、彼との待ち合わせ場所である駅前のロータリーが見えてくる。時間を確認すると約束の三分前。村瀬さんはもう来ているだろうか。

　緊張から次第に進むスピードも遅くなる。それでも一歩ずつ近づき、ロータリーに停まっている車を見渡していると、黒のセダンから降りる男性の姿が目に入った。

　バスクボーダーＴシャツに、グレーのテーラードジャケットを羽織り、黒のテーパードパンツがとてもよく似合う。足元もポストマンシューズと、とてもオシャレだ。

　それを村瀬さんはモデルのように着こなしている。本当にカッコいい。

　すっかり足は止まり、近づいてくる村瀬さんに視線は釘づけ。

　だ、大丈夫だろうか。今日の私、かなり不釣り合いじゃない？

　不安になっていると、あっという間に村瀬さんは私のもとへ駆け寄ってきた。

「おはよう、さくらちゃん」

「お、おはようございます。お待たせしてしまい、すみませんでした」

　慌てて頭を下げると、村瀬さんはクスリと笑った。

「なに言ってるの？　さくらちゃんは時間通りに来たでしょ？　それに俺は、楽しみで早く来すぎただけだから」

　顔を上げると、照れくさそうにハニかむ彼と目が合う。

「今日は俺とデートしてくれてありがとう。一日、よろしくね」

　どうしよう、まだ一日は始まったばかりなのに、すでにもう泣きそう。

　村瀬さんとデートできるのは、すごく嬉しい。嬉しいからこそ悲しくなる。こうしてふたりで会えるのは、今日が最初で最後になるだろうから。

　でも、ずっと夢見ていたの。大好きな村瀬さんとデートすることを。だから今日は、めいっぱい楽しむんだ。

「さくらちゃんの行きたいところってどこ？」

「えっと、水族館なのですが。どうでしょうか？」

　聞かれたことに答えたものの、幼稚すぎたかな？と心配になる。村瀬さんと大好きなペンギンを見られたらと思っていたけれど、水族館には興味がなかったりする？

　ハラハラしながら彼の答えを待つ。

「水族館か……何年ぶりだろう。なかなか行く機会がないから、嬉しいよ」

「本当ですか？」

「あぁ。じゃあさっそく行こうか。時間がもったいない」

　そう言うと村瀬さんは自然に私の手を握った。

「む、村瀬さん!?」

　突然手を握られ、パニックになる。そんな私とは反対に、彼は至って通常運転。

「今日はデートだろ？　だったら手をつなぐのは必須だよ」

　そのまま手を引かれて車の前まで来ると、スマートに助手席のドアを開けてくれて、胸がときめく。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　緊張しながら乗り込むと、それを確認して村瀬さんはドアまで閉めてくれた。そして自分も運転席に乗ってシートベルトを締めると、車を発進させた。

「ここから一番近い水族館でもいいかな？」

「はい、もちろんです」

　なんて答えながら、心臓は止まるのではないかってほど速く脈打っている。

　思っていた以上に運転席と助手席の距離が近い。少しでも右に身体を寄せたら、肩と肩が触れてしまいそう。そう思うと微動だにできなくなる。

「今日は晴れてよかったね」

「そうですね」

　なんて他愛ない話をしていても、いまだに緊張は解けず。必死にバレないようにしながらドライブすること約二十分。着いたのは都内の水族館だった。

　ビルの中にある水族館として有名だけれど、実は一度も訪れたことがない。

「ここ、ずっと来たいと思っていたんです」

「本当？　それならよかった」

　私の話を聞き、村瀬さんはホッとした顔を見せた。

「俺も初めてだから、楽しみだよ」

　そう言うと彼はまたナチュラルに私の手を握るものだから、心臓は忙しなく動き出す。今日一日、私の心臓は持つのだろうか？

　だけどそんな心配は、館内を見て回るうちに消えた。

　ビルの中にあるとは思えないほど、水槽や魚の種類が多く、アシカやカワウソなどのショーは間近で見ることができ、大好きなペンギンにも会えた。

　その愛らしさに緊張も解け、いつの間にか手をつないでいることも忘れ、心から楽しんでいる自分がいた。

「へぇ、ペンギンもイルカのように海面をジャンプすることもあるんだ」

　展示されているペンギンの生態を読み、感慨深そうにうなずく姿に頬が緩む。

　最初は水族館ってどうなんだろうって思っていたけど、意外と楽しんでくれているようでよかった。

「村瀬さんは、動物はお好きですか？」

「うん、好きだよ。実家では犬や猫を飼っているんだ」

「いいですね、羨ましいです。私も動物は大好きなんですけど、家が飲食店をやっていたので飼えなくて」

「そっか」

　今なら理解できるけど、幼い頃は友達のように犬が欲しくて、駄々をこねたこともあった。きっと両親を困らせていたよね。

「さくらちゃんは、犬派？　それとも猫派？」

「断然犬派です」

　即答すると、村瀬さんはニッと白い歯を覗かせた。

「奇遇だね、俺も。ちなみに大型犬？　小型犬？」

「大型犬がいいです」

「本当？　俺たち、気が合うね」

　無邪気に笑う姿に、温かい気持ちでいっぱいになる。

　こういう何気ないことで意見が合って、笑い合えることがすごく嬉しい。

「じゃあ将来はペット可のマンションか、広い庭がある一軒家を探さないとね。しつけをどっちがやるかで、もめそうだ」

「えっ？」

　しょ、将来は？　それはつまり、私と一緒になったら……って話ですか？

　ジッと見つめていると、彼は目をパチクリさせた。だけど少しして、自分の言ったことを理解したのかうろたえ出す。

「いや、違うんだ！　俺と一緒になったらって意味じゃなくて、その……ごめん」

　つないでいない反対の手で、彼は顔を覆う。だけど当然すべて隠しきれていなくて、頬や耳は赤く染まっていた。

　わかってる、勘違いしたらダメだって。だけど、彼のこんな姿を見せられたら、どうしても夢を抱いてしまう。

　村瀬さんが言うように、将来は広い庭がある一軒家に住んで、大型犬を飼ったら、どっちがしつけをするかでもめちゃうような、そんな未来が訪れたらいいのに……と。

　叶わぬ願いにまた泣きそうになり、キュッと唇を噛みしめた時、急に三歳くらいの男の子が、村瀬さんの足にしがみついてきた。

「パパ？」

　びっくりしてお互い顔を見合わせながら、男の子と目線を合わせるようにしゃがむ。すると私と村瀬さんの顔を交互に見て、男の子は目を潤ませた。

「パパとママじゃない……。うわーん！　パパとママはどこ!?」

　突然泣き出した男の子。

　これは間違いなく迷子だよね？　とにかくまずは、泣き止ませないと。たしか、バッグの中にいつも入れている飴あめがあったはず。

　急いでバッグの中から、イチゴの飴を手に取り男の子の前に出した。

「僕、イチゴの飴は好き？」

　飴を目にした男の子は、ピタリと泣き止む。

「……すき」

　よかった、飴が好きで。

「どうぞ」

　包みを開けてあげると、男の子は嬉しそうにパクッと口に含んだ。

　か、可愛い！　よほど好きなようで、さっきまで泣いていたのが嘘のようにニコニコしている。その笑顔がとっても愛らしい。

「よし、じゃあパパとママを捜そうか」

　そう言うと村瀬さんは、男の子をそっと抱き上げた。そしてハンカチで男の子の目にたまっている涙や鼻水を拭く。

「本当に？」

　村瀬さんに男の子は不安げに聞いた。

「あぁ、すぐにパパとママを見つけてあげるよ。だからもう泣かないで」

　男の子を安心させるように、優しく背中や頭をなでる村瀬さん。そんな彼に、男の子はギュッとしがみついた。

「さくらちゃん、悪いんだけどインフォメーションがどこにあるか探してくれる？」

「はい！」

　案内図で場所を探している間に、村瀬さんは周囲に男の子の親らしき人がいないか探す。結局両親の姿はなく、インフォメーションに連れて行き、館内放送でアナウンスしてもらうとすぐに男の子の両親が迎えにきてくれた。

「本当にありがとうございました」

　私たちに何度もお礼を言う両親に抱かれて、男の子は笑顔で手を振り去っていく。

「よかったね、無事に会えて」

「はい」

　だけどそれは、村瀬さんの迅速な対応のおかげ。

「村瀬さん、すごいですね。子どもの扱いが上手でした」

　思ったことを口にすると、村瀬さんもすぐに言う。

「それを言ったらさくらちゃんもでしょ？　すぐに泣き止ませたじゃない。子ども、好きなの？」

「はい、大好きです。お店に小さな子どもがお母さんと一緒に買いにきてくれると嬉しくて、よく声をかけていました。私、姉弟がいないので憧れもあって」

「そっか」

　姉弟がいたら、どんな感じなのだろうと何度想像したか。

「村瀬さんも、子どもは好きですか？　子どもの扱いに慣れている感じがしましたが、身近に小さな子がいるんですか？」

　気になって尋ねると、彼は首を縦に振る。

「うん、好きだよ。この歳になると、友達の多くは結婚して子どもがいてね。よく抱かせてもらっている」

　その時のことを思い出しているのか、村瀬さんは優しい顔で話してくれた。

「子どもって本当に可愛いよね。笑顔でお願いをされたら、なんでもしてあげたくなる」

　なんか想像できるな。村瀬さん、すごく甘やかすパパになっちゃいそう。

「わかります。あの男の子も可愛かったですよね」

「やっぱり？　俺も思った。あの子、可愛かったよね。人の子でこんなにメロメロになっているんだ。これで自分の子どもができたら、どうなるのかと想像すると今から怖いよ」

　ふぅ、とため息を零す村瀬さんに、申し訳ないけれど笑ってしまった。

「アハハッ……！　もう、村瀬さんってば、そんな心配するのは早いですよ。でも村瀬さんなら、いいパパになりますね」

　優しくて子煩悩な、いいパパになる。そしてきっと、奥さん思いの素敵な旦那様になるんだろうな。

　そんな想像をしていると、村瀬さんは離れていた手をギュッと握った。

「それを言ったらさくらちゃんもでしょ？　いいお母さんになるよ、絶対に」

　まっすぐに見つめられて言われた言葉に、じわじわと身体中の熱が顔に集中していくのがわかる。

　私の顔、今、間違いなく真っ赤に違いない。それなのに目を背けることができなくて、彼を見つめ返す。すると村瀬さんは、ふわりと笑った。

「俺とさくらちゃんの子どもだったら、すごく可愛いだろうね」

　俺とさくらちゃんの子ども!?　村瀬さん、そう言ったよね!?

　耳を疑う話に目を白黒させてしまう。途端に村瀬さんは、大慌てで謝ってきた。

「ごめん！　変なことを言って！　……本当、忘れて」

　恥ずかしそうにうつむく姿に、じわじわと彼も私と同じ気持ちを抱いてくれているのだと実感していく。だって好きだから、そんな未来を思い描いたんでしょ？

　わかってる、村瀬さんと一緒になれる未来は訪れないって。

　だからこそ、気持ちを伝えるべきじゃないかな。今日が最初で最後のデートなら、好きって気持ちを伝えて終わりにしてもいいのでは？

　そして彼の口からはっきりと振られないと、私はズルズルと大きくなるばかりの恋心を引きずりそう。私、ますます彼のことを好きになっているもの。

　この気持ちを伝えずに終わりにして、後悔したくない。

「そろそろ出ようか。次は俺の行きたいところに行ってもいい？」

　大きく首を縦に振ると、村瀬さんは照れくさそうに私の手を引き歩き出した。そんな彼の横顔を盗み見る。

　だけど向こうも同じタイミングで私を見て、目が合った。慌てて逸らすものの、再びチラッと見ればまた目が合って。どちらからともなく、笑ってしまう。

　決めた。今日、村瀬さんに好きって伝えよう。だって目が合っただけで幸せな気持ちになれちゃうくらい好きな人には、この先巡り合えないよ。

　そう決意を固めたところで水族館を出ると、なぜか彼は駐車場には戻らず駅へと向かった。

「村瀬さんの行きたいところってどこですか？」

　てっきり車で移動するとばかり思っていたから尋ねると、彼は足を止めてなぜか考え込む。

「うーん……浅草とか？　いや、べつに浅草じゃなくてもいいんだ。ただ、さくらちゃんと店を回って食べ歩きとかして、目的もなくブラブラするデートがしてみたくて。そうなると、浅草かなって」

　最後のほうはボソボソと言い、頭をかく姿に胸がキュンとなる。

　悩む姿が失礼ながら可愛くて、私とそういうデートをしたいって思ってくれていたのが嬉しくて……胸が苦しい。

　私も彼と、学生のように目的もなくブラブラするデートをしてみたい。

　その思いは強くなり、村瀬さんの手を引いた。

「浅草デートしましょう！　私も村瀬さんと、ゆっくりブラブラしたいです」

　自分の思いを伝えると、村瀬さんはつないだ手を強く握った。

「ありがとう。じゃあブラブラしに行こうか」

「はい！」

　それから村瀬さんと電車に乗り、浅草へと向かった。

　雷門の前で多くの観光客と同じように写真を撮って、仲見世通りを見て回っていく。試食をさせてもらい、煎せん餅べいや大学芋、たい焼きなどを買って店先で食べて、いろいろなお店を覗き、人力車に乗って浅草を見て回る。

　そして遅いお昼にやってきたのは、人力車のお兄さんに教えてもらった麦とろご飯が食べられるお店。

　お昼を過ぎた時間帯にもかかわらず、店内は満席に近い。ガイドマップにも載っている有名店のようで、若い人が多く、運ばれてきた麦とろご飯を写真に収めていた。

　注文して少しすると運ばれてきたのは、青のりの風味が香るとろろがたっぷりかかった麦飯。

「うわぁ、おいしそうですね」

　すぐに「いただきます」と手を合わせて口に運ぶと、粘りが強く、ふんわりとしたとろろと麦ごはんの相性は抜群。

「おいしい！」

　あまりのおいしさに感動していると、目の前に座る村瀬さんは箸をつけず、不思議そうに私を見つめていた。

「どうかしましたか？」

　もしかして運ばれてきてすぐ食べるとか、食い意地が張っていると引かれた？

　ひとりアワアワしていると、村瀬さんは周囲を見回した後、声を潜ひそめた。

「いや、さくらちゃんは写真を撮ったりしないのかなって思って」

「写真ですか？」

　なぜ写真？と小首を傾げてしまう。だけどその意味をすぐに理解した。

　注文した女性客の大半は、しっかりと写真に収めてから食べている。一方の私は、写真など一枚も撮っていない。だから聞いてきたんだよね？

「えっと、ですね」

　周囲にいる人に聞こえないよう、私も声を潜めた。

「私、ＳＮＳって苦手でして。思い出の料理を写真に収めるのもいいですが、私は目で見て楽しんで、できたてをすぐにおいしくいただきたいんです」

　写真を撮っていたら、せっかくの料理が冷めてしまう。だからできるだけ運ばれてきたら、すぐに食べるのが私のモットー。だけど女子力がないと思われた？　ここは可愛く、写真に一枚だけでも収めるべきだった？

　そんなことをグルグル考えていると、村瀬さんは小声でささやいた。

「うん、俺もそう思う。おいしく食べないと意味がない」

　私と同じように「いただきます」と言いながら手を合わせ、男の人らしく豪快にご飯をかき込んだ。

「ん、うまい」

　そんな彼の口もとにはご飯粒が付いていて、思わず笑ってしまった。

「ふふっ、村瀬さんってば子どもみたい」

「えっ？」

　気づいていない彼に向かって、自分の口もとを指差した。私と同じところに触れると、ご飯粒に気づいた村瀬さんは恥ずかしそうに笑う。

「本当だ、これじゃ子どもと一緒だな」

　その姿に笑ってしまったのは、言うまでもない。

「すごくお腹いっぱいで苦しいです」

　店を出たところで、お腹をさすってしまう。ここに来るまでに、いろいろなものを食べたから本当に苦しい。

「無理して食べなくてもよかったのに」

「そんなっ！　残すなんて絶対にだめですよ。作ってくれた人に失礼じゃないですか」

　それは物心ついた頃から、ずっとお父さんに言われ続けていることだった。

「それに世界中にはご飯はおろか、水さえ飲めない人だっているんです。お腹いっぱい食べられることってあたり前のようで、実は幸せなことなんですから」

　だから勤務中も食事を残す社員を見ると、複雑な気持ちになる。

　その思いで言ってしまったがすぐに気づく。村瀬さんはただ、私を気遣ってくれたのだと。

「すみません、昔からお父さんに口酸っぱく言われてきたので、つい……！」

　すぐに謝ると、彼は「いや、さくらちゃんが正しいよ」と言いながら目を細めた。

「そうだね、俺たちはあたり前の幸せに感謝するべきだ。世界中には、いろいろな人たちがいることを、常に忘れてはいけないね」

「村瀬さん……」

　あぁ、やっぱり私……彼が好き。本当に理想の人。将来、結婚するなら同じ価値観を持っていて、優しい人がいいと夢見ていた。

　優しい人はたくさんいる。だけど、ここまで価値観が合う人はそういない。きっと彼ほど惹かれる人には、二度と出会えないとさえ思ってしまうよ。

　それからも楽しく浅草を満喫し、夕食は彼が予約してくれていた店へ向かった。

　村瀬さんが予約してくれたお店がどこで、どんな料理が出てくるのかすごく楽しみ。でも食事が終われば、夢のように楽しくて幸せだった一日も終わりを迎える。

　こうして彼の隣を並んで歩くことも、一緒に電車に乗ることも、これで最後かと思うと、心は寂しい気持ちで埋め尽くされていく。

　駐車場に戻り、車を走らせること十五分。村瀬さんは大通りに面したパーキングに車を駐車した。

　そこから徒歩で大通りからわき道に入り、狭い道を進んでいく。すると見えてきたのは、レンガ作りの小さな洋食屋。

「ここのシェフ、腕は一流なんだけど気まぐれな人で。決まった営業日がないから、予約しないと入れないんだ」

「そうなんですね」

　期待に胸を膨らませながら店内に入ると、淡いランプの光が灯った優しい空間が広がっていた。テーブル席がひとつしかなくて、店内は広く感じる。

　まじまじと眺めていると、奥の厨房のほうから四十代くらいの男性が顔を見せた。

「お、来たな誠司」

「今日はよろしく頼むよ」

　村瀬さんを『誠司』と呼ぶコックコート姿の男性は、厨房から出てくると、ジーッと私を見つめてきた。

「初めまして。今日はよろしくお願いいたします」

　耐え切れず頭を下げると、男性は豪快に笑い出した。

「なんだよ、誠司。ずいぶんとまたかわい子ちゃんをつかまえたな！　初めまして、殿との山やま一かず成なりです。誠司より十歳年上の大人の男です」

　そんな陽気な自己紹介をすると、殿山さんは村瀬さんの背中をバシバシと叩いた。

「どれ、今夜は俺が腕によりをかけて作ってやるから、期待してろよ。お嬢さんも、お楽しみにね」と言って、殿山さんはキッチンへ戻っていく。

「相変わらずなんだから。さくらちゃん、どうぞ座って」

「ありがとうございます」

　彼に椅子を引かれて腰を下ろすと、村瀬さんも向かいの席に座った。

「ここのオーナーとは、父さん同士の仲が良くて幼なじみなんだ」

「そうなんですね」

「兄貴的存在で、なにかと昔から助けてもらってきた。まぁ、同じ分たくさん迷惑もかけられたけどな。女性関係にだらしなくて、何度被害を被ったか」

　あきれたような物言いだけれど、村瀬さんが殿山さんを慕したっているのは、ヒシヒシと伝わってくる。

「イベント会社を経営している傍かたわら、調理学校に通って調理師免許を取るほど料理好きで、副業でこうして自分の好きな時に店を開いているんだ。でもお世辞抜きにおいしいから、楽しみにしてて」

　すごいな、殿山さん。会社を経営しながら、飲食店も開いているだなんて。

「おいおい、狭い店内だ。全部聞こえているぞ。失礼なやつだな、俺がいつお前に迷惑をかけた？」

　テーブルに前菜を置くと、殿山さんはジロリと村瀬さんをひと睨にらみ。

「散々迷惑かけただろ？　二股かけた女の子への謝罪へ俺を同行させたり、デートでダブルブッキングした際は、俺を代わりに行かせたり……」

「よく覚えているな」

「あたり前だ」

　軽快なやり取りに、思わず笑ってしまった。するとふたりの視線が集まり慌てて口を結んだ。

「す、すみません」

　つい謝ると、今度はふたりが笑い出す。

「どうしてさくらちゃんが謝るの？」

「それは俺たちが漫才コンビみたいで、笑っちまったからだろ」

「漫才コンビって……勘弁してくれよ」

　相当殿山さんと仲がいいようだ。これほど表情が豊かな村瀬さんを初めて見たもの。

「ところで、彼女のお名前は？」

「すみません。猪狩さくらと申します」

　遅ればせながら自己紹介すると、殿山さんは「さくらちゃんね」と気軽に名前で呼んでくれた。

「聞いたよー、誠司の会社の食堂で、管理栄養士として働いているんだって？　栄養のプロに食べていただけるなんて光栄だよ」

「いいえ、私はそんな」

　恐縮しながら料理に目を向けた。

「本日の前菜は、里芋のフリットチーズマスタードソース添えです。里芋本来の味を味わってください」

　料理の説明をすると、殿山さんは再び厨房に戻っていった。彼の背中を見送った後、村瀬さんとともに手を合わせて、さっそくいただく。

「おいしい」

　里芋本来の甘さに、チーズとマスタードが絶妙に絡んでいる。

「ん、相変わらずうまい」

　村瀬さんも殿山さんの料理に舌鼓を打つ。

　その後も次々と出される料理はどれも秀逸で、食べるたびにあまりのおいしさにため息が漏れるほど。メインの肉料理もとろけるほど柔らかく、ソースも絶品だった。

「いやー、さくらちゃん。おいしそうにニコニコしながら食べてくれて嬉しいよ」

「どれも本当においしかったです」

　最後にデザートのミルフィーユとティラミス、そして珈琲が運ばれてきた。さっそく食べようとフォークを手にすると、タイミングよく村瀬さんのスマホが鳴った。

「ごめん、会社のほうだ」

　相手を確認すると、「先に食べてて」と言いながら彼は足早に店の外に出ていった。

「ったく、あいつは相変わらずの仕事人間のようだな」

　休日も今のように、電話がかかってくることがあるのかな？　もしかして休みでも出勤することもあるのだろうか。

　フォークを手にしたまま彼の身体を心配していると、殿山さんがため息交じりに言った。

「大変でしょ？　あいつの彼女は。せっかくのデートなのに、仕事の電話がかかってきたら嫌だよね」

「彼女って……ち、違います！　私は村瀬さんの彼女ではありません！」

　彼女だなんて、とんでもない！

　全力で否定すると、殿山さんは目を大きく見開いた。

「いや、それはないだろ。俺の店にさくらちゃんを連れてきたのが、彼女だというなによりの証拠だ。それも、本気の相手とみた」

　人差し指を立てて力説されても、頭にはハテナマークが並ぶ。

　どういう意味？　殿山さんのお店に連れてきたのが、なによりの証拠って。

　すると殿山さんは村瀬さんが座っていた席に腰を下ろし、頬杖を突いてどこか嬉しそうに話してくれた。

「誠司に昔から言っていたんだ。俺の店に連れてくる女は、生涯ひとりだけにしろ。その人以上に好きになれる相手とは、もう出会えないと思ったら連れて来いってな」

「う、そ」

　耳を疑う話に、素直な思いが口をついて出た。そんな私を見て、殿山さんは顔をしかめる。

「嘘じゃないよ。誠司にとってさくらちゃんは、そう思えるほど好きな相手ってこと。でもそれはキミも同じだろ？　厨房からふたりの食事風景を見せてもらったけど、誠司のことが好きでたまらないって顔をしてた」

　やだ、私ってばそんなに顔に出ていたのだろうか？　だったら、ものすごく恥ずかしい。

「だけどそれは誠司も同じ。あんなに優しい顔をしている誠司を見たのは初めてだよ。お互い想い合っているのが、よくわかった」

　しみじみと話す殿山さんの言葉が、胸の奥深くに突き刺さる。

　すごく、すごく嬉しいのに、同時に悲しさにも襲われて目頭が熱くなってしまう。

「えっ？　どうしたのさくらちゃん！　俺、なにか泣かせるようなことを言った!?」

　こらえきれず、ポロポロと零れ落ちた涙を見て、殿山さんはうろたえた。

「すみませっ……！　違うんです、殿山さんの目に私と村瀬さんが、そういう風に映ったのが嬉しくて」

　慌てて涙を拭い、笑顔を取り繕う。

　彼が私をここに連れてきてくれた理由を知ることができた。幼い頃の村瀬さんを知っている殿山さんの目には、私と彼が互いを想い合っていると映った。……もうそれだけで十分。

　村瀬さんと出会ってからのこの約半年間、毎日が幸せだったよね。会えたら嬉しくて、些細なやり取りに笑い合って。こうして夢のような一日を過ごすこともできた。

　あとは自分の気持ちを伝えることができたら、思い残すことはない。だって私、全力で恋をすることができたから。

「ありがとうございます、殿山さん。……えっと、デザートいただきますね」

「あ、あぁ。どうぞ」

　納得いかない顔をしながらも、殿山さんがそれ以上なぜ私が泣いたのか追及してくることはなく、「ゆっくり食べて」と言い席を立った。

　甘いミルフィーユにほろ苦いティラミスは、まるで私の恋心のよう。ひとりで交互に少しずつ食べながら、また泣きそうになってしまった。

　泣いた目の腫れも引いた頃、電話を終えた村瀬さんが戻ってきて、それからは楽しいひと時を過ごした。




　支払いは事前に村瀬さんが済ませてくれていたようで、彼にお礼を言った後、殿山さんを見つめた。

「ごちそうさまでした。どの料理もすべておいしかったです」

「それはよかった。またいつでもおいで、誠司とふたりで。待ってるから」

　力強い言葉で言われ、思わず村瀬さんと顔を見合わせてしまう。

　きっと、ふたりでこのお店を訪れることはもうない。それは村瀬さんもわかっているはず。だけど彼は笑顔で殿山さんに言った。

「あぁ、また来るよ。……さくらちゃんとふたりで」

　その言葉に彼を見ると目が合う。すると優しく微笑まれ、ギュッと胸が締めつけられる。

　村瀬さんはどんな思いでいるのだろうか。私はただただ、胸が痛いよ。

　殿山さんに見送られて私たちは店を後にし、来た道を戻っていく。

　駐車場に戻ったら車に乗って、彼は私を家まで送り届けてくれるはず。いつ、どのタイミングで想いを打ち明けようか。

　考えている間に駐車場に着き、支払いを済ませた村瀬さんとともに車に乗り込む。

「さくらちゃん、まだ時間大丈夫？」

　てっきり家に向かうと思っていたから、拍子抜けしてしまう。

「もしかして、このあと用事ある？」

「あ、いいえ！　大丈夫です！」

　すぐに答えると村瀬さんはホッとし、「もう一ヵ所、さくらちゃんと行きたいところがあるんだ」と言うと、車を走らせた。

　村瀬さんが行きたいところってどこだろう。窓から見える景色を眺めていると、たどりついた場所は都内でも有名な夜景スポット。

　すごい、まさか恋人たちがよく訪れると有名な夜景スポットに、村瀬さんと来ることができるなんて。本当に夢のような一日だ。

「少し歩こうか」

「はい」

　近くの駐車場に車を停めると、すぐ目の前にはビルのネオンがキラキラと光り輝いているのが、海へと続く大きな川とともに見えた。その川にはクルーズ船や遊覧船が漂っている。もっと近くで見たくて、自然と進むスピードも速くなる。

「ごめんさくらちゃん。ちょっと車に忘れ物しちゃったから、先に行ってて」

「わかりました」

　そう言うと村瀬さんは踵きびすを返し、駐車場へ戻っていく。

　待っていたほうがいいかな？　でも先に行っててって言われたし……。

　迷いながらも歩を進めていくと、目の前に広がる綺麗な夜景に思わず声が漏れる。

「うわぁ、すごい」

　家から意外と近い場所にあるのに、こうして訪れたのは初めて。それにこんなに楽しくて、幸せなデートをしたのも初めてだ。

　夜景を眺めながら、一日を思い出していると、急に横から差し出されたのは花束。

　びっくりして隣を見ると、小さな花束を手にした村瀬さんが立っていた。

「さくらちゃん、これ」

「これ……いつの間に？」

　戸惑いながらも受け取った花束は、赤に黄色にピンク、そして白の四本のバラの花束だった。

　村瀬さんからバラを貰えるなんて嬉しい。でもいつ買いにいったのだろうか。ずっと車に積んでいたわけではないだろうし。それに一輪はよく目にするけれど、なぜ四本の花束なのだろう。

　花束を見つめたまま考え込んでいると、彼は一歩私との距離を縮めた。

「さっき、会社からの電話はすぐに終わっていたんだ。遅くなったのはこれを買いに行っていたから」

「そうだったんですね」

　だからあんなに遅かったんだ。

「四って、あまりいいイメージを持つ数字じゃないよね。……でも、バラの四には特別な意味が込められているんだ」

　そう言うと村瀬さんは一呼吸置き、愛しそうに私を見つめた。

「四本のバラの花言葉は、『死ぬまでこの気持ちは変わらない』」

　放たれた言葉に、トクンと胸が鳴る。

　彼が花言葉に込めた想いは、本当なの？

　村瀬さんの本音が知りたくて、まばたきすることさえできなくなり、ただジッと彼を見つめた。

「好きだよ、さくらちゃん。キミのことが好きでたまらない」

「……っ」

　伝えられた愛の言葉に、涙がこみ上がる。それはずっと聞きたくて、でも聞きたくなかった彼の気持ちだから。

　だって私たちは、どんなに想い合っても一緒になれる未来なんて訪れないんでしょ？　それなのに、どうして『好き』って言うの？

「偶然出会ったキミに、俺は少しずつ惹かれていった。自然な笑顔に、かけてくれた言葉。価値観が合うところ。それにさくらちゃんと話していると楽しくて、会えただけで幸せな気持ちになれるんだ。……こんなこと、初めてだった」

　きっと彼も私と同じように、最後に自分の気持ちを伝えて、この恋に終わりを告げようとしているのかもしれない。

　それがわかると、村瀬さんが次に言う言葉がわかって泣きたくなる。

「だけど、俺と一緒になったら、さくらちゃんにつらい思いをさせるだけなんだ。……母さんがそうだった。周りの反対を押し切って父さんと結婚したことで、陰で何度も泣いているところを見た。どんなに俺がキミを守っても、泣かせてしまうことがあると思う。それなのに、好きだからずっとそばにいてほしいなんて言えない」

　村瀬さんのお母さんは、たくさんつらい思いをしてきたんだね。

　それを一番近くで見ていた村瀬さんだからこそ、私のことを思って言ってくれているのだろう。

　だけど私と一緒になれないのは、それだけが理由ではないはず。早乙女さんとの婚約の話をしないのは、村瀬さんの優しさだろうか。

　だったら、あんまりだ。振るならすべて話してほしかった。だって同じ会社で働いているんだもの、いずれ私はふたりの婚約を知ることになるのに。

　もらったバラの花束を持つ手の力が強まる。

「今日デートに誘ったのは、最後にさくらちゃんと恋人がするようなデートをしたかったからなんだ。夢のような一日を過ごして、キミのことを諦めるつもりだった」

　だった？　諦めるつもり、じゃなくて？

　胸の鼓動が早鐘を打つ中、村瀬さんは真剣な瞳を私に向けた。

「今日一日、キミと一緒に過ごしてますます好きになった。どんなに努力したってこの先、さくらちゃんを忘れることなんてできないと思う」

　これは夢だろうか。そう思ってしまうほど信じられない。

「俺は、さくらちゃん以外の女性と結婚するつもりはない」

　思いがけないプロポーズに、息を呑む。

　嘘でしょ、だって、そんな……。

　村瀬さんに恋をしてから、何度プロポーズされることを夢見てきただろうか。そんな未来は絶対にやってこないと思っていたのに……。

　だけどすぐに早乙女さんの存在を思い出し、首を横に振った。

「待ってください、早乙女さんはどうするんですか？」

「え？　彩芽？　どうしてさくらちゃんが彩芽を知っているの？」

　呼び捨てにするほど仲がいいんだ。そんな彼女と婚約したんだよね？

「それは社員食堂によく来てくれるからです。そこで私、早乙女さんが村瀬さんと婚約すると同僚に話しているのを聞いたんです。それなのに、どうして私にプロポーズを？　早乙女さんと結婚するんじゃないんですか？」

　気持ちはあふれ出し、止まらなくなる。

「私以外の女性と結婚するつもりはないと、どうして言えるんですか？」

　感情は昂たかぶり、こらえていた涙が零れ落ちた。すると村瀬さんは慌てて駆け寄り、私の目にたまった涙を拭っていく。

「泣かないで。誤解だから」

「そんな……！　私、聞きました。早乙女さんが話しているのを。それに村瀬さんには、早乙女さんのような女性のほうがお似合いじゃないですか」

　つい可愛げのないことを言ってしまった。でも言いたくもなる。どう考えても私より早乙女さんのほうが、村瀬さんの隣に立つに相応しい人だもの。

　なんて自分で思って虚しくなっていると、彼は優しく私を抱きしめた。

　一瞬にして包まれた村瀬さんのぬくもり。そして鼻をかすめたのは、彼がいつも付けているウッディの香り。

「む、村瀬さん？」

　突然の抱ほう擁ように声が上擦る。それほど激しく動揺していた。そんな私を落ち着かせるように、大きな手が私の背中をゆっくりと行き来していく。

「俺は他人にどう思われようと、心から愛した人と結婚したいと思っている。昔は会社のために結婚してもいいと思っていた。でも今は、さくらちゃんと出会えたから」

　村瀬さんの手は背中から頭へ移動し、優しくなでた。

「たしかに彩芽との結婚話を専務から聞いた。……専務は俺にとって叔父でもあるから、すぐには断れなくて山浦さんにうまく返事を延ばしてもらっている。その間にさくらちゃんに告白をして、俺にはもう結婚を考えている相手がいますからって言って断るつもりでいたんだ」

　嘘、本当に？

　信じられなくて顔を上げると、村瀬さんは大きく瞳を揺らした。

「でもさくらちゃんがうちの社員だと知り、キミがそれを俺に言えなかったのは、副社長である俺の立場を理解し、俺との未来を考えることができないからだと思ったんだ。だったら一生独身を貫くのも悪くない。気持ちを告げずに、この恋を終わりにするべきだと思った。でも、それができなかった」

　苦しげに顔を歪ゆがめると、村瀬さんはそっと私の頬に触れた。

「全力でキミを守ってみせる。でも、時には俺の力が及ばず、嫌な思いや苦労をさせてしまうかもしれない。それでもそばにいてほしい。俺と一緒になる未来を考えてくれないか？」

　私の頬に触れる彼の手は少し震えていて、村瀬さんの気持ちが痛いほど胸に響いた。

　ずっと重なることがないと思っていた未来が、私の言葉ひとつで変わろうとしている。こんなに嬉しいことはない。

「はい」とすぐに返事ができないのは、彼の住む世界が自分の住む世界とかけ離れているからだ。自分がつらい思いをするのは、いくらでも耐えることができる。

　でも私がそばにいることで、村瀬さんに嫌な思いをさせることにならない？　そうなることが怖くてたまらない。

　それに村瀬さんは私を守ってくれると言うけれど、それはつまり彼に余計な苦労をかけるということ。私が重荷にならないだろうか。

　そう思うと返事をすることができなくなり、代わりにこう告げた。

「少し、考えさせてください」と。










ごめん、どうしようもないほどキミが好きなんだ




「……ちゃん、さくらちゃん！」

　弥生さんの声にハッとすると、洗い物をする手はすっかり止まっていた。

「あぁ、もう水出しっぱなしにして……。どうしたの？　ここ最近、ボーッとしているけど」

「すみません」

　水道の蛇口を閉めてくれた弥生さんに、ただ謝ることしかできない。

　村瀬さんとのデートから十日あまり。仕事をしている時も通勤中も、家にひとりでいる時も、ふとした瞬間に彼のことを考えてしまっている。

「なにか悩みがあるなら、いつでも言ってね。無駄に年を重ねているわけじゃないんだから、なにかアドバイスできるだろうし」

　得意げにドンと胸を叩く弥生さんに、思わず笑ってしまった。

「ありがとうございます」

　弥生さんの気持ちは素直に嬉しい。けれど村瀬さんとのことは、口が裂けても話せないよ。

　好意だけありがたく受け取り、残っていた洗い物を手伝ってもらい、みんなで昼食の時間を迎えた。




　村瀬さんに『少し、考えさせてください』と言ったのに、十日経っても答えは出ずにいる。

　むしろ時間が経てば経つほど、答えから遠ざかっている気がしてならない。

　彼のことが好き。それは揺るぎない気持ち。でも、その気持ちだけでドラマや漫画のように乗り越えられるような壁ではないと十分理解している。

　だったらやはり、断るべき？　でもそれで私は後悔しないのだろうか？　だからといって、彼と一緒にいる未来を選択したとして、それが正解とは限らない。

　こんな感じで堂々巡りしている。

　そうなると仕事の作業効率もグンと落ち、最近は定時で上がれない日も出てきた。

「疲れた」

　ラッシュにぶつかり、ぎゅうぎゅうの車両から降りると漏れた声。改札口を抜けると、視線の先には商店街のアーケードが見える。

　デートした日の夜、村瀬さんは家まで送ってくれた。『答えが出たら、連絡して。それまで俺からは連絡しないから』と言い、自分の連絡先を渡して。

　アーケードを潜る前に足を止めて、おもむろに手に取ったスマホ。最近の私は、意味もなく登録した村瀬さんの連絡先を眺めてしまっている。

　今日もまた彼の連絡先を開こうとした時、新着メッセージが届いていることに気づく。

「え、光美？」

　時差があるニューヨーク支社で働いている光美から連絡がくることは、滅多にない。

　早い夏休みを取って、一時帰国するのは来週だと聞いている。……だとしたら、なにかあったのだろうか。

　変な緊張感に襲われながら、メッセージ文を目で追う。

【お疲れー。さくらのアパート前にいるから、早く帰ってきてー！】

　そんなメッセージ文とともに、お願いポーズをしているキャラクターのスタンプが送られてきた。

「私のアパートの前って……えっ！　どういうこと!?」

　慌てて電話をかけると、すぐにつながり、光美の陽気な声が耳に届いた。

『やっほー、さくら！　久しぶり！　仕事、終わった？』

「終わったけどさっきのメッセージはなに？　もしかして光美、今、日本にいるの？」

　歩を進めながら問うと、すぐさま答えが返ってきた。

『サプライズで一週間早く来たんだ！　どう？　びっくりした？』

　あぁ、光美のこういう自由奔放なところ、昔から本当に変わっていない。

「びっくりしたよ。でも、仕事で帰りがもっと遅くなっていたら、どうするつもりだったの？　サプライズにしても、日本に着いた時点で連絡をくれたらよかったのに」

　そうすればもっと早く帰ってくることもできた。

『その時は、商店街のどこかで飲んで待とうと思ったの』

　あきれる私をよそに、光美は笑いながら続ける。

『それにしてもやっぱり私、この商店街の人たち好きだわ。大学を卒業してから一度も来ていなかったのに、私のことをみんな覚えてくれていて声をかけてくれたの！　コロッケやお菓子とか、いっぱいもらっちゃったよ。さくらの引っ越し先も教えてくれたし』

　なるほど、それで教えてもいないのに私のアパートにたどり着けたわけだ。

『もう帰っているんだよね？　あとどれくらいで着く？』

「あと三分で着くよ」

　スピードを速め、みんなと挨拶を交わしながら商店街を突き進んでいく。

『本当？　よかったー。じゃあ待ってるね』

「えっ！　あ、ちょっと光美!?」

　自分の言いたいことだけ言って切られた通話。足を止め茫然となる。

　もう、光美ってば。人の話を聞かないところも本当に変わらない。今夜はどうするのか、大には知らせたのか、いろいろと聞きたかったのに。

　通話の切れたスマホをバッグにしまい、自宅へと急いだ。

　少しすると見えてきたアパート。その前には、大きなスーツケースを手にした人物がひとり佇んでいる。

「光美！」

　名前を呼びながら近づいていくと、私の声に気づいた彼女はスーツケースを置き去りにして、まっすぐこちらに駆け寄ってきた。

「さくらー！　久しぶり!!」

　両手を広げて勢いそのままに抱き着いてきた光美に、身体がよろめいてしまう。おまけにギューッとしがみついてきたものだから余計に。

「ちょ、ちょっと光美！　苦しいから」

「だって会うのは一年ぶりだよ!?　もう嬉しくて」

　そう言うと勢いよく離れたと思ったら、チークキスをされた。

「わっ!?　光美!?」

　慣れないチークキスに、同性ながらドキッとしてしまう。咄嗟に頬を手で押さえると、光美は「ごめん、つい」と言いながら可愛く舌を出した。

「同僚には、ヨーロッパ出身の人も多くて日常的にしていたから」

　それを聞いて納得したけど、日本生まれ日本育ちの私には慣れない行為だ。

　まだバクバクいっている心臓を鎮めていると、放置されたままのスーツケースが目に入った。

「空港から直接きたの？」

「うん、もちろん！　今夜は自分へのご褒美に、高級ホテルを予約したんだ。ゆっくりのんびり過ごして、実家には明日帰るつもり」

「そっか」

　光美はスーツケースを取って戻ってくると、私の手を掴んだ。

「さて、積もる話もあるしなにか食べに行こうか」

「えっ!?」

　私の予定を聞かずに、そんな。でも強引なところが光美らしい。

　それに予定などないし、久しぶりにゆっくり光美と話がしたい。なによりすごくいいタイミングで帰ってきてくれた。相談してみよう、村瀬さんとのことを。光美に話を聞いてもらえたら、答えが出るかもしれない。

　そんなことを考えていると、グイグイと私の手を引きながら光美は悪い顔をしてほくそ笑む。

「その前に、坂本にもサプライズしないとね。商店街の人に私が帰ってきたことを内緒にしてもらっているの。坂本、どんな顔をするかなー」

　イタズラ好きのところも、相変わらずのようだ。大は素直というかピュアというか。いちいち反応が大きいから、それをおもしろがって光美はよく大のことをからかっていた。

「腰を抜かすほど驚いて、喜ぶと思うよ。光美に会えるのを楽しみにしていたから」

　さり気なく大をアシストすると、光美はピタリと動きを止めて私の手を離した。

「じゃあますます坂本に会うの、楽しみだな」

　そう話す光美は本当に嬉しそうで、表情がやわらかい。

　昔からふとした瞬間に、こういう光美の顔を見てきた。そのたびにふたりは両想いでは？　なんて思うことも多々あったけれど、真相を追及できずにいる。私がなにか言ったことによって、ふたりの関係がギクシャクしちゃったら嫌だし、それに光美は自分の気持ちに気づいたら、真っ先に話してくれると思うから。

「じゃあ行こうか、さくら」

「うん」

　彼女とふたり、肩を並べて大の酒屋へと向かった。

　案の定、突然目の前に現れた光美を見て大は腰を抜かした。そんな彼を見て、光美とふたりで大笑いしたことは言うまでもない。

　そして私同様、光美ってば大にもチークキスするものだから、彼の顔は茹ゆでダコのように真っ赤に染まった。

　私たちの笑いも収まった頃、おじさんに店番を代わってもらった大と三人でやって来たのは、商店街の一角にある居酒屋。

　二十歳を超えてから毎週のように通っていた、思い出の場所だ。

「いやー光美ちゃん、本当に久しぶりだね。これ、サービスの角煮」

「いいんですか？　ありがとうございます！」

　久しぶりに来店した光美に上機嫌の店長は、角煮をテーブルに置いて鼻歌を口ずさみながら戻っていく。

「なんだよ、俺なんて今も毎日のように来てやってるって言うのに、サービスされたことないけど？」

　不服そうな大は厨房にいる店長に聞こえるよう、刺とげ々とげしい声で言う。するとすぐに言葉が返ってきた。

「アホ！　さくらちゃんを泣かせたお前にサービスなんかするか！」

「またその話かよ！」

　大が私を泣かしたという噂は、瞬く間に商店街中に広まってしまい、大はいまだに顔を合わせればみんなから、こうして責め立てられているとか。店長だけではなく、客のみんなにもからかわれ始め、他の席に連れていかれてしまった。

　昔となんら変わらない光景に苦笑いしながらビールを飲む私の横で、光美は我関せず状態。サービスでもらった角煮を私にも勧めてきた。

「んー、おいしい！　さくらも食べなよ」

　まぁ、大は商店街のみんなにとって息子のような存在。これが彼の役割だと結論づけて、私も角煮に箸を伸ばした。

「相変わらずおいしい。トロトロなのが最高だよね」

「うんうん。昔から変わっていない味で安心する」

　騒がしい店内で角煮に舌鼓を打つ。そして残り僅かになった頃、光美は思い出したように聞いてきた。

「あ、そういえば例の彼とはどうなったの？　店を閉めてから会うことができた？　実はあなたの会社の社員なんですって打ち明けたりしちゃった!?」

　興味津々の光美に、ハッとなる。

　そうだった。光美には、お父さんとお母さんが店を閉めることになったというところまでしか話していなかったんだ。

　昔から私が困ったり悩んだりしていると、親身に話を聞いてくれて力になってくれた。そんな彼女ならどう思うだろうか。どうするのが正解だと言ってくれる？　率直な意見を聞きたい。

「あのね、光美。話すと長くなるんだけど……」

「お！　これはもしや私、絶好のタイミングで帰ってきたのかな？」

　距離を縮め、聞く態勢に入った光美にこれまでのことを打ち明けた。

　途中、何度も「えっ!?」「嘘、それでどうなったの!?」なんて相槌を打ち、時にはハラハラした表情をしていた光美は、最後に村瀬さんからプロポーズされたことを聞くと、いきなり立ち上がった。びっくりして彼女を見ると、フルフルと身体が震えている。

「光美？」

　声をかけた途端、光美は両手で口を覆い、店中に響く大きな声で叫んだ。

「きゃー!!　なにそのプロポーズ！　一度でいいからされてみたーい！」

　彼女の一言に、あれほど騒がしかった店内は一瞬にして静寂に包まれる。

　だけどそれもわずか数秒間のこと。すぐにワッと店内に歓声が響き渡った。

「プロポーズって……えっ!?　さくらちゃんがされたのかい!?」

「そういえば猪狩さん、店の客でさくらちゃんといい感じの人がいるって言っていたぞ!?」

「今までは大の反応がおもしろくて、からかっていたが……。そうだよな、さくらちゃんが大を相手にするわけがないよな。どれ、今夜は祝杯だ！」

「ちょ、ちょっと皆さん？」

　本人を置き去りにして盛り上がるみんなに、頭が痛くなる。

「もう、光美？」

　立ったままの光美をジロリと睨めば、彼女は肩をすくめた。

「えへへ、ごめん。あまりに素敵なプロポーズだったから興奮しちゃって、つい」

「つい、じゃないでしょ」

　いそいそと再び腰を下ろした光美の肩を突いた。

「これじゃ明日にはみんなに広まっちゃうな」

「いいじゃない！　広まっても。さくらは返事に迷っているようだけど、断る理由なんてないよ」

　ため息をひとつ零した私の隣で、光美は実に楽観的に言う。

「お、おいさくら！　どういうことだよ、プロポーズされたって。え？　なに、例の相手からか？」

　すっかりフリーズしていた大は、やっと我に返ったようで話に入ってきた。

「そうだよ、坂本。すごいよねー。あ～んな大企業の次期社長に見初められたってわけでしょ？　まるでドラマみたいだわ」

　光美ってば大きな声で言うものだから、当然店内にいた人の耳にも入り、「これは大変だ！　祝賀会をやらないと」なんて言い出す始末。

　だめだ、ここで話をしていたらますます話は大きくなるばかりだ。

　店長にお願いして、宴会の予約がなく空いていた二階の個室へ移動した。

　改めて大にも事の経緯を説明すると、放心状態。

「マジか。いや、すごいな。いくら好きな人相手にでも、そこまでストレートに自分の気持ちをぶつけることって、なかなかできないと思う」

　自分と比較しているのか、大は「本当にすごい」と繰り返す。

「カッコいいよね、村瀬さん！　『全力で守ってみせる、俺と一緒になる未来を考えてくれないか？』なんて、一生に一度でいいから言われてみたい！」

　興奮が再燃したようで、両手を組んでうっとりする光美に、大は「俺、言えるかな」なんてボソボソ言っている。そんなふたりに、自分の気持ちをぶつけた。

「ねぇ、ふたりはどう思う？　私、どうしたらいいのかな」

　答えの出ない悩みを、この十日間ずっと抱えてきた。その答えをいい加減私自身も知りたい。

　すがる思いでふたりを見つめると、光美と大は顔を見合わせた後、私を見据えた。

「どうしたらいいかもなにも、さくらの中で答えはとっくに出ているんじゃないか？」

「私も同意見！　すごく好きになれた人なんでしょ？　もう二度と巡り合えないかもなんて、ロマンチックなことも言っていたじゃない」

「それはっ……そうだけど」

　ふたりに言われ、言葉が続かなくなる。

「プロポーズされて嬉しかったのにすぐに返事ができなかったのは、自分のせいで、村瀬さんに迷惑をかけることになるかもしれないからでしょ？」

「うん」

　素直にうなずくと、光美は力強い声で語りかけるように言う。

「村瀬さんも同じ気持ちだったはず。さくらに自分のせいで、つらい思いをさせたくなかったから、最初はプロポーズなんてするつもりなかったんでしょ？　それでもプロポーズをしたのは言葉通り、全力でさくらを守ってみせる覚悟を決めたからで、それほどさくらのことが好きだからじゃないかな」

　一緒に話を聞いていた大も続く。

「同じ男として、なんとなく村瀬さんの気持ちがわかる。傷つけてしまうとわかっていても、それ以上にさくらと一緒にいたい気持ちのほうが大きかったんだよ。さくらとなら、好きって気持ちだけで、どんな困難も乗り越えられると思ったんじゃないか？」

　ふたりの言葉が、胸の奥深くに響く。

　私なんて不釣り合いだ。自分のせいで村瀬さんを困らせないか、迷惑をかけないか。そんなことばかり考えていた。

　でもそう思ってしまうのは、すべて村瀬さんのことが好きだからだ。

「私はね、好きな人のそばにいること以上の幸せなんて、絶対にないと思うよ。だって好きな人が隣にいてくれたら、どんなに嫌なこともへっちゃらにならない？」

　得意げに言う光美に、目を瞬かせた後、本当にその通りだなと思って笑ってしまった。

「うん……そうだね。村瀬さんがそばにいてくれるなら、どんなことも平気」

　十日前、初めて一日ふたりで過ごした。彼が隣にいるだけで楽しくて幸せで。それはきっと、この先もずっと変わらないと思う。だけどひとつだけ、不安なことがある。

　私の話を聞き、ホッとした顔を見せたふたりに、恐る恐る問うた。

「そう思っているのは私だけじゃないよね？　村瀬さんも同じ気持ちで、だからプロポーズしてくれたと信じてもいいよね？」

　こればかりは本人に聞かなければわからないこと。だから少しでも不安を払拭したくてふたりを見つめる。すると光美と大は、満面の笑みですぐに言った。

「あたり前だろ？」

「そうだよ。そうでなかったら、四本のバラの花束に『死ぬまでこの気持ちは変わらない』なんて意味を込めて、プロポーズなんてしないから」

　信頼できるふたりに言われると、本当にそんな気がしてくるから不思議だ。

「ありがとう」

　感謝の言葉を口にすると、光美はニッと白い歯を覗かせた。

「よし、そうと決まればさっさと連絡をするべし！」

「連絡って……今、ここで!?」

　ギョッとする私に、光美は首を何度も縦に振る。

「そう、今ここで連絡するの。言われたんでしょ？　答えが出たら連絡してって。だったら連絡しないと。それにさくらの性格上、少し時間が経つとなかなか連絡できなくなっちゃうんじゃないの？　坂本もそう思うでしょ？」

　光美に話を振られ、大はあごに手を当てて考え込む。

「たしかにそれは言えてる。さくらは昔から、大きな決断ほど先延ばしにするところがあるよな」

「失礼な！　今はそんなことないから」

　ふたりに言われ、半ばやけくそでスマホを取り出し、村瀬さんに送るメッセージ文を作成していく。

　でもふたりの言う通り、こういうことは勢いが大事なのかも。家に帰ってひとりになったら、なかなか勇気が出なくて送れなくなりそう。

　なんて冷静に自分を分析しながら、頭を絞って文字を打ち込んでいく。

【こんばんは。ご連絡するの、遅くなってしまってすみません。先日はありがとうございました】

　まずは当たり障りない話から入って……。それでこの後、どうやって切り出せばいいだろう。

　スマホの画面を見つめたまま考え込んでいると、ピタリと寄り添ってきた光美が覗き込んだ。

「なにこれ！　会社メールじゃないんだから、もっとフランクでいいじゃん。むしろダイレクトに【会って、プロポーズの返事をさせてください】でいいんじゃないの？」

　そう言うと光美は私の手からヒョイとスマホを奪い、素早く文字を打ち込み出した。

「ちょ、ちょっと光美!?」

　すぐに取り返そうとしたけれど華麗にかわした光美は、私に奪われないように立ち上がる。

「ん、これでよし！」

「う、嘘でしょ！　まさか勝手に送っていないよね!?」

　慌てて私も立ち上がり、急いでスマホを手にして確認すると、送信されていた。それも私が作成したメッセージ文に、【答えが出ました。会って返事をさせてください】と付け足して。

　どうしよう。いや、送るつもりだったけど！　でも、こんなダイレクトに言うつもりはなかったというか。

　フリーズする私をよそに、光美は大の隣に腰を下ろした。

「どうやら私たちの中で、最初に結婚するのはさくらになりそうだね。せめて坂本より先に結婚したいなぁ」

「えっ！　お、俺より先に!?　それは困る!!」

　大の気持ちを知る由もない光美は首をひねる。

「どうしてよ。やだ、もしかして結婚を考えている相手でもいるの!?」

「いるわけないだろ!?」

「だったらそんなムキになることないじゃない」

　反撃に出た光美に、大は途端に口ごもる。

　いつもだったら、ここで私が間に入って光美をなだめるところだけれど、今は大をフォローする余裕などない。とにかく一度落ち着こう。まだ既読はついていないし、メッセージを削除すればいいんだ。

　震える手を一度ギュッと握りしめ、削除ボタンを押そうとした瞬間、パッと画面に浮かんだのは〝既読〟の文字。

「嘘でしょ」

　再びスマホを見つめたまま、微動だにできなくなってしまった。




＊　＊　＊




「大丈夫だよ、さくら。たまたまメッセージを見た後に、急な仕事が入ったとかで返信できない状況なんだよ」

　隣を歩く大に必死にフォローされるものの、うんともすんとも言えない。

　村瀬さんが私のメッセージを見てから一時間、まだ返信がないのだから。

　そうなると、どうしてもマイナスのことばかり浮かんでしまう。たとえば連絡を取らなかった十日の間になにかあり、早乙女さんと結婚することにしたとか、待たせすぎて愛想尽かされたとか。

　次々と頭に浮かぶ負のパターン。それは今も続いている。

　三人での飲み会がお開きになったのは五分前。楽観的な光美は『さくらの返事が怖くて、返信できないだけだよ。大丈夫、すぐに返信がくるから。私の勘がそう言っている！』なんて調子のいいことを言って、タクシーに乗って予約したホテルへ行ってしまった。

「それに昔から時田の勘って驚くほど当たるだろ？　なによりあいつは、無責任なことを言うやつじゃない。それは俺よりさくらのほうがわかっているはず」

　調子のいいことばかり言っているようで、光美は決して思ってもいないことを口にしない。それに冷静に考えると、無理やりにでも光美にメッセージを送ってもらってよかったのかも。

「だけどなぁ、少し……いや、かなり強引だよな。それが玉に瑕きずだ」

「本当にね。でもそれが光美だよね」

「あぁ」

　明るくて裏表のない性格。強引な一面もあるものの、いつだって自由奔放でまっすぐな光美が私は大好きだし、憧れてもいた。

　きっと大も、光美のそういう一面に惹かれたのではないだろうか。

　そんなことを考えながら大と肩を並べて歩を進めていると、徐々にアパートが近づいてきた。

「あのさ、話は戻るけど俺もすぐ村瀬さんから返信がくると思う」

　そう言うと大は、私を見て口もとを緩めた。

「本気じゃなかったらプロポーズなんてしない。言っておくけどな、男がプロポーズするってことは、一世一代の大勝負なんだぞ？　……長い人生の中で出会った大勢の人の中から、たったひとりにだけしたいものだから」

　彼の気持ちが嬉しくて、私もまた頬が緩む。

　そして信じてみたくなる。村瀬さんも大と同じように、プロポーズする相手はたったひとりにしたい。そう思っていると。

「ありがとう、大。マイナスのことばかり考えないで、返信を待ってみるよ」

　素直な気持ちを伝えると、大はホッとしたのか顔をクシャッとさせた。無邪気な笑顔は、まだまだ幼さが残っていて、よく高校生に間違えられるのにも納得できる。

「おう、そうだそうだ！　すぐに返事くるから、安心して待ってろ」

「うん」

　すると大はバシッと私の背中を叩いた。

「痛っ！　ちょっと、大！　痛いから」

　鋭い目を向けても、大は無邪気に笑ったまま。

「頑張れってエールを送る意味で叩いたんだよ。ありがたく受け取れ」

「なにそれ」

　なんて言いながら、私もつられるように笑ってしまった。

　そして気づけば、アパートは目と鼻の先。

「大、ここでいいよ。明日も朝早いのにごめんね、送ってもらっちゃって」

　足を止めると大も足を止め、自然と向かい合う。

「いいって。同じ商店街で近いし、さくらも一応女だからな。なにかあったら大変だし」

「一言余計！」

　すぐさま彼の胸もとにグーパンチすれば、また大は笑う。

　だけど私の背後にあるアパートのほうを見た瞬間、大の顔が凍りついた。

「どうしたの？」

　声をかけながら振り返ると、こちらに向かってくる人物を視界に捉えた。

「村瀬さん？」

　まっすぐ私たちのもとへ歩み寄ってきた村瀬さんに、目が丸くなる。

　どうして村瀬さんが？

　驚きと困惑から、頭の中が真っ白になる。

　彼は私と大の目の前で足を止めると、怒りを含んだ目を大に向けた後、私を見て眉尻を下げた。

「会って返事がしたいってメッセージを見て、居ても立っても居られず飛んできた。もしかして、隣の彼と一緒にいるってことが答えなのかな？」

　えっ、隣の彼って……。

　大を見れば、放心状態。だけど再び村瀬さんに目を向けられると、早口でまくし立てた。

「あっ、あのっ！　俺とさくらはただの幼なじみでして！　決して男女の関係ではありませんから!!」

　きっぱりとあたり前のことを言うから、一瞬なぜ大はそんなことを言うの？と思ったけれど、すぐにその理由に気づく。

　村瀬さんは、私と大の関係を勘違いしているのかもしれないと。

　そこまで考えが行きつくと大同様、私も必死に説明した。

「そうです！　大とは本当に、子どもの頃からの付き合いで兄妹みたいな仲で！　そっ、それに大には何年も片想いしている相手がいて、さっきまでその子と三人で飲んでいて、送ってくれただけでっ……」

「おい、俺の片想い事情はいいだろ？」

「だって言わないと、わかってもらえないと思って」

　すかさず大の鋭い突っ込みが入り、小声で釈明していると村瀬さんがため息交じりにつぶやいた。

「よかった。本当にふたりは仲がいい幼なじみなんだね」

　その言葉に大とふたりで何度も縦に首を振ると、やっと村瀬さんは信じてくれた様子。ホッと胸をなで下ろすと、大は村瀬さんの様子をうかがった。

「えっと、本当にさくらとはこの先も幼なじみ以上の関係になることは、絶対にないので安心してください」

　そう言って大きく頭を下げると、チラッと私を見て微笑んだ。まるで〝会いに来てくれて、よかったな〟と言うように。

「いや、こちらこそ悪かった。勝手に勘違いをしてしまい」

　申し訳なさそうに言う村瀬さんに、大は首を左右に振る。

「いいえ、そんな。それだけさくらのことを大切に想ってくれているんですよね？」

「ちょ、ちょっと大」

　ギョッとするようなことを言う大の腕を掴んで制止しても、彼は村瀬さんを見つめたまま続けた。

「さくらは、本当の妹のような存在なんです。だからどうかさくらのことを、なにがあっても幸せにしてやってください」

　思いがけず大の本音に触れ、胸が熱くなる。

　もう、やだな。そんなこと言わないでよ。……泣きそうになるじゃない。

　あふれそうになる涙をこらえていると、村瀬さんは真剣な面持ちで言った。

「必ず幸せにすると約束するよ」

　力強い声で放たれた彼の言葉に、視界がぼやけていく。

　村瀬さんの言葉を聞き、大は表情を崩した。

「ありがとうございます。それでは俺はこれで！　失礼します」

　村瀬さんに向かってもう一度頭を下げると、最後に私の肩を叩き、大は背を向けて足早に去っていく。

「ありがとう、大！　気をつけてね」

　声をかけると、大は手を上げた。少しずつ小さくなっていく大の背中。それを見つめていると、いつの間にか隣に立っていた村瀬さんが口を開いた。

「本当にごめん、急に来て勘違いをして」

「いいえ、そんな！　むしろ私のほうこそすみません。いきなりあんなメッセージを送ってしまい」

　だけどあのメッセージを見て、こうして駆けつけてくれたんだよね？　そう思うと嬉しくて、胸がいっぱいになる。

「いや、連絡をくれて嬉しかったよ。だけど、おかげで嫌というほど思い知らされた」

「――え？　あっ」

　次の瞬間、腕を引かれ抱き寄せられた身体。一瞬にして彼のぬくもりに包まれた。

「む、村瀬さん？」

　抱きしめられている。そう理解するとたまらなく恥ずかしくなり、村瀬さんを呼ぶ声も上擦ってしまう。

　すると村瀬さんは、私を抱きしめる腕の力を強めた。

「ごめん、どうしようもないほどキミが好きなんだ」

　苦しげに放たれた言葉が、私の胸の奥深くに響く。

「自分以外の男と一緒にいるところを見ただけで嫉妬した。それにこの十日間、自分からさくらちゃんの中で答えが出るまで会わないと言ったのに、会いたくてたまらなかった。何度、こうしてキミを抱きしめたかったか」

　さらに強く抱きしめられ、ポロッと涙が零れ落ちた。

　どうしよう、胸が痛いほど苦しい。好きって気持ちが止まらないよ。

「私もです」

「えっ？」

　あふれ出た想いは口をついて出てしまった。

　もう迷いなんてない。私は自分の気持ちに正直に生きていきたい。

　ゆっくりと離されていく身体。そのスピードに合わせて顔を上げれば、目を丸くさせて驚く村瀬さんが、視界いっぱいに広がった。

　涙を拭い、彼に対する想いを伝えた。

「私では村瀬さんには不釣り合いで、叶うはずのない恋だと何度も自分に言い聞かせてきました。でもお弁当を買いにきてくれる村瀬さんに会って、話をするだけで最初は満足だったのに、好きになればなるほど、欲張りになるばかりで」

　再び涙があふれる。だけど拭うことなく好きって気持ちを口にした。

「私も、どうしようもないほど村瀬さんのことが好きです。……正直、まだ村瀬さんのそばにいることに不安はないと言ったら嘘になります。でも私にとって、村瀬さんのそばにいること以上の幸せなんてないからっ……！」

　感情は昂ぶり、声が震えてしまう。一度深呼吸をして再び私を見つめる彼と向き合った。

「でも私は、村瀬さんに守ってほしいとは思っていません。村瀬さんの負担になりたくないんです。だからもしこの先、なにかつらいことがあったら、そばで一緒に乗り越えてください」

　これは自分で決めた道。守ってくれなくていい、隣にいてくれるだけでいいの。私は村瀬さんと、これから続く長い人生をともに歩んでいきたいから。

　まばたきすることなく私を見る村瀬さんに、笑顔でプロポーズの返事を伝えた。

「こんな私ですけど、よろしくお願いします」

　なんて言いながら、恥ずかしくなってそのまま彼に抱き着いた。少しすると強く、強く抱きしめられた。

「ありがとう。……絶対に幸せにする。なにがあっても、ふたりで乗り越えていこう」

「はい！」

　きっと嫌なことや苦しいことがあっても、こうしてぬくもりに触れたら、どんなことも忘れてしまいそう。それほど村瀬さんの胸の中は安心できる。

　背中や髪を優しくなでられ、しばし彼のぬくもりに酔いしれていると、遠くからサイレンの音が聞こえてきて我に返る。

　そうだった、ここは自宅アパート前。それに商店街の一角にある。この時間は人通りが少ないとはいえ、いつ誰に見られるかわからない。

　村瀬さんも同じことを思ったのか、名残惜しそうに離された。そして目が合うと恥ずかしくなり、お互い視線を逸らしてしまう。

「ごめん、道の真ん中で」

「私のほうこそ。あの、上がっていきますか？」

　何気なしに言った言葉に、村瀬さんは大きく目を見開いた後、忙しなく泳がせた。

「いや、さすがに返事をもらってすぐ、さくらちゃんの部屋に上がるわけには……」

　言葉を濁にごすと村瀬さんは口もとを手で覆い、チラッと私を見た。

「悪いけど俺、自分を抑える自信はないよ？」

　そこでやっと彼がなにを言いたいのか理解できて、みるみるうちに身体中の熱が顔に集中していく。

　私はただ、立ち話をさせてしまい申し訳なくて、部屋でゆっくりしていってもらえればと思って言ったまででっ……！　決して深い意味などなかった。でも……。

　気まずそうにしている村瀬さんを見つめる。

　でも、もう少し一緒にいたい気持ちもあった。それに私も、もっと村瀬さんのぬくもりに触れたい。

　あぁ、本当に気持ちが届いたんだ。彼と私の未来が重なったんだって実感したい。

「今日は帰るよ。また連絡する」

　その思いが強くなり、踵を返した彼のスーツの裾を咄嗟に掴んでしまった。

「さくらちゃん？」

　当然彼は、驚いている。でも一番驚いているのは私。こんな大胆な行動に出るなんて信じられない。だけどそれ以上にそばにいてほしいと思ったの。

　しかし恥ずかしくて、素直な思いを口にすることができない。次第に視線が下がっていく中、村瀬さんは再び私と向き合った。

「引き留められたのは、さくらちゃんももっと俺と一緒にいたいと思ってくれてるからだと勘違いするよ？」

　膝を折って私の顔を覗き込んできた村瀬さんの顔は、熱を帯びていて目が合うと瞳を大きく揺らした。

　村瀬さんも、もっと私と一緒にいたいと思ってくれているんだ。

　そう思うと嬉しくて、胸がキュンとなる。

「勘違い、してもいいです」

　バクバクと心臓を高鳴らせながら声を絞り出すと、村瀬さんは深いため息を漏らした。そして恨めしそうに私を見る。

「家に上がってから、『やっぱり無理です』はナシだからね？」

「……はい」

　返事をすると村瀬さんは私の手を掴んだ。

「部屋は何階？」

「あ、三階です」

　彼に手を引かれ部屋の前に行き、バッグの中から鍵を探すものの、その手は震えていた。

　怖いからじゃなくて、緊張し過ぎて震えが止まらない。

　それでもどうにか鍵を見つけドアを開けると、部屋の中に押し込まれた。

　ガタンとドアが閉まると、彼は鍵を閉める。

「む、村瀬さん？」

　真っ暗な室内で彼の名前を呼ぶと、私の頬に触れた大きな手。身体を震わせると、今度は唇を指でなでられた。

　次第に暗闇にも目が慣れてきて、うっすらと村瀬さんの顔が見えてくる。

「好きだよ……さくら」

　愛の言葉をささやきながら名前を呼ばれ、胸が苦しくなる。そしてゆっくりと近づく距離。静かにまぶたを閉じると、唇が重なった。

　触れるだけのキスを落とすと、次に啄ついばむようなキスをされ、次第に唇を塞がれる時間が長くなる。

「んっ」

　唇を食まれ声を漏らすと、彼の舌が割って入ってきた。

　口内を痺れるほど甘く犯され、恥ずかしいという感情を忘れさせられるほど翻弄されていく。

　口づけが深くなるほど身体に力が入らなくなり、そろそろ自分の足で立っていられなくなりそう。

　それに気づいたのか、村瀬さんは最後に触れるだけのキスを落として唇を離した。

　お互いの息は上がっていて、玄関には吐息が漏れるだけ。すっかり暗闇に慣れた私の目に映るのは、村瀬さんの熱い瞳。

「肩、掴まって」

　そう言われるがまま彼の肩に手を置くと、素早く抱き上げられた。

「きゃっ!?」

　器用に私が履いていたパンプスを脱がして家に上がり、廊下を突き進んでいく。その間も頬や額にキスを落とされ、静かに私をベッドに下ろした。

　そのままギシッと音を立てて私の上に覆い被さると、彼は素早くジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めていく。その動作にもドキドキしてしまう。

「さくら……」

　優しく頭をなでられながら、唇が腫れるほど口づけを交わすとお互いの息は途切れ途切れになる。

　でも、もうキスだけでは足りなくなっていて、自ら彼の背中に腕を回してしがみついた。

「村瀬さん……」

　頬をすり寄せると、身体をベッドに押し付けられ荒々しく唇を塞がれる。その間に村瀬さんの手は私の服をまくり、地肌をなでていく。

「あっ……んんっ」

　抑えたくても抑えられない声が漏れて、羞恥心でいっぱいになる。

「好きだよ、さくら。……好きだ」

　何度も愛の言葉をささやきながら、宝物を扱うように村瀬さんは私に触れた。

　好きな人とする行為は、何度か経験してきた。もちろん緊張したし、幸せな気持ちにもなった。

　だけど村瀬さんとこうして肌を重ねていると、幸せすぎて泣きそうになる。こんなことは初めて。

　大好きな人のぬくもりに包まれて、私はこれ以上ない幸福感で満たされた。










ひだまりの中で




　息苦しさを覚えて目を覚ますと、温かなぬくもりに包まれていた。

　あれ？　私……。

　夢心地の中、記憶を呼び起こす。少しして昨夜の情事を思い出した。

　そうだ私、村瀬さんと……。

　息苦しさの原因は村瀬さんだった。がっちりと私の身体をホールドして、気持ちよさそうに寝息を立てている。

　初めて見た寝顔は、少し幼さが残っていて可愛い。これから先、何度もこの寝顔を見ることができるのかと思うと、朝から叫びたくなる。

　今、何時だろうか。

　首だけを動かして壁に掛けられている時計を確認すると、五時半を回ったところ。まだ寝ていても大丈夫だけど、胸がいっぱいで眠れそうにない。

　しばし幸せな気持ちに浸る中、私を抱きしめる腕の力が弱まった。そして彼はそのまま寝返りを打ち、背を向けてしまった。

「あっ」

　思わず漏れた声。だけど村瀬さんはよほど熟睡しているのか、起きる気配はない。

　疲れているんだよね。今日も仕事なのに、私のワガママで泊まらせてしまい申し訳ない気持ちになる。

　村瀬さん、一度家に戻るのかな？　戻るよね、着替えないといけないだろうし。

　前に車で二十分ほどのところに住んでいるって言っていたから、まだ起こさなくて大丈夫だろう。ギリギリまで寝かせてあげたい。

　起こさないようにそっとベッドから降りて、寝室を後にした。まっすぐ向かった先はキッチン。

「玉子はこの前、多めに買っておいた気がするんだけど……」

　冷蔵庫のドアを開けて確認する。

　前に私が作った厚焼き玉子を褒めてくれて、また食べたいと言っていた。だから作ってあげたい。

「よかった、玉子ある」

　パックごと取り出してホッと胸をなで下ろす。

「あとは味噌汁を作って、漬けておいたキュウリを切って……」

　ひとりごちながら、素早く調理に取りかかる。

　村瀬さんに、ちゃんとした手料理を振る舞うのは初めて。彼の口に合うといいな。

　味噌汁の具の野菜を刻んで鍋に入れて煮込んでいる間に、玉子を割って溶いていく。

　そうだ、作り置きの煮物も出そう。おかずはそれで十分だよね。

　アレコレ考えながら、誰かのために作る料理はやっぱり楽しい。その相手が村瀬さんだと余計に。

　厚焼き玉子を作り、味噌を溶いて食欲をそそる匂いがキッチン中に充満してきた頃、寝室のほうから物音が聞こえてきた。

　調理する手を止めてキッチンから出ると、村瀬さんが慌てた様子で寝室から出てきた。

「おはようございます」

　昨夜のことを思い出すと恥ずかしくなり、まともに村瀬さんの顔を見ることができない。

　視線は下がり、彼の胸もとに目を向けると、着ていたワイシャツのボタンを掛け違っていた。

「よかった、夢じゃなくて」

　心底ホッとした声で言うと、まっすぐにこちらにやって来て、そのまま私をきつく抱きしめた。

「起きたら隣にいないんだ。昨夜のことはすべて夢だったのかもしれないと思ったよ」

　どうしよう。村瀬さんも私と同じように、夢じゃないかと不安になったなんて、幸せすぎてたまらない。

「おはよう、さくら」

「おはようございます」

　遅い挨拶を交わして顔を見合わせれば、どちらからともなく笑ってしまう。そしてボタンを掛け違えていることを指摘すれば、彼は照れくさそうに直した。

「村瀬さん、朝ご飯を食べる時間はありますか？」

「作ってくれたのか？」

「はい。村瀬さんがおいしいって褒めてくれた厚焼き玉子も作りました」

　すると村瀬さんは顔に喜色を浮かべた。

「それは嬉しいな、ありがとう。……だけど大丈夫か？」

「えっ？」

　嬉しそうな顔から一変。眉間に皺を刻んで私の様子をうかがう。

「身体、つらくないか？」

　最初はなにに対して心配されていたのかわからなかったけれど、はっきりと身体のことを気遣われ、さすがに気づく。村瀬さんは昨夜のことがあったから、私の身体を心配してくれているのだと。

　実感すると同時に昨夜のことがフラッシュバックし、たまらなく恥ずかしい気持ちになる。

「えっと、はい」

　それでもどうにか声を絞り出すと、村瀬さんは「それならよかった」と言いながら優しく頬をひとなでした。

「準備、手伝うよ」

　そう言ってくれた村瀬さんとともにできあがった料理をテーブルに並べ、向かい合って座ると仲良く手を合わせた。

　そしてドキドキしながら、村瀬さんが料理を口に運ぶ様子を見守る。

　味見をして、おいしくできたと思うんだけれど……どうだろうか。

　箸を手にしたまま彼の反応を待っていると、味噌汁を一口飲んだ村瀬さんは顔を綻ばせた。

「ん、おいしい」

　その一言にホッと胸をなで下ろす。次に彼は厚焼き玉子を頬張ると、満面の笑みを見せた。

「やっぱりさくらが作る玉子焼きが、世界で一番おいしい」

「……っ！　それは、よかったです」

　昨夜から『さくら』と呼び捨てされているけれど、いまだに慣れないし、眩しい笑顔で『世界で一番おいしい』なんて言われたら、まともに顔を見られなくなる。

　おかずに目を向けて、私もパクパクと口に運んでいく。

　その後も村瀬さんは何度も私が作った料理を褒めてくれて、ご飯はおかわりし、きれいに完食してくれた。

「ごちそうさまでした」

　そう言うと空いた食器をまとめて持ち、席を立つ村瀬さん。

「あ、片づけは……」

　すぐに私も立ち上がったものの、彼に止められてしまった。

「おいしい朝食をごちそうになったから、片づけは手伝わせて。それにさくらだって今日は仕事だろ？　ふたりでやったほうが早い」

　そう言われては反論の余地はない。それに私もあと少ししたら、準備をして家を出ないといけない時間。ここは甘えてしまおう。

「すみません、ありがとうございます」

　狭いキッチンに並んで立ち、村瀬さんが洗い終えた食器を拭いて戸棚にしまっていると、彼がポツリとつぶやいた。

「近々さくらのご両親に、挨拶に行かないとな」

「うちの両親にですか？」

「あぁ。『娘さんと結婚させてください』って許しを得に行かないと、さくらと結婚できないだろ？」

　そう、だよね。私は村瀬さんにプロポーズされたんだ。それはつまり近い将来、彼と結婚して夫婦になるということ。

　ただこの先の未来もずっと一緒にいられたら……と、漠然としか描けなかった未来が現実味を帯びてくると、ふわふわとした不思議な気持ちになる。

　私、本当に村瀬さんと同じ未来を歩んでいけるんだ。

　喜びと感動で胸がいっぱいになっている私を見て、村瀬さんは目を細めた。

「まずはさくらのご両親に挨拶をして結婚の許しをもらってから、うちの両親にも会ってくれる？」

「はい」

　そうだ、私も村瀬さんのご両親にしっかりと挨拶をさせてもらい、そして認めてもらわないと。まだ先のことだとわかってはいるけれど、彼のご両親に対面した時のことを想像すると、今から緊張してしまう。

　それが素直に顔に出ていたのか、村瀬さんは私を安心させるように言う。

「大丈夫、さくらのことを話したら子どもみたいに大喜びすると思うから。前に話しただろ？　父さんは家柄とか関係なく、母さんの人となりに惚れこんで求婚したんだ。恋愛結婚だったんだよ、それも大の付く、ね。母さんは苦労もしたと思うけど、その苦労も乗り越えられるほど父さんのことが好きだから結婚したんだと、今ならわかるよ」

　水道の蛇口を止め、タオルで手を拭きながら彼は続ける。

「そんなふたりが反対するわけないだろ？　大丈夫、絶対に俺たちのことを応援してくれるよ」

　不思議。彼にそう言われると自然と緊張も解け、安心できる。

「それより不安なのは俺のほう。さくらのご両親には身分を明かしていなかったし、反対されないか心配だよ」

　深いため息とともに出た弱音。

　それこそ心配することない。お父さんもお母さんも、村瀬さんのこと気に入っていたし、家柄で判断するような両親ではないもの。

　それを伝えたけれど、村瀬さんの不安は拭えず。そしてあまりに彼がオロオロするものだから、つい笑ってしまう。

　その後、すぐに「笑うことないだろ？」と言われ、苦しいほどギューッと抱きしめられてしまった。




　村瀬さんに両親の都合を聞いてほしいと言われ、さっそく連絡をすると案の定、大喜びした両親。話はトントン拍子に進み、次の週末にふたりで栃木を訪れることになった。

　出発前日の金曜日。

　村瀬さんに返事をした次の日には、光美と大にメッセージで報告済みだったけれど、商店街で会った大同様、改めて直接口で伝えたいと思い、光美に電話をかけた。

　メッセージでも、そして口頭でも『だから大丈夫だって言ったでしょ？』と得意げに言われ、そして心から『よかったね、おめでとう』と言ってくれた。

　話は大が村瀬さんと鉢合わせした時のことになり、そこで大にもらった嬉しい言葉を光美にも伝えると、彼女は感慨深そうに『いざという時は、案外頼もしいやつだよね』なんて言う。どうやら光美の中で大の株が上がったようだった。

　そしてどうやら光美は、夏休みが明けたら日本支社での研修に参加するようで、しばらくこっちにいるようだ。

　また近いうちに会う約束をし、最後に『気をつけていってらっしゃい』と言われ、光美との電話を終えると、明日に備えてこの日はいつもより早めに就寝した。

　寝る前に村瀬さんに【おやすみなさい】とメッセージを送って。




　次の日。八時に迎えに来てくれた村瀬さんの運転する車は、快調に高速道路を進んでいく。だけど運転する彼の横顔は浮かない。どこか緊張しているようにも見える。

　電話で村瀬さんとのことを報告すると、両親はすごく喜んでいて、おじいちゃんも無事に昨日退院したばかり。おばあちゃんとともに四人で村瀬さんをもてなすために、準備をして待っていると言っていた。

　それを彼にも伝え済み。だからそんなに緊張することも、不安になることもないのに。

「あの、本当に大丈夫ですからね？　うちの両親も祖父母も、大歓迎で出迎えてくれますから！」

　少しでも彼の気持ちを軽くしたくて、必死に明るい声で言う。すると村瀬さんの頬はわずかに緩んだ。

「ごめん、心配かけて。大丈夫、わかってるよ。でも、やっぱり緊張する。さくらのご両親とご家族に結婚の申し込みにいくんだから。それにまだ俺、自分の身分を明かしていないしね」

　そうなのだ。私から電話で両親に村瀬さんのことを伝えることもできるのに、村瀬さんは自分の口から直接伝えたいと言い、まだ両親は彼が私の勤め先であるムラセの次期社長ということを知らない。

　決して反対はされないと思うが、間違いなく腰は抜かすだろう。

「とにかく誠心誠意、自分の気持ちをぶつけるよ。どれだけ俺がさくらを想い、結婚したいと思っているかを余すことなく伝えるつもり。だからちゃんと聞いてて、俺の隣で」

　村瀬さん、やはり心配無用です。だって、こんなに誠実で素敵な人との結婚を反対されるとは思えないもの。

「はい」

　私も彼の隣で、両親にしっかり自分の気持ちを伝えよう。

　その後も少しでも村瀬さんの緊張が解けるように、他愛ない話をしながら彼の運転する車で両親の所へ向かった。




　お父さんの実家は栃木県の、のどかな場所にある。徒歩で行けるところに綺麗な川があって、子どもの頃はよくそこでおじいちゃんと釣りを楽しんだ。

　近くには大学があり、学生寮も完備されていることから、そこの学生さんがよくおじいちゃんのお店を訪れていた。

　もちろん地域の人にも人気のお店で、帰省中に手伝った時、おじいちゃんとおばあちゃんが生き生きと働いていたことを、今でも鮮明に覚えている。

　お客さんもみんないい人ばかりで、まとまった休みにしか帰らない私のことも覚えてくれて、会うたびに気さくに声をかけてくれた。

　高速道路を降りてから、しばらく田畑が広がる道を走っていると集落が見えてきた。

　おじいちゃんの家はその集落の中程にある。垣根を越えた先には、広い庭と昔ながらの木造建築の大きな平屋。そこがおじいちゃんの家だ。

　車から降りると、村瀬さんは興味深そうに平屋を見上げた。

「素敵なところだね。歴史を感じる造りだ」

「ありがとうございます。えっと……どうぞ、こっちです」

　いざおじいちゃんの家に着くと、私まで緊張してきた。

　これまでのもと彼を両親に紹介したことはなかったし、なにより相手はさんざん仲をからかわれてきた村瀬さんだ。照れくさいものがある。

　彼を誘導しながら家のほうへ向かっていると、勢いよく玄関のドアが開いた。姿を見せたのは、お父さんとお母さんだ。

「いらっしゃい。遠いところをすみません」

「村瀬さん、運転お疲れ様でした。どうぞ上がって」

　やはり両親は大歓迎で、待ち切れず玄関から出てくると、娘の私なんてそっちのけで村瀬さんをグイグイ家へと招き入れる。

「あの」

　村瀬さんが戸惑っていても、お構いなし。電話で相当大喜びしているとは思っていたけれど、これは想像以上のようだ。

　チラチラと私を見る村瀬さんに、「すみません」と言うように顔の前で手を合わせながら、三人の後に続いて家に入った。

　久しぶりに訪れたおじいちゃんの家は、懐かしい匂いがする。好きだった匂いだ。長い廊下を進んでいくと、ギシッと時々床が軋きしむのも変わっていない。

　奥にある居間には、お茶の準備を終えたおばあちゃんがいて、村瀬さんは両親同様、おばあちゃんにも「さくらってば、面食いねぇ」なんて言われながら大歓迎された。

　おじいちゃんは退院したばかりで疲れているらしく、まだ寝ているようだ。

　挨拶もそこそこに私と村瀬さんが隣同士で座り、向かいにはお父さんとお母さん、そしてお誕生日席におばあちゃんが腰を下ろした。

　するとさっきまでの和やかな雰囲気が一変。私と村瀬さんはもちろん、両親も緊張した面持ちを見せる。

　そんな中、先に口を開いたのは村瀬さんだった。

「改めまして、本日はお時間を作っていただき、ありがとうございました」

　丁寧に頭を下げる村瀬さんに、両親は恐縮してしまう。

「いいえ、そんな」

「そうですよ、頭を上げてください」

　お父さんに言われるがまま顔を上げると、村瀬さんは名刺入れから名刺を一枚取り出し、ふたりの前に差し出した。

「自己紹介が遅れました」

　村瀬さんに渡された名刺を見た途端、ふたりは目を丸くさせた。

「ムラセって……たしかさくらの勤め先の大企業……そこの副社長ですか!?」

　名刺と村瀬さんを交互に見る両親に、彼は困った顔でうなずいた。

「はい。父が社長を務めている会社になります」

　そこまで言えば彼が後継者と理解できたようで、お父さんもお母さんも言葉が出ない。

　やっぱり驚くよね。私だって最初知った時は、びっくりしたもの。

「今はまだまだ未熟で勉強の毎日ですが、将来は父から会社を引き継ぐ心構えでおります」

「そうですか」

　ポツリとつぶやくとお父さんはジッと名刺を眺めた後、真剣な面持ちで村瀬さんを見つめた。

「さくらから、村瀬さんと結婚すると聞きました。本日はその挨拶に来てくれたと。私たちも村瀬さんの人柄は知っていますし、素直に娘との結婚を喜んでいました。しかし、こんな大企業の後継者となると話は違います」

　驚かれるとは予想していても、まさか反対されるとは夢にも思わなかったから耳を疑う。

「お恥ずかしい話、うちはごく普通の家庭です。そこで育ったさくらが、村瀬さんのような立派な家に嫁いで幸せになれるのか……」

　反対しているのは、私のため。それが伝わってきて目が潤んでしまい、慌てて目を拭う。

　泣いている場合じゃない。自分の気持ちをしっかり伝えないと。だけどそれより先に、村瀬さんが口を開いた。

「おっしゃることはごもっともです。現に僕の母が普通の家庭の出身で、とても苦労していましたから。父に隠れてひとり、泣いていることもありました」

　村瀬さんの話を聞き、お父さんとお母さんは複雑な表情で顔を見合わせた。

「一度はさくらさんのことを諦めようと思いました。……ですが、それができなかった。結婚するならさくらさん以外の女性は、考えられないんです」

　包み隠さず話してくれた彼に、胸がいっぱいになる。零れ落ちた涙を拭き、お父さん、お母さんと向き合った。

「私も村瀬さんがうちの会社の副社長だと知って、釣り合わない、報われない恋だって思ってたの。でも知れば知るほど好きになって、諦めることなんてできなかった」

　両親にぶつけた本音に感極まり、せっかく拭った涙が再び零れ落ちた。だけど拭うことなく続ける。

「お父さんの言うことは、もっともだと思う。この先、つらい思いをするかもしれない。でも、村瀬さんのそばにいること以上の幸せなんてないの。それに村瀬さんは、どんなことも一緒に乗り越えてくれる人だから」

　隣に座る彼を見れば、優しく微笑んだ。そしてふたりで再び両親と向き合う。

「僕も同じ気持ちです。さくらさんとともにたくさんのことを乗り越え、これから先の長い人生を過ごしていきたいと思っています。なにがあっても幸せにします」

　そう言うと村瀬さんはテーブルから少し離れ、畳に頭がつくほど深々と頭を下げた。

「どうか娘さんを僕にください。結婚をお許しいただけませんでしょうか？」

　好きな人が私と結婚したいと言ってくれた。こうして両親に頭を下げてくれた。それがこんなにも嬉しいことだなんて。

「お願いします」

　ワンテンポ遅れて私も村瀬さんとともに、深く頭を下げた。

　彼以外の人と結婚なんて考えられない。だからこそ、大好きな両親に祝福してほしい。

　その思いで頭を下げ続けていると、畳が擦すれる音がした。

「ふつつかな娘ですが、どうぞよろしくお願いします」

　彼とふたり顔を上げると、私たちと同じようにお父さんとお母さんが頭を下げていた。その姿を見た瞬間、とめどなく涙があふれて止まらなくなる。

「ありがとうございます。さくらさんとともに、おふたりのような温かく幸せな家庭を築いていきます」

　両親に向かって言ってくれた村瀬さんの言葉。そしてお母さんとお父さんの目に光るものが見えて、涙を止める術を失ってしまった。

「あぁ、もうさくら。そんなに泣かないの」

　ティッシュを渡してくれたおばあちゃんも泣いている。村瀬さん以外泣いている状況に、私たちは声を上げて笑ってしまった。

「だけど本当によかったわね、さくら。あなた、本当に村瀬さんのことが大好きだったものね」

　突然そんなことを言い出したお母さんにギョッとなる。

「そうだな。毎日来るかもわからないのに、村瀬さんのために日替わり弁当を取っておいた甲斐があったんじゃないか？」

　お母さんに続いて、からかい口調でとんでもないことを暴露してくれたお父さん。

「ちょ、ちょっとやめて」

　なにを言い出すかと思えば！

　前のめりになって止めるものの、ふたりの口は止まらない。

「村瀬さんが日替わり弁当が好きだと聞いてから、この子ったら村瀬さんがいつ来てもいいように、毎日ひとつだけ取っておいたのよ？　来なかった日は自分で買い取って」

「――え」

　知られたくなかったことを暴露され、居たたまれなくなる。隣から村瀬さんの視線を感じるから余計に。

「本当なの？　さくら」

　ゆっくりと隣を見れば、半信半疑で私を見る彼と目が合う。

「本当ですよ。村瀬さんが来なかった日の落ち込みっぷりったら……ねぇ、お父さん」

「あぁ。見ていられないほどだった」

　もう本当にやめてほしい。恥ずかしくて、止めることもできない。

「そうだったのか。おかしいと思っていたんだ。あんなにおいしい弁当が行くたびに残っていたから。俺がいつもおいしい弁当を食べられていたのは、さくらのおかげだったんだね」

「ありがとう」と言われ、ますます恥ずかしさが増す。顔が真っ赤であろう私を見て、両親とおばあちゃんは笑うばかり。

　賑やかな空気が流れる中、奥の部屋から物音が聞こえてきた。

「あら、楽しそうな笑い声を聞いて、おじいさんが目を覚ましたようだわ」

　ゆっくりと立ち上がったおばあちゃんが、居間の襖ふすまを開けるより先に開いた。その先に立っていたのは、おじいちゃんだった。

　久しぶりに見るおじいちゃんは、思ったより元気そう。しっかりとした足取りで居間に入ってくると、おじいちゃんは私を見て表情を緩めた。

「久しぶりだな、さくら。元気だったか？」

「うん。ごめんね、最近なかなか来られなくて。おじいちゃん、元気そうでよかった」

　久しぶりの再会に嬉しくなり、立ち上がっておじいちゃんのもとへ駆け寄る。

「さくらの晴れ姿に、曾ひ孫まごを見るまでは死ねんからな。店にも改装後、立つつもりだ」

　得意げに言うおじいちゃんに、思わず笑ってしまった。するとおじいちゃんは村瀬さんに目を向けた。私も遅れて彼を見ると、彼は慌てて立ち上がる。

「初めまして。村瀬誠司と申します」

　自己紹介する村瀬さんは、どこか怯えているよう。

　優しいおじいちゃんだけれど、初対面の人には大抵怖がられる。それというのも顔がちょっぴり怖いから。村瀬さんの目にも、そのように映っているのかもしれない。

「誠司君、さくらと近くの川で魚を釣ってきてくれんか？」

「魚、ですか？」

　急なお願いにポカンとなる村瀬さん。

「よろしく頼むよ」

　お父さんたちに「父さん、なに言ってるんだよ」「村瀬さん、行かなくていいですからね」と言われる中、おじいちゃんは私にだけそっと耳打ちして、自分の部屋へ戻っていった。




「俺、おじいさんに嫌われたようだ」

　あれからおじいちゃんの言いつけ通り、釣り道具を持って村瀬さんとともに向かう先は、近くの河原。

　その道中、あまりの落ち込みっぷりを見せる村瀬さんに頬が緩んでしまう。

「大丈夫ですよ、おじいちゃんは村瀬さんを嫌ってなどいませんから」

「そんなことはないだろ。俺、気に入らないから追い出されたんじゃないのか？」

　だけど村瀬さんは信じてくれなくて、そんな疑惑を抱く。

「違います。おじいちゃんは村瀬さんのためを思って、私と釣りをしてこいって言ったんです」

「どういうことだ？」

　首を傾げる彼に、さっきおじいちゃんに言われたことをそのまま伝えた。

「男にしかわからんことだが、結婚の挨拶ほど神経がすり減るものはない。ここにいたら気が休まらんだろうから、釣りに連れ出してやれって」

「そう、だったのか」

「それとおじいちゃんは、新鮮な魚料理を村瀬さんに振る舞いたいんだと思います。昔、私が結婚相手を連れてきた時は、とびっきりおいしい料理を振る舞ってやるって口ぐせのように言っていたので」

　もしかしたら誰よりも村瀬さんが来るのを待ち望んでいたのは、おじいちゃんなのかもしれない。

　それにさっき、『いい男をつかまえたな』って言われた。つまりおじいちゃん、居間でのやり取りに聞き耳を立てていたってことだよね？

「じゃあ俺は、さくらのご家族全員に認められたと思っていいんだよな？」

　まだ不安は拭えないようで聞いてきた村瀬さんに、すぐに答えた。

「はい」

　するとやっと安心できたのか、村瀬さんは足を止めてその場にしゃがみ込んでしまった。

「よかった」

　深いため息とともに漏れた安あん堵どの声。

　私も同じように膝を折って、村瀬さんの顔を覗き込んだ。

「両親に言ってくれたこと、嬉しかったです。ありがとうございました」

　彼の気持ちがヒシヒシと伝わってきて、泣いてしまったほど嬉しかった。

「それは俺のセリフ。それと弁当もありがとう」

　村瀬さんは、意地悪な顔で弁当ネタを蒸し返してきた。

「もう、それは忘れてください」

「悪いけど一生忘れられないよ。それほど嬉しかったから」

　そう言うと立ち上がり、大きな手が差し伸べられた。

「たくさん魚を釣って帰らないとな」

「そうですね」

　笑顔で彼の手を掴むと、一気に身体を引き上げられた。そのまま強く握られた手。

「さくら、釣りはしたことあるの？」

「はい、子どもの頃は帰省するたびにおじいちゃんとやってました。村瀬さんは？」

「子どもの頃、父さんと数回だけ。だから教えてくれる？」

「もちろんです」

　笑い合いながら新緑が揺れる陽だまりの中、歩を進めていく。

　たとえこの先、どんなにつらいことがあっても、今日のことを思い出せばなんだって乗り越えられそう。

　それからふたりで楽しく釣りをして大自然の中、穏やかな時間を過ごした。

　見事大漁で、魚を持ち帰ったおじいちゃんはご満悦。お父さんとともに食べきれないほどの手料理を振る舞ってくれた。

　日帰り予定だったのに、おじいちゃんに『明日も休みなら、泊まっていけばいい。部屋はいくらでもある』と引き留められ、急きょ一泊することに。

　村瀬さんは、お父さんの晩酌に遅くまで付き合っていたようだ。私もお母さんやおじいちゃん、おばあちゃんと久しぶりにいろいろな話をして、夜は更けていった。

　次の日。また近々来ると伝え、おじいちゃんの家を出たのは十一時過ぎ。車内で村瀬さんはこう言った。

「結婚後も頻繁に来よう、ふたりで。いや、近い将来三人、四人で」

　それはつまり、私たちが家族になってからの未来。

　今はまだ想像すらできないけれど、曾孫を見たいと言っていたおじいちゃんのためにも、そんな未来が早く訪れてほしいと願ってしまう。

　でも、なんか気が早すぎませんか？

　胸の奥がムズ痒がゆくなりながらも、どうにか「はい」と返事をすれば、村瀬さんは嬉しそうに顔を綻ばせた。

　そんな未来が訪れたら、自然豊かな陽だまりの中で村瀬さん、そしていつか生まれてくる私たちの子どもとともに、釣りができたら……そう願わずにはいられなかった。










変化と揺れる想い




　目覚まし時計の音で目を覚ますより先に、寝苦しさで目が覚めた。

「暑い」

　起き上がるとすでに太陽は昇っていて、部屋の中はモアッとしている。季節は初夏。今年も本格的な夏が始まろうとしていた。

　いつもの時間に出勤し、スタッフルームでユニフォームに着替え、背中まである髪をうしろでひとつにまとめた。

「今日も頑張ろう」

　ロッカーのカギを閉め、気合い十分にスタッフルームを後にした。




　村瀬さんと栃木を訪れてから、早いもので一ヵ月以上経つ。彼との交際は順調。時間が合えば仕事終わりに会って食事に行き、仕事が忙しくない時は泊まりに来てくれている。

　約束通り、あれから殿山さんのお店にも行った。『やっぱりくっ付いたな』なんて、からかわれてしまったけれど、殿山さんが作る料理はやはりおいしくて、また行きたいと思っている。

　週末は私の家で過ごすようになった。金曜日の夜から日曜日まで一緒に過ごす時間は、まるで夢のように幸せ。何気ない時間を過ごしながら、距離を縮めている。

　幼少期のことや趣味や特技、好きな食べ物に嫌いな食べ物ｅｔｃ、些細なことを知るたびに、不思議と好きって気持ちが膨れていた。

「おはようございます。本日より夏季限定メニューが始まります。麺物なので、少量ずつ提供し、こまめに補充していきたいと思っております。いつも以上に忙しくなるかと思いますが、よろしくお願いします」

　出勤してきた調理員とともにミーティングを行い、さっそく調理に取りかかる。

　暑いこの時期、少しでも涼を感じてもらえたら……という思いで、昨年から夏季限定メニューの提供を始めた。

　週替わりで様々な麺料理が食べられる。今週はそば。来週はうどん。以降、冷やし中華にそうめんを予定している。

　昨年は大好評で、用意していた分が完売するほどだった。今年も天気予報で猛暑になると聞いているから、多めに発注をかけている。

　そばが多く出ると他のメニューに手は伸びづらくなるだろうから、作る量を調整しないと廃棄が多くなってしまう。

　材料は最小限に抑えたけれど、開店後の減り具合を見てうまく調整しないと。

　そんなことを頭の中で考えながらまずは手を洗おうとした時、弥生さんが近づいてきた。

「ねぇ、さくらちゃん。ちょっといい？」

「はい、どうかしましたか？」

　仕事の話だと思って尋ねると、弥生さんは急にニヤニヤし出した。

「みんなが気になっていることだから、私が代表して聞かせてもらうんだけど……」

　そう前置きして弥生さんが周囲を見回せば、みんななにか言いたげに目を細めたものだから、つい身構えてしまう。

「な、なんでしょうか？」

「ズバリさくらちゃん。あなた最近、男ができたわね？」

「えっ!?」

　完全にプライベートなことを聞かれ、一瞬フリーズしていると、弥生さんは弾む声で続けた。

「言わなくてもわかる！　肌つやがいいもの。それに最近ますます綺麗になったしね。いい恋愛をしているんでしょ？　懐かしいわねぇ、私にも燃えるような恋をして女に磨きをかけた頃があったのよ」

「いや、えっと」

　ひとり盛り上がる弥生さんは、深いため息を漏らした。

「そんなに肌つやがいいってことは、相手はかなりのテクニシャンね。寝不足には見えないけど大丈夫？　ちゃんと毎日寝かせてもらえているの？」

「なっ……！　弥生さん!?」

　下ネタ全開の質問に、かあっと顔が熱くなる。そんな私を見て弥生さんをはじめ、みんなが一斉に笑い出した。

　ムキになったことで、彼氏がいると認めたようなものだと今さらながら気づいた。

　ものすごく恥ずかしい。こういう時、弥生さんたちは容赦なく追及してくるから、できるだけ秘密にしておこうと思っていたのに。

　がっくり項うな垂だれると、弥生さんはポンと私の背中を叩いた。

「さくらちゃんが惚れた相手だ。素敵な人なんでしょ？　今度、写真を見せてね。あ、なんなら私たちに紹介してくれてもいいよ？　ねぇ、みんな」

　弥生さんの一声にみんな次々と、「あぁ、連れておいで」「私たちが品定めしてあげる」「イケメンなら、私がもらっちゃおうかな」なんて言う。

　相手が相手だけに、みんなに紹介することはなかなか難しい。でもいつか村瀬さんと付き合っていることを、弥生さんたちに話せたらいいな。

「ありがとうございます。でも！　お話はおしまいです！　お仕事してください」

　お礼に続いてすぐに厳しい口調で言えば、みんな笑いながらも調理に取りかかる。

「なにか困ったことがあったら、いつでも相談にのるからね」

「はい、ありがとうございます」

　私の返事を聞き、弥生さんも持ち場に向かった。

　幸せだよね、私。職場環境にすごく恵まれている。副社長である村瀬さんと結婚したら、いずれはここを離れなければいけないだろう。その日まで精いっぱい務めよう。

　気合い十分に私も調理に取りかかった。




「アハハ、おもしろい人たちだな。うちの社員食堂の調理員さんは」

「昼休みとなるともっとすごいですよ？　大抵の社内事情は把握できちゃいます」

　この日の夜。帰宅して夕食の準備をしていると村瀬さんから連絡が入った。仕事が早く終わったから、会いに行ってもいいかと。もちろんふたつ返事で了承し、彼を招き入れた。

　余り物で作った料理で申し訳ないけれど、村瀬さんはおいしそうに完食してくれて、今は食後の珈琲を飲みながら他愛ない話をしていた。そこで一部を除いた弥生さんたちとのやり取りを話したら、村瀬さんはクスクスと笑う。

「たしかに最近のさくら、肌つやがいいかもね」

　そしてからかい口調で言うものだから、弥生さんに聞かれたことを思い出してしまった。

　本当に弥生さんってば、デリカシーというものがない。テクニシャンとか、寝かせてもらっているのかとか！

　まぁ……経験が少ない私でも村瀬さんは、その……そうなのかなって思うけど。

　そこまで考えてハッとなる。隣に村瀬さんがいるのに、なにを考えているのだろうかと。

　慌てて首を振ってカップに残っている珈琲を飲み干すと、横から感じる視線。その視線をたどると、村瀬さんが食い入るように私を見ていた。

「あの、村瀬さん？」

　耐え切れなくなって名前を呼ぶと、彼は楽しそうに頬を緩めた。

「いや、さくらって本当に表情豊かだなって思って。見ていて飽きないよ。ちなみに今は、なにを考えて百面相してたの？」

「えっ！　百面相ですか？」

「あぁ、怒ったり赤くなったり、恥ずかしそうにしたり。なにを思ってそうなったのか気になる」

　そう言うと村瀬さんは手にしていたカップをテーブルに置き、私の肩に両腕を回した。整った顔が目の前に広がり、息を呑む。

　何度キスを交わし身体を重ねても、いまだに彼の甘い雰囲気に慣れない私の胸は早鐘を打ち続けている。

　それなのに見つめられると目を逸らすことができない。村瀬さんの瞳にドキドキしている自分が映り込んでいるのを眺めていると、彼は頬をすり寄せた。

「もしかして、これから俺とすることを想像して百面相になったの？」

「……っ！　ちがっ」

　身体中の熱が一気に上昇し、声を荒らげてしまう。でも言葉が続かなくて、キュッと唇を噛みしめた。

　どうしよう、すごく恥ずかしい。もしかして引かれた？

　不安になっていると、村瀬さんは私の頬にそっとキスを落とした。そして私の顔を覗き込む。

「違うの？　俺は想像しているよ。さくらには常に触れていたいんだけど、さくらは違う？　俺に触れられるの、嫌？」

　最近の村瀬さんは、なんだか意地悪だ。だって私の気持ち、絶対見透かされているよね？　それなのに、わざと答えるのが恥ずかしいことを聞いてくるんだもの。

「……嫌なわけ、ないじゃないですか」

　彼のシャツの裾を掴み、必死に声を絞り出す。

「そうですよ、村瀬さんに触れられた時のことを考えていました」

　素直な思いを伝えると、村瀬さんは苦しげに顔を歪めた。

「キミは本当に……」

　ため息交じりにつぶやくと、早急に塞がれる唇。

「んっ」

　呼吸もうまくできないほど執しつ拗ように舌をからめとられ、自分のものとは思えない声が漏れるばかり。どれくらいの時間、口づけを交わしていただろうか。

　ゆっくりと唇が離れる頃には、お互いの息は上がっていた。

「さくら……」

　愛しそうに私の名前を呼ぶと、彼の手が頬に触れてくすぐったい。親指が下唇に触れ、再びキスが落とされる。

　すると村瀬さんは私の耳へ顔を寄せた。

「ベッドに行こうか」

　甘いささやきに応えるように彼にしがみつく。すると村瀬さんは軽々と私を抱き上げた。

　それからは蕩とろけてしまいそうなほど甘い時間に酔いしれ、いつの間にか私は意識を手放していた。次に目が覚めたのは、村瀬さんの話し声を聞いた時だった。

「そうですか、それを聞けて安心しました。はい、では予定通り来週に日本を発つ方向でお願いします」

　けだるさを感じながらもまぶたを開けると、私に背を向けた状態でベッドに腰掛け、電話をしている村瀬さんが目に入った。

「お疲れ様です、また明日お願いします」

　電話を切った村瀬さんは、どこか安心した顔をしている。仕事の話だよね。さっき、来週に日本を発つって言っていたし。もしかしてまた以前のような、長期に渡る出張なのだろうか。

　気になって「あの……」と声を上げると、村瀬さんはびっくりして身体を震わせた。

「悪い、起こしちゃって」

　スマホをベッドサイドに置いて布団の中に入ると、村瀬さんはいつものように優しく私を抱き寄せてくれた。

「さっきの電話……」

「うん、仕事のことでちょっと。もしかして聞いてた？　来週に日本を発つって」

「……はい」

　正直に答えると村瀬さんは「そっか」とつぶやいて、よりいっそう私を抱きしめる腕の力を強めた。

「父さんが今、進出を進めているシンガポールへ行ってくる」

「シンガポールに、ですか？」

「あぁ。やっと父さんと母さんに、直接さくらのことを報告できるよ」

　彼のご両親は今、プロジェクト遂行のため、一年の間シンガポールで暮らしている。

　電話で済む話だけれど、こういうことは直接会って報告しなければ意味がないというのが村瀬さんの考え。

　だけど社長は毎日多忙のようで、なかなか私とのことを報告できずにいた。

「山浦さんに父さんのスケジュールを確認してもらったら、二週間後に数日間休みを取っているようだ。そこで父さんと母さんに報告してくるよ、結婚したい大切な女性がいると」

〝大切な女性〟それが彼にとって自分なのだと思うと、嬉しくてたまらない。言葉にならなくて、ただ彼のぬくもりを身体中で感じる。

「それと、俺も少し向こうで仕事を手伝ってくる。父さん、休みも取れないほど忙しいようだから。現地スタッフとコミュニケーションも取りたいしな。だけどそうなると、三ヵ月は帰ってこられないと思う」

「そう、ですか」

　それだけ村瀬さんの仕事は大変で、責任あるものだと重々承知している。しているけれど、このぬくもりの心地よさを知ってしまった今は、三ヵ月も会えないと思うと寂しい。

　でもきっと、寂しいのは私だけではないよね？　村瀬さんも同じ気持ちのはず。だったら、私は笑顔で送り出すべき。

　彼に気づかれないように深く深呼吸をし、ゆっくりと離れる。そして私の様子をうかがう彼に笑顔を向けた。

「気をつけて行ってきてください。……待ってます」

　これから先、将来を誓い合ってからも村瀬さんは何ヵ月も家を空けることがあると思う。その時は笑顔で送り出したい。心配かけたくない。私のことは気にせず、仕事に集中してほしい。

　その思いで伝えると、彼は目を細めた。

「ありがとう。今回、少しでもプロジェクトを進めて近いうちに一度、父さんに帰国してもらうのが一番の目的なんだ。両親に早くさくらのことを紹介したくて。……なんかカッコ悪いな、俺。早くさくらと結婚したくて必死になりすぎ」

「そんなっ……！　カッコ悪くなんてありません。村瀬さんは世界一カッコいいです！　それに私と早く結婚したいと思ってくれているの、すごく嬉しいです」

　バツが悪そうに頭をかく姿を見たら、言わずにはいられなかった。

「私も早く村瀬さんと結婚したいと思っています。〝おはよう〟から〝おやすみ〟まで毎日言える未来が早くきてほしいです」

　そして仕事に行く彼を見送り、帰ってきた彼を出迎える日々が訪れてほしい。そのためにも、強い人間になりたい。村瀬さんのご両親に認めてもらえるような、素敵な女性になりたい。

「ご両親にお会いするまでに、自分を磨いておきますね！　だから村瀬さんもお仕事、頑張ってきてください。私も仕事、頑張ります」

　単純な考えだけれど、大好きな仕事を頑張ることで自分に自信が持てる気がするから。

　すると村瀬さんは力いっぱい私を抱きしめた。

「好きだよ、さくら。……キミのことが好きでたまらない」

　苦しいほど抱きしめられて愛の言葉をささやかれたら、心臓は壊れそうなほど速く動く。それに気づいた村瀬さんはクスリと笑った。

「一度離れようか。でないと、さくらの心臓が壊れそうだ」

「はい、そうしてください」

　降参するようにそう言うと、村瀬さんはまた笑って私の身体をゆっくり離した。だけど次に彼の手が私の頬に触れたものだから、またドキッとしてしまう。

　村瀬さんにこうして見つめられると、目を逸らせなくなる。そして私を見る目は甘くて優しくて。言葉にしなくても見つめられるだけで「好きだ」と言われているよう。

　だけどそれは私も同じなのかもしれない。些細な言動に好きって気持ちがあふれていそうだもの。

　言葉を交わすことなく見つめ合っていると、村瀬さんはなにか思い出したのか、表情が曇った。

「そうだ、大切なことを言わずにまたさくらを抱くところだった」

「えっ!?」

　サラリととんでもないことを言われ大きな声を出してしまうと、村瀬さんはすぐに「冗談だよ」と言う。そして神妙な面持ちで本題に入った。

「今日、勝次叔父さん……専務に断ったよ、彩芽との件」

　早乙女さんの名前を出され、思わず顔が強張る。それを村瀬さんは見逃がさなかった。

「悪かった、もっと早く断らずに。さくらからしてみれば言い訳にしか聞こえないと思うけど、俺も父さんも専務には昔からなにかと世話になってきたんだ。だからどのタイミングで、どうやって断れば穏便に済むか山浦さんと何度も話し合ってきた」

「そうだったんですね」

　相槌を打ちながら、彼の話に耳を傾けた。

「専務には、はっきりと結婚を考えている女性がいると告げたよ。彩芽のことは妹としか見られないとも。もちろんさくらのことは、いっさい話していないから安心してくれ。正式に婚約を発表するまでは、俺たちの関係は伏せておいたほうがいい」

　幸せな日々の中で、早乙女さんとの縁談のことが、ふとした瞬間に頭に浮かんでは、必死にかき消していた。

　村瀬さんは私を好きだと言ってくれた。だったら私は彼の気持ちを信じるだけ。そう思っていたけれど、そっか。私の知らないところで村瀬さんに、たくさん苦労かけてしまっていたんだ。

　専務に断るにしても、私のことを伏せて……となると、いろいろと追及されて大変だったかもしれない。ふたりのことなのに私、全然気づけなかった。

「すみませんでした」

　思わず口をついて出た謝罪の言葉。すると彼は、ギュッと私の頬を手で挟んだ。

「こら、どうして謝るんだ？」

「だって、村瀬さんにばかり大変な思いをさせてしまったから。ふたりのことじゃないですか。それなのに……」

　言葉を詰まらせると村瀬さんは頬から手を離し、優しく私の頭をなでる。

「さくらとのことで、大変だと思うことなどあるわけないだろ？　むしろ悪かった。俺が前もって専務に、結婚相手は自分で決めるとはっきり伝えておけばよかったんだ。そうすれば、さくらに嫌な思いをさせずに済んだのに」

　悔しそうに唇を噛みしめると、再び抱き寄せられた身体。

「俺の出張に同行せず日本に残ってもらう山浦さんにも協力してもらい、専務や彩芽にさくらのことを気づかれないよう、細心の注意を払うつもりだ。それでももし、俺のせいで嫌な思いをさせるようなことがあったらごめん」

　謝罪の言葉を繰り返す彼に、私は首を横に振った。

「謝らないでください。言ったじゃないですか。どんなに嫌なことがあっても、村瀬さんがそばにいてくれたら、なんでも乗り越えられますって。私なら大丈夫です。安心して出張に行ってきてください」

　こうして抱きしめられていると、彼に愛されていると実感できるから。

　正直、早乙女さんのことは気がかりだったけれど、村瀬さんから話を聞けて安心できた。もう大丈夫、不安に思うことはなにもない。

「わかったよ。だけどやっぱり心配だから、なにかあったらすぐ俺に言って。どんな些細なこともだからな？　もちろんなにもなくても、毎日俺から連絡するけど」

　付け足し言われた言葉にクスリと笑ってしまう。

「はい」

　返事をすると村瀬さんは自分の頬を、私の頬にすり寄せた。

「それじゃさくら、もう一回してもいい？」

「――え」

　そう言うと村瀬さんはあっという間に私を組み敷いた。

「三ヵ月分、抱かせて」

「えっ……えっ!?」

　テンパる私を無視して、彼の手が胸の膨らみに触れると、ビクッと身体が反応してしまう。

「さくら……」と、愛しそうに名前を呼ばれれば、彼を受け入れてしまうんだ。

　この日の夜、彼は私の身体の至るところに印を残した。そして『三ヵ月分、抱かせて』と宣言した通り、私は一晩中求められ続けた。




　それから村瀬さんが日本を発つまでの間、会えたのはたった一度だけだった。

　彼は【行ってくる】とメッセージを残してシンガポールへ行ってしまった。

　以前の中国出張同様、弥生さんをはじめ、社内の女性社員からは落胆の声があふれた。

　改めて村瀬さんの人気ぶりを痛感すると同時に、そんな人が私の恋人だということが信じられない。会社にいると身を以て思い知る。

　きっと弁当屋に買いに来てくれなかったら、私と村瀬さんが出会うことはなかっただろう。

　そう思うと、彼との出会いは運命だったのかも……なんて、ロマンチックなことを考えてしまう。

　村瀬さんが日本を発って約二週間。家を出る前に届いた彼からのメッセージ。

【おはよう。今日も仕事、頑張って】

　最近の日課になりつつある、お互いを励ますメッセージに頬が緩む。私もすぐに【おはようございます。村瀬さんも一日、頑張ってください】と返信し、家を後にした。

　今夜は久しぶりに光美と大、三人で飲みに行く約束をしている。きっと村瀬さんとのことを、根掘り葉掘り聞かれるんだろうな。

　それがちょっぴり憂ゆう鬱うつになりながらも、意気揚々と最寄り駅へと向かった。

「それじゃさくらちゃん、お先に」

「お疲れ様でした」

　弥生さんたちが上がった後、雑務を片づけて一度食堂に立ち寄り、戸締まりを確認していく。それが終わる頃、ちょうど終業時間を迎えた。

　扉を施錠してスタッフルームに戻り、着替えを済ませてからスマホを確認すると、光美からメッセージが届いていた。

【今から向かうよー。さくら、今夜は電話では聞けなかったアレやコレ、包み隠さず話してもらうからね】

「やだな、ちょっと怖い」

　彼女のメッセージを見て笑ってしまう。

【わかったよ。覚悟して行きます】と返信してバッグにスマホをしまい、スタッフルームのドアを開けた瞬間、廊下の先にいた人物を見て足が止まる。

　壁に寄りかかっていたのは早乙女さんだった。ドアの音で私に気づき、ゆっくりと近づいてくる。

　どうして彼女がここに？　でも、どう見ても私を待っていたんだよね？

　バクバクと音を立てる心臓。早乙女さんが近づいてくるにつれて、困惑するばかり。

　微動だにできずにいると、早乙女さんは私の目の前で足を止めた。

「猪狩さくらさん、ですよね？」

「はい」

　威圧的な目で見られながら名前を呼ばれ返事をすると、彼女はただ一言「ついてきてください」とだけ言い、先に歩き出した。

「あっ」

　振り返ることなく歩を進める彼女の姿に、困惑しながらもついていくことしかできない。それに秘書課の早乙女さんが私に用があるとすれば、村瀬さんのこと以外考えられない。

　村瀬さんは私のことを伏せてくれたと言っていたけれど、なんらかのかたちでバレてしまった？

　ううん、いずれは周知されることだ。それが少し早まっただけ。だったら、ここで逃げるわけにはいかない。だって早乙女さんは、村瀬さんと幼少期からの付き合いなんだよね？　弟さんとも交流があると言っていた。

　彼と結婚することになったら、今後も付き合いのある人かもしれないのだから。

　そう自分を奮い立たせ、早乙女さんの後をついていく。すると彼女はまっすぐ一階下の重役室が並ぶフロアへ向かい、専務室の前で足を止める。

　もしかして専務が私を呼んだの？

　専務は村瀬さんの叔父でもある。それに、早乙女さんとの縁談話を持ちかけてきた人。そんな専務が私を呼んだのは、間違いなく村瀬さんとのことだよね？

　戸惑う私をよそに早乙女さんが数回ドアをノックすると、すぐに部屋の中から「はい」と返事が聞こえてきた。

　それを確認し、私のことなどいっさいお構いなしにドアを開けた。

「専務、猪狩さんをお連れしました」

　そう言うと鋭い目を向けられ、早く室内に入れと促される。

　どうしよう、怖くて足が震える。――でも、ここで怯ひるむわけにはいかない。村瀬さんが専務に自分の気持ちを伝えたように、私もまた自分に正直でいればいい。彼を想う気持ちは誰にも負けたくない。

　それでも心臓はバクバクとうるさい。少しでも鎮めるように深呼吸して専務室に足を踏み入れた。

　部屋の中央には革張りのソファがあり、壁には無知な私でもわかるほど高価そうな絵画が飾られている。

　専務は部屋の奥の立派な椅子に腰かけていて、入ってきた私を品定めするような目で見た。

　専務は兄である温厚な社長とは違い、とにかく厳しいやり手だと聞いている。部下にはもちろん自分にも厳しく、些細なミスも許さない。

　そんな専務だからこそ、社長も村瀬さんも絶大な信頼を寄せているのかもしれない。

　早乙女さんがドアを閉めると専務は立ち上がり、私の様子をうかがいながら近づいてきた。

「キミが猪狩さんか。悪いね、突然お呼び立てして」

「いいえ」

　表情はにこやかなのに、威圧感に圧倒されて言葉が続かない。

　すると専務は私の前で足を止めると、顔からスッと笑みを消した。

「だけどわかっているだろう？　どうして私に呼ばれたのか」

　きっと……ううん、間違いなく村瀬さんのこと。

「はい」

　返事をすると専務は「それなら話が早い」と言って、クルリと背を向けた。

「誠司君から早乙女君との縁談を断られるとは、夢にも思わなくてね。会社のためにも、誠司君のためにもいい話だ。それに彼女は、まったくの他人というわけではなく誠司君の幼なじみだ。経営者になる身として、断る理由などないはずだった」

　そう言うと専務は、机上にあった一枚の封筒を手に取る。

「誠司君は結婚したいと思う相手について、頑なに口を割らなくてね。悪いが独自に調べさせてもらった。それで納得したよ。相手がキミだから口を割らなかったのだと」

　封筒をグシャッと握りしめると、専務は私に鋭い目を向けた。

「秘書の山浦のガードが堅くて、なかなかキミに接触する機会がなかったが、やっと今日その機会ができた」

　一呼吸置き、専務は冷ややかな声で言った。

「回りくどいことは嫌いな性た質ちでね、単刀直入に言おう。誠司君とは別れてくれ」

　予想はしていたことだけれど、実際に言われると胸が痛む。それはつまり、私では彼に不釣り合いだと言われているのだから。

「キミと私たちでは、住む世界が違うんだ。結婚も一種のビジネスだ。その中で結婚相手と愛を育めばいい。私はね、兄さんのような苦労を誠司君にさせたくないんだよ」

　そう、だよね。村瀬さんがお母さんがひとり、泣いていた姿を見てきたように、社長が苦労されているところを専務は一番近くで見てきたはず。

　きっと早乙女さんとの結婚を勧めたのも、私を呼び出して『別れてくれ』と言ったのも、すべて村瀬さんのため。

　くしゃくしゃになった封筒を机に置き、専務はゆっくりと椅子に腰かけた。

「なにより私は、この会社をもっと大きくしたい。そのためにも誠司君には、早乙女君と結婚してもらうのが最善の策なんだ。大丈夫、キミにもいつか見合う男性との出会いがあるさ。誠司君とでは、あまりに不釣り合いすぎる。……わかってくれるね？」

　有無を言わさぬ物言いに、思わず返事をしてしまいそうになる。

　だけど専務に言われたことは、村瀬さんが副社長だと知ってから、嫌というほど思い知ったこと。それでも私は彼とともに歩む未来を選んだんだ。

　なにも言わない私に理解したと思ったのか、専務は硬い表情を崩した。

「話は以上だ。うまくキミのほうから誠司君に別れを切り出してくれ」

　もう用はないと言わんばかりに、専務は仕事に取りかかる。

　ううん、話はまだ終わっていない。私は村瀬さんに別れを切り出すつもりなどないから。

「どうぞお帰りください」

「申し訳ありませんが、私は彼と別れるつもりは微み塵じんもございません」

　早乙女さんがドアを開けようとした時、声を張り上げた。

　私の声に専務は仕事をする手を止めて顔を上げると、みるみるうちに表情を険しくさせていく。

「どういうことだね？」

　怒りを含んだ声で言われ、息を呑む。だけどすぐに自分を奮い立たせた。

「私が村瀬さんに不釣り合いなことは、百も承知です。それは村瀬さんも同じです。それでも私たちは、たくさん悩んで一緒に生きる未来を選びました」

　もしかしたら、私以上に村瀬さんのほうが悩んだかもしれない。それでも彼は、私を選んでくれた。

「私はこの先、どんなことが起こっても彼と乗り越えていく覚悟でいます」

「覚悟、ね。それはキミが経営者の妻となるということがどういうことなのか、理解していないからできる程度の覚悟だろう」

　鼻で笑われ、「そんなことありません！」と喉もとまで出かかった言葉を飲み込んだ。ここで感情的になったらだめだ。

　その間も専務は、私をバカにするような口ぶりで続ける。

「それにキミの職場は社員食堂。ただ、料理を作るだけの仕事しか経験のないキミに、管理職のなにがわかる。加えて実家は弁当屋。それも畳んで地元に戻ったそうじゃないか。キミは誠司君に、なにもかもが不釣り合いだよ」

　声を荒らげて机をバンッと叩く専務に肩がすくむ。でも……！

「なんて言われようと、私は私と結婚したいと言ってくれた村瀬さんの気持ちを信じています。彼から『別れよう』と言われない限り、私は別れるつもりはございません」

　周りになんて言われようと、私は村瀬さんの言葉を信じているから。

　まっすぐに見つめて伝えた相手、専務は怒りで握りしめた拳こぶしが震えている。

　後悔はない。専務の言う通りに村瀬さんに別れを切り出すことは、絶対にしたくないから。

「長居してしまい、申し訳ありませんでした」

　一方的に頭を下げ、唖あ然ぜんとして立ち尽くす早乙女さんにも小さく一礼し、足早に専務室を後にした。その瞬間、力が抜けて身体がふらついてしまう。

　緊張した。震えるほど怖かった。

　どうにか足に力を入れて、おぼつかない足取りでゆっくりとその場を離れた瞬間、専務室からは怒鳴り声が聞こえてきた。

　その声にびっくりして、逃げるように誰も乗っていないエレベーターに乗り込む。

　ゆっくりと下がっていく中で、少しずつ緊張が解けていく。

　私がさっき専務に言い返したことで、この先どうなるかわからない。それでも言わずに後悔するより、言って後悔したほうがいい。

　少なくとも村瀬さんなら、そうするはず。「よく言ったな」って褒めてくれるよね。

　そんな場面を想像してしまい、頬が緩む。

　ちょうどエレベーターが一階に着いて降り、自分の足音が異様に響くのを感じながら歩を進めて玄関を抜けたところで、光美たちと約束をしていたことを思い出した。

「いけない、連絡しないと」

　足を止めて慌ててスマホを見ると、光美と大から着信とメッセージがあった。

　すぐに【ごめん、今から会社を出ます】と送って、駆け足で向かった。




　待ち合わせ場所である、商店街の一角にある居酒屋に着くと、すぐにふたりからどうして遅くなったのか問われた。

　乾杯もそこそこに事の経緯を説明していると、光美は身体をワナワナと震わせ、最後まで話し終えると勢いよく立ち上がった。

「なんなの!?　その専務！　村瀬さんの叔父だかなんだか知らないけど、よくもうちの可愛いさくらに、怒鳴って不釣り合いだなんて言ってくれたわね」

　今にも会社に乗り込みそうな剣幕の彼女を、私と大は必死になだめる。

「いや、専務もきっと会社と村瀬さんのためを思って言ったんだと思うの」

「それにしたって、あんまりじゃない！」

　一向に怒りが収まらない様子の光美は腰を下ろし、一気にビールを喉に流し込んだ。

「でも私も言い返しちゃったし。お互い様かなって」

「いやいや、当然の権利でしょ！　むしろもっと言ってやればよかったのよ。クソ親父くらい」

　彼女の口から出た汚い言葉に、大と顔を見合わせると、つい笑ってしまう。

「時田、そのへんにしとけよ。それに俺たちはその専務に対して怒るんじゃなくて、怯まずに自分の気持ちをはっきり伝えることができたさくらを労ねぎらうのが先じゃないか？」

　そう言うと大は、私を見て白い歯を覗かせた。

「よく頑張ったな、さくら。相手は専務だろ？　しかも村瀬さんの叔父だっていうのに、よく逃げずに立ち向かった」

「大……」

　幼なじみにこうして褒めてもらえると、自分の言動は間違いじゃなかったと思える。

「そうだね、さくらはよく言ったよ。昔のさくらなら、絶対言えなかったよね」

　大に続いて光美は感慨深そうに言う。

「さくらがここまで強くなったのは村瀬さんのおかげかな？　愛の力は偉大だね」

　からかい口調で言うと、子どもを褒めるように頭をなでてくるものだから、その手を払い除けた。

「もう、子ども扱いして」

「えぇー、そんなつもりはないんだけど？」

　なんて言いながら光美は悪い顔をしている。完全にからかっているでしょ。

　ムスッとしていると、大は手を二回叩いた。

「今夜は俺の奢おごり。思いっきり飲んで食え。なにがあっても負けるなよ、さくら。自分が強くなれるほど好きな相手と巡り合えたんだ。そんな相手と誰もが出会えるわけじゃない」

「うん」

　私もそう思う。これほど惹かれる相手とはこの先出会えないし、出会えたことが奇跡だよ。

「料理、なかなかこないな。ちょっと見てくる」

　そう言うと席を立ち、厨房に向かう大の背中を見つめていると、隣に座る光美はボソッとささやいた。

「やばい、胸に矢が刺さった」

「えっ？」

　耳を疑うことを言った光美を見ると、自分の胸もとを両手で押さえていた。

「どうしたの？」

「さっきの坂本の言葉よ。『怒るんじゃなくて労うのが先だ』からの、『なにがあっても負けるなよ』。昔から坂本のことはいいやつだと思っていたけど、本当にいい男すぎる」

「光美……」

　え、ちょっと待って。これはもしや、ついに大の長年の想いが実る時がきたの？

　期待で胸を膨らませていると、胸もとを押さえていた光美は、今度は腹部をさすった。

「ん？　ちょっとトイレ行ってくるわ」

「あ、じゃあ私も」

　トイレでなら大に聞かれないか心配することなく、いろいろと詮索ができる。

　彼女とともに立ち上がり、トイレへと向かう。その道中、光美は「さっきの坂本は、ちょっとカッコよかったなー」なんて言うものだから、思わず「それは恋じゃないかな!?」と言いそうになってしまった。

　でも私が言うものじゃない。光美自身が恋だと気づかなければ意味がないよね。ましてやふたりは、長い時間友人関係を築いてきたのだから。

　トイレを済ませて手を洗っていると、遅れてすっきりした顔で光美が出てきた。

「いやー、最悪。毎月恒例のものになっちゃったよー」

「そうだったんだ、大丈夫？」

「ん、平気」

　そう言いながら手を洗い、光美はあっけらかんと言う。

「坂本にときめいたのも、生理がきたからかな？　ほら、よく女性ホルモンのバランスが崩れるって言うじゃない？　でなきゃ可お笑かしな話よね。坂本をカッコいいと思うなんて」

「アハハ」と声を上げて笑う光美とは違い、こっちは笑えない。

「いやいや、光美。生理とか関係ないんじゃないかな？　だってさっきの大は私から見ても、カッコいいと思ったもん」

　本人が気づかなければ意味がないとわかっていても、言わずにはいられない。これではあまりに大が不ふ憫びんだ。

「そっか、やっぱりカッコよかったよね。……坂本かぁ。今まで恋愛対象にしてこなかったけれど、よく考えればアリよね」

「そ、そうだよ！　幼なじみとして、大はオススメ！」

　ついムキになってしまうと、光美は目をパチクリさせた。

「さくらがそんなにムキになるなんて、珍しいね。……でも、さくらにオススメされたら無視はできないかな。仕事も落ち着いてそろそろ恋愛したいと思っていたし、向こうに戻る前に一度、坂本をデートに誘ってみようかな」

「うん、それがいいと思う！　いつも会うのは三人でだったから、ふたりで遊んだら新たな発見もあるよ」

　嬉しくていつもより饒じょう舌ぜつになる私に、光美もまんざらでもない様子。

「なんか、どうしよう。この久々の恋愛が始まる感じにドキドキする。ちょっと前向きに頑張ってみるわ」

「うんうん」

　光美にデートに誘われたら大、泣いて喜ぶんじゃないかな。いい方向に進むといいな。

　やる気をみなぎらせる光美とともにトイレを出て戻る途中、ふと、足が止まる。

　あれ？　光美じゃないけれどそういえば私、この前生理がきたのはいつだった？

　思い出すと、一ヵ月以上きていないことに気づく。

　今まで一度も遅れたことはなかった。社会人になって生活環境が変わった頃も、予定通りにきていたし。それなのにきていないのはなぜ？

　ある考えが頭をよぎり、咄嗟に自分のお腹に触れてしまう。

　もしかして、妊娠している？

　ううん、村瀬さんはいつも避妊してくれていた。でも、避妊は百パーセントではないっていうし、予定外の妊娠をしたって話も聞いたことがある。

　妊娠の可能性がゼロとは言い切れない。だけど……。

「さくら、どうしたの？」

　急に足を止めた私を心配して駆け寄ってきた光美。

「あっ」

　妊娠しているかもしれない。そう思うと頭の中は真っ白になると同時に、焦りを覚える。

　このタイミングでもし本当に妊娠していたら？　それに仕事だって……。

「さくら、本当にどうしたの？　具合いでも悪いの？」

　心配する光美に肩を揺すられても、困惑してしまい、しばらくの間なにも言えなかった。










守っていきたい




　土曜日。光美に付き添ってもらい朝一で向かった先は、休日でも診療している産婦人科医院。

　やわらかなオルゴールの音色が鳴り響く待合室。ゆったりと座れるソファ席には、多くの妊婦さんが腰かけている。

　産婦人科を訪れるのは人生で初。どうしても緊張してしまう。ましてや受診目的が、妊娠の可能性の確認なのだから。

　光美の話を聞いて、自分の生理が遅れていることに気づいた。それもだいぶ長く遅れていることに。

　あの時は一気に様々なことが頭を駆け巡って、真っ白になってしまった。

　少しして我に返り、心配する光美に生理がきていないことを伝えると、『病院に行って調べてもらおう。それが一番間違いないもの。私も一緒についていくから』と言ってくれたんだ。

　彼女に甘えて、お互いの仕事が休みの今日訪れていた。

　問診の際に妊娠の可能性があることを伝えると、尿検査をするように言われた。そして順番がくるまで、光美とともに待っているわけだけれど……。

　今日までずっと考えていた。もし、妊娠していた時のことを。

　子どもは好きだし、結婚したらいつかは欲しいと思っていた。でもそれは本当、まだまだ先の話だ。

　村瀬さんと一緒になるには、大きな壁に立ち向かわなければならない。

　彼のご両親にもご挨拶をさせてもらっていないし、できるなら叔父である専務にも認めてもらいたい。

　仕事だってそう。やっと管理栄養士として働く毎日に、充実感を覚えてきた。弥生さんたちとの関係も築けている。

　妊娠していたら今までのように働けなくなるよね。自分の代わりはいない。辞めるとしたら、誰か代わりの人を見つけてもらう必要がある。産休に入るにしても同じだ。どっちにしたって、みんなに迷惑をかけることになる。

　でも、本当に妊娠していたら？　村瀬さんの子どもがお腹の中にいるとわかったら、私はどんな気持ちになるのだろうか。

　答えの出ない問題をグルグル考えていると、待合室にアナウンスが流れた。

「猪狩さくらさん、診察室にお入りください」

　自分の名前が呼ばれ、ドキッとなる。

　診察室に入れば妊娠しているかどうかわかると思うと、心が落ち着かない。

　それでもどうにか立ち上がると、光美が心配そうに聞いてきた。

「さくら、一緒に話を聞こうか？」

　休みの日にわざわざ病院まで付き添ってくれたんだもの。さすがに診察室までは甘えられない。その思いで笑顔で伝えた。

「ううん、大丈夫。行ってくるね」

「うん、行ってらっしゃい」

　光美に見送られ、診察室へと向かった。

　ドアを数回ノックして室内に入ると、担当の女性医師に「まずは、エコー検査をしましょう」と言われ、ベッドに横になる。

「失礼します。検査のためにジェルを塗りますね。少し冷たいです」

　看護師にそう言われながら服をまくられると、お腹に塗られた冷たいジェル。すると先生が私の腹部にエコーを当てた。

　画面を見ながらお腹を行き来させて、確認している。そして機械を操作しながら何枚かプリントした後、エコー検査は終了。

　身支度を整えて椅子に腰かけると、先生は私に笑顔で言った。

「おめでとうございます、ご懐妊です。検査の結果、七週目に入ったところですね」

　嘘――。ご懐妊……七週目……。

　先生に言われた言葉を、何度も頭の中で繰り返す。そして両手でそっと自分の腹部に触れた。

　本当に妊娠しているの？　私と村瀬さんの赤ちゃんがいる？

　ずっと「妊娠しています」と言われたら、どんな気持ちになるのだろうと考えていた。でも、答えは出なかった。

「こちらをご覧ください。まだわかりづらいかもしれませんが、元気に成長していますよ」

　先生に渡されたエコー写真。小さくてお豆みたいで、本当に言われないと赤ちゃんだってわからない。……だけどなぜだろう。自分の中に新たな命が宿っているんだと実感して、目頭が熱くなる。

　実際に妊娠していると言われないと、どんな気持ちになるかなんてわからなかった。

　あんなに不安なことばかりが頭を巡っていたのに、写真を見た瞬間、すべて消えてなくなる。この小さな命が愛おしい。なにがあっても守りたい。その気持ちしかない。

　感情は昂ぶり、熱い涙が零れ落ちた。

「すみませっ……」

　恥ずかしい、先生の前なのに泣くなんて。

　慌てて涙を拭うと、先生は首を左右に振った。

「わかります。泣いてしまいますよね。自分の中に新しい命が宿ったのですから」

　優しい言葉とともに差し出されたティッシュ。

「ありがとうございます」

　受け取って涙を拭っても、なかなか止まってくれない。

「いいですよ、落ち着いてからお話しいたしますね」

「はい」

　それから血液検査などをして、先生から妊娠中に気をつけるべきことを聞き、看護師からは母子手帳交付に関してや、次の通院日についてなど事細かに説明を受けた。

「ありがとうございました」

　診察室を出ると、心配していた光美は私を見るなり駆け寄ってきた。そして神妙な面持ちで問う。

「ど、どうだった？」

　そんな光美にそっと「妊娠してた」と伝えると、彼女は目を丸くさせた後、みるみるうちにその目を赤く染めた。

「嘘、本当に？　やだ、どうしよう。おめでとう～」

　わっと泣き出した光美にギョッとなる。

「ちょ、ちょっと光美」

　一気に視線を集めてタジタジになってしまう。……でも、自分のことのように喜んでくれた光美に、私までもらい泣きしてしまった。

　微笑ましい眼差しを向けられながら呼ばれるのを待ち、会計を済ませて病院を後にすると、光美は感慨深そうにつぶやいた。

「さくらがママになるのかぁ」

　光美の言葉に駅まで向かう道中、無意識のうちに自分のお腹をなでてしまう。それを見て彼女は「フフッ」と笑った。

「さくらってば、もうすっかりママの顔になってる。病院に来るまでは不安でいっぱいって感じだったのに。やっぱり実際に妊娠しているって聞かされたら、不安なんてなくなった？」

「うん」

　自分でも驚いている。あんなに妊娠していたらどうしようって、マイナスのことばかり考えていたのに。

「正直ね、怖かったの。もし妊娠していたら、今までの生活が一変することになるでしょ？　会社のみんなにも迷惑をかけることになる。でも先生に妊娠しているって言われて、エコー写真を見せられたら、自分でもわからないんだけど涙が出てきちゃって……」

　こうして話しているだけで感極まり、また泣きそうになる。それほど感動してしまったんだ。

「村瀬さんの子どもが自分のお腹の中にいると思うとすごく愛しくて、なにがあっても守っていこう。そう思えたの」

「そっか」

　すると光美は、急に私の手をギュッと握った。

「楽しみだね、生まれてくるのが。さくらの子どもだもの、男の子でも女の子でも、絶対可愛いんだろうなー。生まれたら有給休暇をフル活用して帰ってくるからね！」

「ありがとう」

　私も光美の手を握りしめ、手をつないだまま歩を進めていく。

「村瀬さんには、いつ報告するの？　たしか今、シンガポールにいるんだよね？　そうなると電話で報告かな？」

「そうなっちゃうよね。できるなら直接顔を見て言いたいけど」

　村瀬さんが戻ってくるのは、再来月の予定だし。さすがにそれまで内緒にしておくわけにはいかない。

　一般的につわりは、妊娠四週から七週目に症状が出る人が多いようだけれど、私はまだその兆候がない。中にはまったくつわりの症状が出ない人もいるようで、もしかしたら私もそうなのかもしれないと言われたけど、もしこの先症状が出たら、みんなに迷惑をかけることになる。

　その前にちゃんと会社に報告しないといけないもの。

　それに両親にも伝えたい。だけど誰よりも一番に報告したいのは、やっぱり村瀬さんだ。

「きっと村瀬さん、泣いて喜ぶんじゃない？」

「そうかな？」

　からかい口調で言う光美に、照れくさくなる。

　実際はどうだろう。でも村瀬さんも子どもが好きって言っていたし、きっと喜んでくれるよね。

「あ、そういえば会計の時に言われていた母子手帳は、いつ取りに行くの？　今日は土曜日で、お昼までしか窓口開いていなかったんでしょ？　そうしたら平日に行くしかないよね」

「うん。月曜日は発注した食材を受け取ったり、検品したりしないといけないから火曜日以降かな。半休だけもらって取りに行ってくるよ」

　病院からも、早めに交付を受けてくださいと言われているし。

「ねぇ、仕事は大丈夫なの？　安定期に入るまでは安静にしたほうがいいんだよね。それに今、専務との一件以来大変なんでしょ？」

　先生からも仕事は無理しない範囲で……とは言われているけれど、今の状況が状況だけにそうはいかない。

　専務にはっきりと自分の気持ちを伝えた次の日から、毎日早乙女さんは秘書課の同僚を引きつれて社員食堂に来ていた。

　そこで、以前にも増してお皿に取った料理を大量に残していく。さらに『味付けが変』『野菜が固かった』『まずくて全部食べられない』といった、なにかしらの苦情を言う。

　そのたびに頭を下げて謝罪する私を、早乙女さんは勝ち誇った顔で見ては去っていく。その繰り返しだった。

　当然弥生さんたちは激怒し、上層部に報告をするべきだと目をつり上げている。

　廃棄ロスの問題もあるし、私もまだ今の状況が続くようなら報告するつもりではいるけれど……。嫌がらせをする原因は、間違いなく私だろう。

　上層部に報告をすれば、村瀬さんの耳にも入るかもしれない。理由を知ったら、彼はどう思うだろうか。

　早乙女さんは妹のような存在だと言っていた通り、村瀬さんは彼女を可愛がっているように思えた。その相手が、こんな子どもじみた嫌がらせをしていたと知ったらどう思う？

　それに早乙女さんも、言われて仕方なく縁談を受け入れたわけではなく、村瀬さんのことを想っていたから政略結婚を受け入れたのかもしれない。

　そうだとしたら、私に嫌がらせをする理由にも納得がいく。

　いろいろなことを考えると、自分はどう判断して動くべきなのか迷っていた。

　考えにふけっていると、光美はつないでいる手をギュッと握りしめた。

「無理だけはしないでね。人の命より大切なものなんて、なにもないから。それにこれまでの話を聞いていると、食堂のみんなはいい人ばかりみたいだし、事情を説明すればわかってくれると思うよ」

　光美の言う通り、弥生さんたちなら「大丈夫だよ、気にせず休んで。無理はしちゃだめ」って言ってくれるだろう。迷惑をかけても、文句を言わない人たちだと思う。

　心配する光美を安心させるように、笑顔で伝えた。

「ありがとう。でも大丈夫。幸いつわりはないし、赤ちゃんも順調だって聞いたから。無理せず、気をつけて仕事は続けるつもり。代わりの人が見つかるまで……ううん、せめて早乙女さんたちの問題が解決するまでは」

　クレームはすべて私に言われているけれど、弥生さんたちだって自分たちが作った料理をまずいと言われては、よく思っていないはず。

「頑張るよ」

「さくらがそう言うなら……。でも本当、無理だけはしないこと！　嫌なことがあったら、いつでも愚痴を聞くからね！」

「うん、ありがとう」

　こうして心配して、力になってくれる存在がいるから頑張れる。

　改めて感謝の思いを口にすると、光美はやっと表情を和らげた。

「親友なんだから当然でしょ？　私だけじゃない、会社の人たちも坂本もきっと商店街のみんなも、さくらの力になりたいと思っているよ。だからなにかあったら、周りを頼るんだよ？　甘えてもいいんだからね」

「うん」

　私の返事を聞いて安心したのか、光美は思い出したように言う。

「坂本にも伝えないとね。この前、すごく心配していたから」

「そうだね」

　あの時は頭の中が真っ白で、心配する大にただ、『大丈夫』としか言えなかった。

　それからも、商店街を通って顔を合わせるたびに心配してくれたよね。だけど話が話だけに、体調が悪いだけだったと誤魔化していた。

「坂本のことだから、大号泣しちゃうんじゃない？」

　光美は笑いながら言うけれど、まさにその場面が想像できちゃう。大って意外と涙なみだ脆もろいところがあるから。近いうちに大にも報告しよう。

　帰り道。光美とイタリアンカフェに寄ってランチをしたら、話は尽きず別れたのは十六時前。

　今日から明日まで村瀬さんは、社長とともに休み。弟夫婦も呼んで家族でシンガポールを観光すると言っていた。そこで私のことを報告するとも。

　村瀬さんに妊娠の報告をするのは、その後がいいよね。母子手帳をもらってから言おうかな。

　その時のことを考えて自然と頬を緩ませながら、家路に就いた。




　週明けの月曜日。新たな気持ちを胸に、忙しい一日が始まった。

「それでは今日も一日、よろしくお願いいたします」

　調理開始前にミーティングを行い、それぞれの持ち場について調理に取りかかる。

　私もさっそく野菜の皮むきから始めようとしたが、ふと産婦人科医院の先生に言われた言葉を思い出す。

　仕事内容を話したら、長時間立ちっぱなしにならないよう、こまめに座ってやったほうがいいと言われたよね。皮むきの作業の時は、座ってやろう。

　近くにあった椅子を持ってきて腰かけ、野菜を手にした途端、弥生さんが駆け寄ってきた。

「やだ、さくらちゃんどうしたの!?　座ってやるなんて、どこか悪いの!?」

　血相を変えてこちらに来ると、私のことを食い入るように見る。

「体調悪いなら、無理せず上がりな」

　弥生さんの声にみんなも作業する手を休め、あっという間に囲まれてしまった。

　これはまずい。だけどまだ村瀬さんにも妊娠の報告をしていない今、どう説明すればいいのやら……。

　けれど、私を早退させる方向で話を進める弥生さんたちに、慌てて伝えた。

「すみません、皆さん。ご心配おかけしてしまい。あの、大丈夫です。ただ、その……ちょっと腰を捻ひねってしまって。用心のため、座ってできる作業は座ってやろうと思ったわけでして」

　しどろもどろになりながらも、どうにか納得してもらえるような理由を伝える。するとみんなはそれぞれ顔を見合わせた。

「さくらちゃんがそう言うなら……」

「でも無理は禁物よ。つらかったらすぐ言うこと」

「腰は大事だからね。将来、立派な子どもを産むためにも用心しないと」

　最後にかけられた言葉に、ドキッとしながらも「はい」と返事をすると、再びみんな持ち場に戻っていく。

「本当に無理しないでね。フロアにも今日は私が出るから」

「そんな、大丈夫ですから」

　おそらく今日も早乙女さんたちが来るだろう。それなのに弥生さんにフロアに出てもらうわけにはいかない。

　だけど弥生さんは人差し指を立てて、私に言い聞かせるように言う。

「いいから、こういう時くらい甘えなさい。大丈夫、あの子たちが来たら私がガツンと言ってあげるから！」

　最後に自分の胸を叩いて威勢よく笑いながら、弥生さんも持ち場に戻っていった。

　弥生さんは大丈夫だって言うけれど忍びない。……でも、光美に言われた言葉を思い出す。

『甘えてもいいんだからね』

　早乙女さんが来るまでは、フロアお願いしてもいいかな？　せっかく弥生さんが言ってくれたんだもの、甘えてもいいよね？

　周囲の優しさに改めて感謝しながら、調理に取りかかった。




　無事に料理もできあがり、今日も十一時半のオープンと同時に多くの社員が詰めかけ、席はあっという間に埋まっていく。

　みんなに気遣われ、追加の注文や下げられた食器がくるまでの間、椅子に座らせてもらった。

「いらっしゃいませ」

　フロアには弥生さんの声が響いている。

　こうして厨房からフロアを見渡すのは久しぶりかも。新鮮な気持ちで眺めては、追加の料理を作ったりしていると時間はあっという間に過ぎていく。

　そして閉店まで三十分を切った頃、やはり今日も早乙女さんたちがやって来た。

「さくらちゃん、来たよ」

　手が空き、食材の在庫チェックをしていると声をかけられた。すぐフロアに目を向けると、早乙女さんたちがトレーを手に、次々と料理を皿に盛っている。

　もしかしたら私がフロアにいなければ、クレームをつけてこないかもしれない。それなら弥生さんに迷惑をかけることもないし、ありがたいんだけど……。

　そんな私の願いも虚しく、それぞれ席につき、数口食べたところで早乙女さんは再び席を立った。

　そしてまっすぐ向かう先は弥生さんのところ。だけど先手を取ったのは弥生さんだった。

「どうかされましたか？」

　弥生さんに対して早乙女さんは、片眉を上げた。

「どうもこうもないわ。春雨サラダ、なんか変な味がするんだけど。味つけを間違っていない？　すっごいまずかったわよ」

「あら、そうですか？　他の方々はおいしいと言ってくれましたが……。あなたの味覚は少し他人とは違うのかもしれませんね。どんなにおいしい料理もまずく感じる、特殊な舌でもお持ちなのかしら？」

　負けじと言い返した弥生さんに、ギョッとなる。

　ちょ、ちょっと弥生さん！　それはさすがに言い過ぎでは!?

　案の定、早乙女さんは声を荒らげた。

「なんですって!?　ちょっと！　ここの責任者は誰!?　どういう教育をしているのかしら！」

「すみませんでした！」

　急いでフロアに出て、謝りながらふたりのもとへ駆け寄った。

　突然現れた私に一瞬驚きながらも、早乙女さんは鼻を鳴らす。

「さっき、そこの調理員に暴言を吐かれたんだけど」

「申し訳ありませんでした」

　相手は専務の秘書。この一件のせいで弥生さんを解雇に……なんて流れになる可能性もある。なにかと力になってくれて、長年尽くしてくれた弥生さんを、こんな理由で辞めさせるわけにはいかない。

　謝罪の言葉を繰り返して頭を下げると、弥生さんが私の腕を掴んだ。

「さくらちゃん、頭を下げることないんだよ！　ここ最近、ずっと屁へ理り屈くつばかり言ってきて……！」

「弥生さん」

　必死になだめるものの、弥生さんの怒りは収まらないようで、早乙女さんに鋭い眼差しを向けた。

「あなたがまずいって言う料理の食材の経費はねぇ、半分は会社が負担してくれているんだよ？　それを毎回残して……。廃棄ロスにご協力くださいっていう、あの張り紙も読めないのかい？」

　バカにしたように言いながら、弥生さんは食堂内に貼ってあるポスターを指差した。

「こっちが言いたいね！　子どもでもわかるようなことを理解できない秘書がいる秘書課の責任者は誰!?って」

　啖たん呵かを切った弥生さんに、早乙女さんは怒りで身体を震わせている。

　弥生さんの気持ちは嬉しいけれど、非常にまずい状況だ。食事をしていた社員たちも、何事かといった目で見ている。これではあっという間にあることないこと変な尾ひれがついて、噂が流れてしまいそう。

　とにかく謝って、早乙女さんに怒りを鎮めてもらおうとした時――。

「申し訳ありません。うちの課の者の不行儀なる言動、秘書課の責任者として謝罪いたします」

　突如聞こえてきた男性の声。

　誰もが声のしたほうへ目を向けると、他の社員に交じって食事をしていた山浦さんが立ち上がった。

「山浦さん？　どうしてここに」

　急にうろたえ出す早乙女さん。そんな彼女のもとへ山浦さんはまっすぐ向かってくる。

　シンとなる食堂内で、山浦さんは厳しい目を早乙女さんに向けた。

「早乙女さん、なにをやっているのですか？　社員の憩いの場で大声を出して。秘書としての自覚をお忘れですか？」

「違います！　私はただ、料理が変な味がしたので、注意をしたまでで……」

　この状況になっても非を認めない早乙女さんに、「まだ言うか!?」と声を上げた弥生さんを必死に止める。

　その間も山浦さんは早乙女さんを追及していく。

「変なお味ですか？　私も早乙女さんと同じものを今さっきいただきましたが、とてもおいしかったですよ。それにあなたはなにか勘違いをしているようです。ここは会社が経営する社員食堂です。調理員の皆さんは、あなたたちと同じ我が社の社員なんですよ？　その仲間にこのような場で暴言を吐くなんて。そればかりか、利用の際は料理を残されているようですね。食堂内のポスターにあるように、我が社が廃棄ロス活動に賛同しているのをご存じのはず」

　山浦さんがそう言うと、さすがの早乙女さんも押し黙った。そして山浦さんが次に厳しい目を向けたのは、早乙女さんと一緒に来ていた秘書課の人たち。

「あなたたちもこちらにいらして、彼女とともに謝罪してください。……食堂の皆さんが、心を込めて作ってくださった料理を故意に残すなど言語道断。早乙女さんの振る舞いはもちろん、それを止めなかったあなたたちも同罪です」

　すると彼女たちも席を立ち、うつむいたままこちらに来て早乙女さんと並んだ。そして山浦さんに促され、次々と私と弥生さんをはじめ、厨房にいるみんなにも謝罪していく。

　よかった、これで問題は解決しそうだ。弥生さんに対してもお咎とがめはないだろう。でも……。

「よそった料理は、しっかりと休憩時間内に完食するように」

　早乙女さんたちにそう言うと、彼女たちを席に戻し、最後に山浦さんは私たちに目を向けた。

「猪狩さん、皆さん。この度は誠に申し訳ございませんでした」

　そして深々と頭を下げる山浦さんに、私も弥生さんも恐縮してしまう。

「頭を上げてください」

「そうですよ！　……でも、今後は彼女たちに同じことを繰り返さないよう、きつく言ってください」

　弥生さんはそうチクリと言うと、「厨房の片づけを手伝ってくるね」と去っていく。ふたりっきりになった場で、私は改めて山浦さんに感謝の思いを伝えた。

「ありがとうございました。山浦さんがいなかったら、弥生さんがどうなっていたか。お手数おかけいたしました」

「いいえ、悪いのはうちの課の者ですから」

　そう言うと山浦さんは周囲を見回し、声を潜めた。

「こちらこそ副社長に頼まれていたのに、もっと早くに気づくことができず申し訳ありませんでした。この件はしっかりと報告をして、副社長からも今後このようなことがないよう、ご配慮いただきますので」

「そんな！　彼には言わないでください」

「しかし……」

　私の申し出に、山浦さんは困惑している。

　村瀬さんが知ったらショックを受けるだろう。

「山浦さんが早乙女さんたちに言ってくれましたし、謝罪も受けました。きっともう同じことはしないと思います。彼女たちも反省しているようですし」

　チラッと早乙女さんたちを見ると、山浦さんの言いつけ通り、休憩時間内に完食すべく、黙々と食べ進めていた。

「だから大丈夫です。今回の件はどうか、ご内密にお願いします」

　頭を下げると、山浦さんは小さく息を吐いた。

「わかりました。この件は副社長の耳には入れません」

　その言葉に安堵して顔を上げると、目が合った山浦さんは表情を緩めた。

「本当、副社長に素敵な出会いがあったこと、嬉しく思います。今後もどうぞ副社長をよろしくお願いいたします」

「いえ、そんなこちらこそ」

　しみじみと言われた言葉に、温かな気持ちでいっぱいになる。

　山浦さんは村瀬さんが入社した当初から、ずっと彼の秘書についていると聞いている。そんな人から彼をよろしくお願いしますと言われたら、ジンとしてしまう。

　丁寧に一礼すると「私もしっかり完食していきます」と言い、山浦さんは席に戻っていった。

　心の中でもう一度山浦さんに、「本当にありがとうございました」と唱えて私も再び業務に戻る。

　厨房では弥生さんたちが、「すっきりしたねー」「これで日々のストレスがなくなるよ」「さすが副社長の秘書様だ」なんて声が聞こえてきた。

　すぐに「勤務中ですよ」と注意すると、みんな返事をしながらそそくさと持ち場に戻る。

　だけど私も安心した。きっともう早乙女さんが嫌がらせしてくることはないよね。

　その思いで彼女のほうを見ると目が合う。その瞬間、睨まれてしまった。

「まぁ！　あの子ったらまた……！　どれ、もう一度私が言ってやろうじゃないの」

　それを見ていた弥生さんが厨房から出ていこうとするから、慌てて引き留める。

「弥生さん、落ち着いてください。ほら、彼女ただ目が悪いだけかもしれませんし」

　だけど心は大きく揺れている。本当に安心してもいいんだよね？

　一抹の不安は拭えずにいた。

　しかし次の日、早乙女さんたちが社員食堂を訪れることはなかった。現場を見ていた社員から噂はあっという間に広まり、秘書課のモラルを問う声もあったと弥生さんたちが昼休みに話しているのを聞いた。

　それだけ噂が広まるということは、いずれ村瀬さんの耳に入るかもしれない。そうならないことを祈るばかりだった。




　木曜日。この日は半休をもらい、朝一で区役所を訪れていた。

『こども保健福祉課』で病院から出された、妊娠届出書を提出。母子手帳とともに妊婦健康診断や、妊婦歯科健康診断などの受診票や公費負担チケットが交付された。

　そしてもうひとつもらえたのは、普段の生活の中でよく目にしていたマタニティマークのバッジ。バッグなどに付けて妊婦だということを知らせるためのものだ。

「お腹が目立つようになるまでは、妊婦だと気づかれないことが多いと思います。しかし、安定期に入るまでの今が一番身体を大切にしなければいけない時期です。ぜひ今から付けてください」

　そう言われ、もらったばかりのバッジをバッグに付けると、よりいっそうお腹の中に赤ちゃんがいるんだと実感させられる。

「ありがとうございました」

　担当者にお礼を言い、交付された母子手帳などが入った封筒を手に保健福祉課を後にした。

　帰ったら記入できるところは記入しないと。手帳に赤ちゃんの記録が増えていくのが楽しみだな。

　バス停に着き、到着時間を確認すると、ついさっき行ってしまったばかり。次のバスは二十分後。座って待とうと思い、ベンチに腰かけた。

　自然と目に入るバッグに付いているバッジ。さっき、言われるがまま付けたけれど、今から会社に行くのに付けっぱなしはまずいよね。まだ会社に妊娠の報告はしていないもの。

　そう思い、外そうとした時。その手をいきなり掴まれた。

　びっくりして私の手を掴んでいる腕をたどっていくと、まばたきもせずにジッと私を見つめていたのは早乙女さんだった。

　どうして早乙女さんがここに？

　突然目の前に現れた人物に、頭の中が真っ白になる。手にしていた封筒もバッジも隠し忘れるほどに。

　すると彼女はそれらを見て私の手を離し、表情を歪ませた。

「書類を届けに区役所に来たら、あなたがこども健康福祉課から出てくるところを偶然見て目を疑ったわ。どういうこと？　あなた、妊娠しているの？」

　慌てて封筒やバッジを手で隠すものの、時すでに遅し。

　しっかり見られてしまった今、早乙女さんは確信を得た目で追及してきた。

「結婚前に妊娠だなんて……。相手はもちろん誠司君よね？　もしかして他の人の子どもを身ごもって、誠司君に結婚を迫ったの？」

「そんなっ……！」

　否定しようと立ち上がったけれど、彼女はすぐに声を被せてきた。

「口ではなんとでも言えるわよね。この前はずいぶんと勝次おじ様の前でカッコいいことを言っていたけど、あなたは本当に誠司君の立場をなにもわかっていないわ」

　一呼吸置き、早乙女さんは軽蔑した目で私を見る。

「誠司君は、うちの会社の次期社長なのよ？　そんな彼が授かり婚なんて……。誠司君がこれから付き合っていかなければいけない取引先の人たちは、昔ながらの考えの人が多く、授かり婚なんて聞いたらどう思うか。最悪、信用を失うこともあるかもしれないのよ。些細なことが、会社の運命を左右することもあるの」

　私は妊娠のことを村瀬さんに話したら、喜んでくれると思っていた。……ううん、きっと喜んでくれると思う。でも早乙女さんの言う通り、私の妊娠のせいで村瀬さんの仕事に関して、迷惑をかけることになるのでは？

　彼が生きる世界を知らないからこそ不安になる。

「本当、誠司君はどうしてこんな人を選んだの？」

　ボソッとつぶやかれた言葉が、胸に深く突き刺さる。

　すると早乙女さんはギュッと唇を噛みしめた。

「仕事もプライベートも、私のほうが誠司君を支えてあげられる！　彼がどんな思いで厳しい世界で生きてきたか、誰よりも知っているから。なによりずっと前から誠司君のことを想ってきた。それなのに、どうして突然現れたあなたが誠司君の子どもを妊娠して結婚するの!?　それは私だったはずなのにっ……」

　最後は声にならない声で叫ぶように言うと、早乙女さんの瞳からは大粒の涙が零れ落ちた。

　その涙から痛いほど彼女の想いが伝わってきて、胸が苦しくなる。

　早乙女さんも村瀬さんのことが好き。その気持ちは私と同じなのだろう。でも彼を想う気持ちでは負けたくない。負けたくないけれど……。

　さっき言われた言葉がずっと頭の中で繰り返される。

　私より早乙女さんのほうが、村瀬さんのことを知っていると思う。私は幼い頃の彼を知らないし、どんな思いで生きてきたかも知らない。どんな立場でどのような世界で仕事をしているのかも、想像はできてもその苦労やつらさに共感し、寄り添うことは叶わない。

　それにこの子だって、考えたくないけどもしかして彼にとって邪魔な存在になってしまうの？

　考えれば考えるほど、マイナスのことばかりが浮かんでいく。

「誠司君には話したの？」

「えっ？」

　早乙女さんを見れば、あふれた涙を拭いながら私が手にしている封筒を指差した。

「今日区役所に来たってことは、まだ妊娠が発覚して間もないんでしょ？　だったら話せていないわよね。誠司君は今、シンガポールだし」

　そう言うと早乙女さんは大きく瞳を揺らした。

「誠司君のことが本当に好きなら、別れを切り出すべきよ。結婚前に身ごもったあなたがいたら、誠司君の今後の妨げにしかならないもの。……その子も本当に誠司君の子かどうか怪しいけど、ひとりで育てていくお金がないなら私が出してあげる。もしかして妊娠したのも、お金が目的だった？　ご両親が店を畳むほどですもの、まとまったお金が必要だったの？」

「そんなわけないじゃないですか！　お金なんていりませんから！　それにこの子は正真正銘、村瀬さんの子どもです」

　ひどい、両親のことなんてなにも知らないくせに、そんなことを言うなんて。

　悔しくて声を荒らげて言い返すと、早乙女さんは片眉を上げた。

「どっちみち誠司君にとって、迷惑な子でしかないわよ。彼が日本にいなくてよかったわね。さっさと退職願を提出してその子どもと一緒に、ご両親のもとへ行ったら？」

　吐き捨てるように言うと、ちょうど到着したバスに乗り込んだ。だけど私は乗ることができず、発車するバスを見送り、そのまま力なくベンチに腰かける。そして、おもむろに触れてしまうのは自分のお腹。

　早乙女さんに言われた言葉が、頭から離れてくれない。この子は村瀬さんにとって、迷惑な子でしかないのだろうか。

　ううん、そんなことない。村瀬さんなら喜んでくれる。そう、信じたい。

「会社、行かなきゃ」

　みんなには腰が痛いから半休をもらい、念のために病院を受診してくると伝えてある。それなのに午後も行かなかったら心配させてしまうもの。

　立ち上がって次のバスの時刻を確認すると、三十分後。それでは間に合わない。

　区役所に戻って、玄関付近に停まっていたタクシーに乗り込んだ。車の中で忘れずにバッジを外し、会社へと向かった。




　会社に到着した頃は、ちょうど片づけ作業をしているところだった。心配するみんなに病院で検査してもらい、とくに異常はなかったと伝えたところ、心底安心した顔を見せた。

　それを見て、嘘をついていることに罪悪感を抱く。

　その間に弥生さんたちは、今日の状況を話してくれた。今日も早乙女さんたちが来ることはなかったし、山浦さんの一件があったからか昨日に続き、料理を残す人も誰もいなかったと。

　村瀬さんだけではなく、弥生さんたちも私が妊娠していると知ったら、やはり迷惑に思うだろうか。単純に光美のようにみんな喜んでくれると思っていたけれど、本当は違うのかもしれない。

　そう思うと、気持ちは沈むばかりだった。




　仕事を終えて帰宅後、すぐにソファに身体を沈めた。少ししてバッグから取り出したのは、交付された母子手帳。

　帰ったら記入しようと思っていたのにな。今はそんな気分になれない。

　可愛い赤ちゃんのイラストが描かれた手帳を眺めていると、スマホが鳴った。手に取り確認すると、電話の相手は村瀬さんで一気に緊張が高まる。

　どうしよう、でもこの時間はいつも仕事を終えて家にいるもの、出なかったら心配させちゃうよね。

　一度大きく深呼吸をして、電話に出た。

「もしもし」

『あ、さくら？　ごめん、今大丈夫？』

　聞こえてきたのは、変わらない彼の優しい声。それを聞いただけで涙があふれそうになり、慌てて答えた。

「はい、大丈夫です。ちょうど家に帰ってきたところなので」

　いつも通りを心がけて答えると、続けて「なにかあったんですか？」と問う。

　日本を発ってから、村瀬さんが平日に電話をかけてくるのは初めてだ。私を気遣ってか電話は休日のみで、仕事がある日はメッセージでやり取りをしているから。

　もしかして、早乙女さんが村瀬さんに妊娠のことを話したのだろうか？

　そんな不安を抱いていると、村瀬さんは言いにくそうに言った。

『ごめん、用があるわけじゃないんだ。ふと、さくらの声が聞きたくなっただけ』

「えっ？」

　私の声が聞きたくなっただけ？

『仕事が山場を越えたところでさ。疲労困こん憊ぱいだったんだけど、こうしてさくらの声を聞けたら元気が出たよ』

　村瀬さん……。

　だめだ、涙を抑える術がなく、次々と零れ落ちていく。

『予定より早く帰れると思う。そうしたら真っ先にさくらに会いに行くから。思いっきり抱きしめさせてくれ』

　私も早く村瀬さんに会いたい。抱きしめてほしい。でも、そうしたいと言ってくれるのも、こうして優しい言葉をかけてくれるのも、まだ彼は私の妊娠を知らないからでは？と思ってしまう。

『聞いてるのか？　さくら。……もしかしてさくらは俺に会いたくない？』

「そんなっ……！　そんなことありません。私も会いたいです」

　涙を抑えて放った言葉は、少し震えてしまった。それに気づいた彼がすぐに聞いてくる。

『なにかあったのか？　声がいつもと違う』

「いいえ、なにも」

『本当に？』

　疑いめいた声でもう一度聞かれ、心が揺れる。

　話してしまったほうがいいのだろうか。いずれは伝えなくてはいけないこと。でも、喜んでくれなかったら？　迷惑だと思われたらどうする？

　想像しただけで怖くなり、必死に誤魔化した。

「本当になにもありません。……ちょっと風邪気味で」

　苦し紛れに出た嘘に、村瀬さんは心配そうに言う。

『大丈夫か？　熱は？　病院には行った？』

「大丈夫です、ただ喉が痛いだけなので」

『そうか。でも安静にすること。無理はしないようにな』

「はい」

　優しくされればされるほど、切なくなるばかり。いつもだったら電話をしたらずっと話していたくなるほど楽しいのに、今は話しているのがつらい。

「すみません、今日は早くご飯を食べて寝ようと思います」

『あぁ、それがいい。薬は家にあるのか？』

「はい。軽くなにか食べて薬を飲んで早く寝ますね」

　電話を切りたい一心で早口でまくし立て、「また連絡します」と告げ、通話を切った。

「ごめんなさい、村瀬さん」

　通話の切れたスマホに向かって漏れた声。

　風邪なんて引いていないのに嘘をつき、心配かけてごめんなさい。

　目にたまっている涙を拭うと、お腹が鳴った。こんな時でもお腹が空くんだと思うと、なぜか笑えてしまう。

　もしかしたらお腹の赤ちゃんが、こういう時こそしっかり食べて元気を出せって言ってるのかな？

　でも今から作る気にはなれず、なにか買ってこようと思い、商店街にあるお肉屋さんに向かった。そこでコロッケを買い、帰りに八百屋に立ち寄ってサラダ用にトマトとレタス、きゅうりやパプリカを購入。

　商店街のみんなと話をして元気をもらい、そして冷静になることができた。

　泣いたって、彼に話すことを先延ばしにしたって、お腹の中に赤ちゃんがいることは変わらない事実。それなのに私、なにやっているんだろう。

　アパートまでの道中、つい目で追ってしまうのは小さな子どもばかり。

　昔から子どもが好きで、お店に買いにきてくれた子と接するのが好きだった。みんな素直で可愛くて、見ているだけで癒されて。自分の子どもだったら、どれほど可愛いのだろうか。

　立ち止まり、お腹をなでてしまう。

　村瀬さんの子どもだもの、ものすごく可愛いよね。それに誰もが子どもを授かれるわけではない。世の中には不妊に悩む人も大勢いる。その中で子どもを授かれた私は幸運だ。

　村瀬さんや周りの人がどう思うかわからない。不安もあるけれど、宿った命を守ってあげられるのは私だけ。

　だったら生む以外の選択肢などない。クヨクヨせずに前に進まないとだめじゃない。

　再び歩を進める。

　まずは今週末、電話をした際に村瀬さんに言おう。妊娠していることを。会えるのはまだまだ先。そんなに待ってなどいられない。その間もこの子は成長していくのだから。

　村瀬さんがどう思うかわからないけれど、私は生みたい。この子に会いたいもの。

　その後、会社にも報告をしないと。つわりは今のところないけど、急にくるかもしれないと言われているし、そうなったらみんなに迷惑をかけることになる。

　両親にもだ。もし……もしもひとりで育てていくことになったら、頼らざるを得ない。

　これから忙しくなる。だからこそ今はたくさん食べて、元気を出さないとだよね。

　そう自分に言い聞かせて帰宅後、きれいに完食し、早めに就寝した。




　次の日。いつものように出勤し、休憩後は事務作業に取りかかる。先日の診察で妊娠中に起こりえるリスクを聞いた。なにがあるかわからない、元気なうちに仕事を前倒しでやっておこうと思い、一ヵ月先のメニューまで考えたりしていたら、定時から一時間半が過ぎていた。

「嘘、もうこんな時間？」

　急いで片づけを済ませ、スタッフルームへと向かう。

　こんなに遅い時間まで会社にいるのは、初めてかもしれない。いつもは騒がしい廊下もほとんど社員が残っていないのか、シンとしている。

　着替えを済ませてロッカーを施錠し、スタッフルームを出る前にふとスマホを見ると、村瀬さんから二件の着信とメッセージが届いていた。

　昨日風邪を引いていると言ったから、きっと私の体調を心配して連絡をくれたんだよね。

　しかし、ここは会社。いつ、誰に聞かれるかわからない。帰りの電車内でメッセージを送って、帰宅したらすぐに電話しようと思いバッグに戻した。

　誰もいない廊下を進み、エレベーターを呼び出す。

　ほどなくして到着し、ドアが開いたエレベーターに乗り込もうとしたが、足が止まってしまった。

　だってエレベーターには、シンガポールにいるはずの村瀬さんが乗っていたのだから。

「村瀬さん？」

　びっくりして微動だにできなくなる。

　村瀬さんはそんな私を見てホッとしたのも束の間、すぐに眉根を寄せた。

「体調が悪いのに、こんな時間まで仕事をしていたのか？　だめじゃないか」

「えっ……あっ」

　手を引かれてエレベーターに乗り込むと、すぐに彼はドアを閉めて地下二階のボタンを押した。

「送ってく」

　一言そう言った彼は、どこか怒っているようにも見える。だけど手は強く握られたままで離してくれない。

　もしかして私を心配して帰国したの？　ううん、そんなわけない。ただ、仕事の関係で一時的に帰ってきた可能性もある。

　それでも自分の都合のいい方向に考えてしまいそうになり、慌てて首を横に振った。

　目的の階に着くと私の手を引き、彼は地下駐車場を突き進んでいく。そして自分の車の助手席に私を乗せると、すぐに村瀬さんも運転席に乗り込み、車を走らせた。

　地下駐車場から一般道に出ると同時に彼が口を開いた。

「一晩寝たらよくなったのかもしれないけど、だからってこんな時間まで残業することはないだろ？　そんなに急ぎの仕事があったのか？」

「いいえ、そういうわけでは。ただ、集中してやっていたらこの時間になっていて……」

　いつになく厳しい口調で言う村瀬さんに、しどろもどろになりながらも説明する。

　だけど彼が心配してくれているのが言葉や態度から伝わってきて、胸がいっぱいになる。

　すると村瀬さんは深いため息を零した。

「本当に困る。昨夜のさくらの声がいつもと違ったのが気になったし、風邪を引いたって言うだろ？　ひとり暮らしなのに大丈夫か心配で。朝だけ出社してすぐに日本行きの便に飛び乗ったよ。今夜の最終便で戻らないといけないけど、ひと目だけでも顔が見たくてたまらなかった」

　嘘――。それじゃただ私を心配して来てくれたの？　それも今夜またすぐ戻らないといけないのに？

　信じられなくてジッと運転する村瀬さんを見つめていると、私の視線に気づいた彼はハザードランプを点灯させて、路肩に車を停めた。そしてまっすぐに私を見つめる。

「連絡を取り合っていれば、三ヵ月くらい耐えられると思っていた。でも実際に離れると、毎日会いたくてたまらなかったよ。よかった、元気そうで。顔色もいいし安心したよ」

　彼の大きくて温かな手が頬に触れ、そっとなでられていく。

「やっぱり顔を見て話をしないとだめだな。電話やメッセージじゃ足りない」

　優しく微笑んだ顔はすごく素敵で、私が大好きな笑顔――。

　私……本当にどうしようもないほど村瀬さんが好きでたまらない。ううん、こんなに優しくて素敵な人を好きにならないほうがおかしい。

　仕事が忙しく、数時間しかいられないのにこうして会いに来てくれるなんて……。

「夕食まだだよな？　どこか食べに行こうか。それとも食欲ない？」

　どこまでも優しい彼に、熱い涙が零れ落ちた。

「どうした？　どこか痛むのか？」

　突然泣き出した私に、村瀬さんは慌て出す。

「大丈夫か？」

　長い指で涙を拭ってくれる彼は、すごく心配そう。

　昨日は早乙女さんに言われて不安になってしまった。きっと早乙女さんのほうが村瀬さんのことを知っていると思う。立場だって彼女のほうが近くて、わかり合えることも多いはず。

　それでも私がそばにいてもいいよね？　私が知っている村瀬さんを信じたい。優しくて誠実で、そんな彼に愛されていると。この先、なにがあっても決して手を離さずにいてくれると。

　大丈夫、村瀬さんならきっと子どもができたと話したら喜んでくれるはず。

　その思いが強くなり彼を見つめた。

「さくら？」

　村瀬さんは、不思議そうに私の名前を呼ぶ。

　大丈夫と自分に言い聞かせても、やはりいざ打ち明けるとなると緊張する。

　高鳴る心臓を必死に鎮めながら口を開いた。

「ごめんなさい、違うんです、風邪なんて引いていないんです。村瀬さんに話したらどう思うか不安になってしまって」

「えっ？」

　驚く村瀬さんを見たら言葉に詰まる。だけど小さく深呼吸をして打ち明けた。

「生理がきていないことに気づいて病院に行ったら、妊娠していました。……七週目に入っていると」

「妊娠……？　さくらが？」

　大きく目を見開く彼に、心が揺れる。

　やはり迷惑だった？　正式に籍を入れていないのに、妊娠したなんて。

　どう思っているか聞きたいけれど、怖くて聞けない。だけど少しして私は村瀬さんに力いっぱい抱きしめられた。

「どうしよう、さくら。すごく嬉しい」

　嬉しい？　本当に？

「ありがとう。……本当にありがとう」

　涙声で何度も「ありがとう」と言われ、止まった涙が再びあふれ出る。

　喜んでくれているんだよね？　迷惑に思われていないんだよね？

　まだ確信を得ることができなくて、そっと尋ねた。

「いいんですか？　まだ結婚していないのに……」

　聞いた瞬間勢いよく離れ、力強い瞳を向けられた。

「順番なんて関係ない。さくらと結婚したいと思った時から、子どもが欲しいと思っていたんだ。俺とさくらの子どもだ。可愛いんだろうな。今から生まれてくるのが楽しみだよ」

　笑顔でそう言ってくれた彼に、涙があふれて止まらない。

　喜んでくれると思いながらも、早乙女さんに『迷惑な子でしかない』と言われて心が揺れて不安だった。だから本当にホッとしたし、喜んでくれて嬉しくてたまらない。

　泣き続ける私の涙を拭いながら、村瀬さんは疑うような声で聞いてきた。

「もしかして俺が妊娠していると聞いたら、迷惑だと言うとでも思ったのか？　それとも、誰かになにか言われた？」

「ちがっ……！　違います」

　早乙女さんのことを言うつもりはない。彼女に言われた言葉に怒りを覚えたしショックだったけれど、彼を想う気持ちはわかるから。

「結婚する前に妊娠しちゃったら、村瀬さんの仕事に悪影響が出るんじゃないかと思って」

　それは今も思っている。私のせいで迷惑をかけることにならないだろうか。

　不安に思っていると、村瀬さんはすぐに答えてくれた。

「そんなことあるわけないだろ？　むしろいい影響が出るよ。生まれてくる子どものためにも、ますます頑張らないと」

　そう言うと彼は再び私を抱き寄せた。

「ごめんな、病院に付き添うことができなくて。ひとりで行かせてごめん」

「いいえ、病院には光美が付き添ってくれたんです」

「そうか。じゃああとで礼を言わないとな。……でも、妊娠しているかもしれないって思った時、不安に思っただろ？　そんな時にそばにいられなくて悪かった」

　どこまでも優しい彼に、好きって気持ちが大きく膨らんでいく。

　村瀬さんは、どれだけ私のことを好きにさせるつもりだろうか。

　言葉にならず、「そんなことありません」と言うように首を左右に振った。

「父さんたちにさくらのことを話したよ。父さんも母さんも、弟夫婦も喜んでいた。やっと結婚したい女性と出会えてよかったなって。さくらと会えるのを楽しみにしていたよ」

「本当ですか？　……よかったです」

　ご両親にそう言ってもらえて、本当によかった。

「きっと妊娠のことも喜ぶと思う。弟夫婦に早く孫を見せろってせがんでいたから。今夜一度シンガポールへ戻るが、予定を早めて帰国できるようにするよ。父さんたちにも一度帰国してもらおう。さくらのご両親にも報告に行かないとな。あ、ベビーグッズもそろえないといけないよな」

　楽しそうにこれからの話をする村瀬さんに、思わず笑ってしまう。すると彼は「なにが可笑しいんだ？」なんて言う。

「いいえ、ちょっとベビーグッズは早いんじゃないかなって思って」

「そうか？　必要な物だろ？」

「そうですけど……」

　どちらからともなく顔を見合わせると、笑ってしまう。そしてひとしきり笑った後、村瀬さんはまっすぐに私を見つめた。

「ベビーグッズを買いに行く前に夫婦になろう。心配だから早く一緒に暮らしたい。あと、指輪も買いに行かないとな」

　私の左手薬指をなでながら言われ、胸がいっぱいになる。すると村瀬さんはそっと私のお腹をなでた。

「さくらと生まれてくる子どもは、なにがあっても俺が守るから。……いや、さくら。ふたりで生まれてくる子どもを守って、大切に育てていこう」

「はい！」

　守っていきたい、自分の中に宿った大切な命を愛しい彼とともに。

　それから私が住むアパートに向かい、村瀬さんが日本を発つ時間までゆっくりと過ごした。

　一緒に夕食を作って食べて、それからはピタリと寄り添い、生まれてくる子どもの話をしながら――。










未来のために　誠司ＳＩＤＥ




　少し歳の離れた弟のことが昔から可愛くて仕方がなかった。それは大人になった今も同じ。

　弟でもこんなに可愛いんだ。自分の子どもを持ったら、俺はどうなってしまうのだろうか。――なんてことを、さくらと出会ってから何度も想像するようになった。

　だけどそれが現実となり、一年もしないうちに生まれてくるのかと思うと嬉しくて夢のようで、俺はこれまでの人生の中で一番浮かれているかもしれない。




　さくらから妊娠していると報告を受けた日の夜。最終便でシンガポールに戻り、真っ先に両親に会いに行った。

　さくらが妊娠していることを告げると、ふたりとも大喜びしてくれたが、籍を入れる前にさくらを身ごもらせてしまったことに対し父さんが激怒。

　彼女のご両親に一刻も早く謝罪しに行くように言われ、父さんたちも近いうちに一度帰国し、さくらやご両親に挨拶がしたいと言ってくれた。

　そしてなにがあっても全力で彼女を守れとも――。

　父さんにも力になってもらい、シンガポールで片づけなくてはいけない仕事を急ピッチで終わらせ、それから半月ほどで帰国。

　ちょうど戻った日が日曜日の朝で、仕事が休みだったさくらとふたりで栃木へ向かった。

　彼女のご両親にまずは結婚前に妊娠させてしまったことを謝罪し、さくらと生まれてくる子どもを全力で守りますと伝えた。

　怒鳴られる覚悟で行ったが、ご両親はさくらの妊娠を泣きながら喜んでくれた。ふたりが幸せならいい。こんなにめでたいことはないと。

　心から喜んでくれているのが伝わってきて、もらい泣きするさくらを見たら、俺も熱いものが込み上げてきたことは言うまでもない。

　それと彼女の身体が心配だから、籍を入れる前だが一緒に暮らしたいことも伝え、許しを得ることができた。




「遅くなっちゃったな。大丈夫か？　疲れてない？」

　向こうを出たのは十九時を回ってから。行きもそうだったが、帰りも運転中に何度もさくらが心配で聞いてしまう。

　すると彼女はクスリと笑った。

「大丈夫ですよ。村瀬さん、ちょっと心配しすぎです」

「心配して当然だろ？　まだ安定期に入っていないんだから。つわりはないって言うけど、調べたら急にくる人もいるようだ。なにかあったらすぐ俺に言うこと」

　あらゆる書物を購入し、妊娠時期に気をつけなくてはいけないことを学んだ。知れば知るほど不安は募るばかり。なにかあってからでは遅いのだから、当然過保護にもなる。

「ご両親の了承も得たし、来週の土日で引っ越しを済ませよう。……新居でふたりっきりではなく、しばらくはうちで暮らすことになり申し訳ないけど」

「そんな、逆に私のほうこそ申し訳ないです。お世話になってしまい」

「大丈夫。みんなさくらに会えるのを楽しみにしているから」

　本当は新居でふたりでの生活をスタートさせたいところだったが、探す時間も取れず、なにより俺がいない間、彼女をひとりにさせてしまうことに不安があった。

　その点うちの実家だったら、住み込みで働いてくれている家政婦がいる。

　さくらのためにも、しばらくは俺の実家で暮らしたほうがいいと判断し提案したところ、彼女も受け入れてくれたんだ。

「両親もさ、しばらくはさくらと実家で暮らすって言ったら、早く日本に帰りたいって言っていたよ」

　母さんは大喜びするだろうと予想できたが、父さんに関しては想定外だった。

　さくらに会えるのを楽しみにしていたし、孫が生まれたらしたいことを母さんと楽しそうに話していた。

　なにより俺が本当に結婚したいと思える人と出会えたことを、心から喜んでくれた。

　父さんもまた、母さんとは恋愛結婚だった。弟の将まさ生きもそうだ。出会いがないならば、見合いで知り合って好きになれた相手と結婚すればいいとまで言われたこともあり、心配かけていたんだと思う。だからさくらと出会うことができて、父さんを安心させることもでき、俺も嬉しく思う。

　それから彼女が住むアパートに向かい、この日は泊まって久しぶりにふたりの時間を過ごした。




　次の日。久しぶりにさくらの家から出社すると、いつものように山浦さんが出迎えてくれた。

「おはようございます、副社長。長期間の出張、お疲れ様でした」

「いいえ、山浦さんこそお疲れ様でした。こちらでの状況を逐一報告してもらい、急な仕事を送ってもらえたおかげで、向こうで日本での仕事も並行してできましたよ」

「恐縮です」

　そんな言葉を交わしながら机上を見ると、書類の山ができていた。

「山浦さん、これは？」

　顔を引きつらせながら聞くと、彼は淡々と言う。

「副社長にご確認いただきたい書面でございます。各部署からできるだけ早くお目通しいただきたいと承っておりますので、午前中はこちらの作業を優先させてください」

「そうですか」

　いや、一ヵ月以上不在だったんだ。以前、中国に行っていた際も戻ってきた時にはこれ以上の書類の山ができていた。なんてことない。――と自分に言い聞かせても、何枚も書類に目を通していくとさすがに目が疲れてくる。

　その絶妙なタイミングで、山浦さんが珈琲を淹れてくれた。

「お疲れ様です。少し休まれてください」

「すみません、ありがとうございます」

　さっそく淹れてもらった珈琲を飲むと、山浦さんはしみじみと言う。

「お子さんがお生まれになったら、ますますお仕事に精を出されなくてはいけませんね」

「そうですね」

　帰国前に山浦さんには、さくらの妊娠と彼女との結婚時期を早めたいことを伝えた。彼にはなにかと動いてもらうことになるだろうから。

「猪狩さんはお仕事のほうはどうされるんですか？」

「続けたいという彼女の気持ちを尊重しました。本音を言えば心配なので、早めに休んでほしいんですけどね」

　だけど昨夜さくらは、仕事が好きで、今の職場でこれからもずっと働きたいと言っていた。

「相手が俺ということは伏せ、早めに妊娠していることを人事部に報告し、臨時の管理栄養士を早急に見つけてもらうつもりです。さくらには心苦しい思いをさせてしまいますが、正式に結婚を発表するまでは、どうにか誤魔化してもらいます」

　職場のみんなには入社当時から世話になっていると言っていたから、すべて打ち明けたいと思うが、相手が俺であるが故に嫌な思いをさせてしまう可能性もある。

　せめて彼女が安定期に入るまでは、精神的苦痛など与えたくない。

「社員食堂の従業員は、大変噂話がお好きなようなので、猪狩さんのお相手が副社長だと知ったら、あっという間に広まってしまいそうですしね」

　クスリと笑いながら言う山浦さん。

「食堂の方々はきっと悪意などなく、単純に嬉しくて広めると思いますが、そういう良心的な人間ばかりではありません。社内であることないこと噂されたら、傷つくのは彼女ですから」

　自分の会社に勤める社員に対し、そういう目を向けなければいけないことがつらいが、実際に俺自身も重役に昇進するたびに、心ない噂を耳にした。

　誰かしらおもしろく思っていない人間がいる。自分が妬ねたまれる立場にいることを重々承知しているし、仕方のないことだと諦めてもいる。

　しかし、その思いをさくらにはさせたくない。

「出産後のことは、またその時に考えようと話しています。俺は彼女が働きたいなら応援しますし、子育てに集中したいならできる限り協力するつもりです」

　復帰する時は、俺と結婚したことが周知されている状況だ。それをさくらも十分理解している。

　自分のせいで同僚に迷惑をかけることになるなら、一度家庭に入り、子育てが一段落したらまた違う場所で働きたいと言っていた。

　俺と結婚したことでさくらの自由を奪いたくないし、好きなことをしてほしい。

「お話をうかがっていると、おふたりの未来には幸せしか見えませんね」

　珍しくからかい口調で言う山浦さんに、居たたまれなくなる。でも、さくらと過ごす未来はそうであってほしいと願ってしまうよ。

「そのためにも、不安要素は排除しなくてはいけませんね」

　そう言うと山浦さんは、神妙な面持ちになる。

「ご結婚、ご懐妊のお話と一緒に例の件をうかがった時は、耳を疑いましたが……。副社長に言われて調べたところ、残念な結果になりそうです」

「そうですか」

　手にしていたカップをテーブルに置き、椅子の背もたれに体重を預けた。

「まだ確たる証拠を掴んではおりませんが、疑惑が的中していましたら、副社長に早乙女との縁談を勧めてきた背景にも納得がいきます」

「やはりそう思いますよね。俺も同意見です」

　俺がシンガポールに向かったのは、向こうでの仕事はもちろん、社長である父さんから呼ばれたからだ。

　さくらのことがあり、俺にとっても好都合で、急きょ日本を発ったわけだが、父さんから聞かされた話は、すぐに信じられるものではなかった。

　勝次叔父さんが、社長である父さんを通さずに、勝手に他社と新商品の開発に着手しているというのだ。開発にかかる資金は予算委員会を通さずに流しているとも。

　その他社というのが、彩芽の父親が経営する会社だ。

　勝次叔父さんからしてみれば、俺が彩芽と一緒になることで、彩芽の父親が経営する会社との密な関係を築きたかったのかもしれない。

　父さんも最初はただの噂だと信じていなかったが、勝次叔父さんが俺に彩芽との縁談話を持ちかけたと知り、不審に思うようになったらしい。

　もちろん父さんが聞いても勝次叔父さんは口を割ることはなく、デマだと言い張っているとか。

　そこで同じ日本にいる俺に、内密に調べてほしいと言われたのだ。

「猪狩さんとの件は、専務には社長からご連絡がいく手て筈はずになっているんですよね？」

「えぇ。今朝、俺を予定より早く帰国させたことも併せて連絡すると言っていました」

「そうですか」

　勝次叔父さんは、さくらとの結婚を快く思っていないはず。そうなると、そろそろ連絡が入る頃だろう。

　するとタイミングよく鳴った内線。発信元は専務室だった。




「これを見たまえ」

　乱暴にテーブルに置かれたのは、数枚の写真と書類。手に取り見ると、さくらの調査報告書と、以前に一度会ったことがある幼なじみと、楽しそうに写るさくらの写真だった。

「これはいったい？」

　抑えることができず不快感を募らせながら問うと、勝次叔父さんは怒りを露わにした。

「誠司君が相手を教えてくれなかったからね、悪いが独自に調べさせてもらったよ」

　内線で専務室に呼ばれた時点で、さくらに関してなにか言われるとは思っていたが……。

　調査報告書に書かれていたのは、ひどい内容だった。さくらのご両親が店を畳んだのは借金のせいだとか、さくらが俺に近づいたのは金目的だとか。幼なじみに関しても長年に渡り、身体の関係が続いているなど事実無根のことばかり。

「どうして誠司君が、こんな娘にこだわるのか理解できないよ。誰に聞いたって早乙女君以上にお似合いの相手はいないだろう。それに兄さんから今さっき聞いたよ。彼女、妊娠しているようだね。言いづらいが、騙だまされているんじゃないか？　子どもの父親だって誠司君じゃない可能性もある」

「いい加減にしてください！」

　我慢できず立ち上がった。そんな俺を勝次叔父さんは驚いた顔で見る。

「ここに書かれていることは、すべて事実ではありません。それと彼女のお腹の中にいる子は、自分の子どもです。勝次叔父さんが、俺のことや会社のことを考えてくれているのはわかります。ですが自分の人生は自分で決めます」

　はっきりと伝えると、勝次叔父さんは顔をしかめた。

「自分で決めた結果、キミの父親は間違った道に進んだ」

「それは勝次叔父さんの考えであって、両親は違います。ふたりとも一緒になったことを後悔などしておりません。周りがなんて言おうと、父さんは間違った道になど進んでいませんから」

　すぐに反論すると言葉を詰まらせた。今度はこっちが責め立てる。

「それとも勝次叔父さんは、俺に彩芽とどうしても結婚してほしい理由でもおありですか？」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味です。勝次叔父さんの言う俺に似合う相手は、他にもたくさんいらっしゃいますよね？　どうして彩芽にこだわるんですか？」

　疑いの目を向けると、途端に勝次叔父さんはうろたえ出した。

「そ、それは早乙女君は私の親友の娘だからだ！　昔から可愛がっていたふたりが、一緒になってくれたら嬉しいからに決まっているだろう」

　一緒になってくれたら嬉しい、ね。本当にそれだけだろうか。もっと追及したいところだが、こっちで内密に調べていることを悟られても困る。

　机に散らばった写真や書類をまとめた。

「なんと言われようと、俺はさくらと結婚します。どうか勝次叔父さんもさくら自身を見て知ってください。そうすればきっと彼女との結婚を理解してくれると信じています」

　小さく一礼し、専務室を後にした。だけど廊下に出たところで足が止まる。そして見てしまうのは、さくらに関する報告書。

　これも勝次叔父さんが、悪くまとめるよう指示したのだろうか。俺にさくらを諦めさせるために。

　昔から慕っていた相手だからこそ複雑な思いに悩まされる。

　疑惑はデマであってほしかったし、勝次叔父さんにも結婚を祝ってもらいたかったが、その願いは叶いそうにないな。

　ため息ひとつ零し、自室に戻ろうとした時。

「待って、誠司君！」

　追いかけてきたのは彩芽だった。そんな彼女にすぐに注意をした。

「こら、ここは会社だぞ。言っただろ？　会社では役職名で呼べって」

　そんな言葉をかけても、彼女はなぜか切羽詰まった顔をしている。

「どうかしたのか？」

　いつもと様子が違うのが気になって尋ねると、彩芽は今にも泣きそうな顔で訴えてきた。

「どうしてあの子なの!?　悪いけど将来、社長夫人になる器の子とは思えない！　だって結婚前に妊娠するなんて。取引先の誠司君に対する印象だって悪くなるだけだよ？」

　これほど感情を露わにする彩芽を見るのは初めてで、驚きを隠せない。昔からおとなしく、俺の後ろに隠れているような子だったから。

「前に言ってたじゃない。将来は、会社のために結婚するって。それなのにっ……」

　今にも泣き出しそうな彩芽に戸惑う。彼女はただ、幼なじみとして言ってくれているんだよな？　兄のように慕っている俺を心配しているだけであって、決して俺に好意を抱いているからじゃないよな？

　不安が募り、安心したい一心で言った。

「たしかにそう思っていたよ。でも、結婚したいと思える相手と出会ってしまったんだ。彩芽は幼なじみとして、応援してくれるよな？」

　そう、彼女に問う。しかし彩芽はうなずくことなく顔を伏せた。

「悪いけど私は応援できない」

　はっきりと告げると、彩芽は俺を見ることなく踵を返し、専務室へと入っていく。

　応援できないのは、なぜ？　もしかして俺の勘違いではなかった？　いや、彩芽は一度もそういった素振りを見せたことなどなかった。それに好きだと言われたわけではないんだ。

　応援できないのは、さくらのことを知らないからだよな。そう自分に言い聞かせながら副社長室へと戻った。




「これはまた……ずいぶんとひどく書かれておりますね」

「えぇ。そこでお願いがあるのですが、勝次叔父さんが誰に調査を依頼したのか、調べてもらってもいいですか？」

「わかりました」

　持ってきた写真と調査報告書を山浦さんに預けた。

　しかしよくもあれだけ悪く書けたものだ。あらためて書かれていた内容を思い出すと、怒りを通り越してあきれる。

　途中になっていた書類に目を通そうとしたものの、ふと、彩芽に言われた言葉が頭をよぎった。

　そういえば、なぜ彩芽もさくらが妊娠していることを知っていたのだろうか。それにさくらのことをよく知っているような口ぶりだった。

　もしかして勝次叔父さんに聞いたのか？　いや、勝次叔父さんもついさっき父さんからさくらの妊娠を聞いたと言っていた。その直後に俺を呼び出したんだろう。彩芽には話す暇などなかったと思う。だったら、どうして知っていたんだ？

　考え込んでいると、山浦さんに「なにか他に気になることがあったんですか？」と声をかけられた。

「あ、いえ。たださっき、専務室を出たところで彩芽に呼び止められまして。そこで彼女にも勝次叔父さんと同じことを言われたんですよ。なぜかさくらのことをよく知っていましたし、妊娠していることも知っていて……」

　思ったことを口にすると、途端に山浦さんは顔をしかめた。

「そうでしたか」

　一言つぶやくと、なにやら考え込む姿に緊張がはしる。

　もしかしてなにかあるのだろうか。

　聞こうか迷っていると、山浦さんは神妙な面持ちで俺を見た。

「猪狩さんから口止めされていたので、副社長にはお伝えしなかったのですが……」

「え、さくらが口止め？」

　思わず聞き返すと、山浦さんは申し訳なさそうにうなずく。

「副社長が不在中に早乙女と秘書課の者数名が、数日間に亘って社員食堂にて猪狩さんに嫌がらせをしておりました」

「嫌がらせって……彩芽が？」

　信じられなくて目を白黒させてしまう。

　俺が彩芽のことを妹のように可愛がっていることを知っている山浦さんは、言いにくそうに続けた。

「わざと食べきれない量を皿に取って残し、あらゆるクレームをつけておりました。私も気づくのが遅くなってしまったので、猪狩さんには相当嫌な思いをさせてしまったかと」

「そう、だったんですね」

　正直信じられないが、山浦さんが言うのだから真実なのだろう。

「彩芽がさくらに嫌がらせをしていたのは、俺が原因ですよね」

　いや、そうに決まっている。だとしたら、俺の知らないところでさくらにつらい思いをさせていたんだ。

　愕然とする俺に、山浦さんは首を縦に振った。

「早乙女は副社長を慕っているように思います。ですので、おもしろくなかったのでしょう。突然現れた猪狩さんに副社長を取られてしまったのが。もちろんこれは私の憶測でしかありませんが」

　知らなかったとはいえ、悔やまれる。守ると言ったのに、俺はさくらのことを守れていない。逆にさくらに守られてしまった。

「さくらが山浦さんに口止めしたのは、きっと俺のことを考えてですよね？」

　彩芽のことは、妹のような存在だと彼女にも話したことがある。そんな彩芽が自分のせいでさくらに嫌がらせをしていたと俺が知ったら、悲しむと思ったんだろう？

　俺の考えは的中していたようで、山浦さんは「はい」と答えた。

「私のほうから早乙女たちにきつく言いましたので、その後は社員食堂に行っていないようですが。副社長のお話を聞きますと、注意が必要ですね」

「そうですね」

　もしもまた、彩芽がさくらになにかするようなら、いくら妹のように可愛がってきた幼なじみだろうと容赦はしない。

「勝次叔父さんもおとなしく引き下がるようには見えませんでしたし、彩芽とともに注意して様子を見ましょう」

「わかりました」

　もう二度とさくらにつらい思いはさせない。彼女は俺が守ってみせる。

　そう新たに決意を固め、仕事を再開させた。










どうしようもなく好きな人




　両親とおじいちゃん、おばあちゃんに妊娠の報告に行った翌週。私は住んでいたアパートを引き払い、村瀬さんの自宅に引っ越した。

　初めて彼の自宅を目にした時は、あまりの豪邸に腰が抜けそうになった。ムラセの社長のご自宅だもの、すごい家だと予想はしていたけれど、その予想の遥か上をいっていた。

　地上三階、地下一階からなる近代的な造りの一軒家。玄関は全面大理石で、その美しさに圧倒された。リビングも天井が高くて開放感があり、三十畳という広々とした室内には、暖炉が完備されていた。

　一般家庭にはない書庫やシアタールーム。他にトレーニングルームやカラオケ部屋もあり、寝室やトイレ、浴室に至るまで豪華な造りとなっていて、カルチャーショックを受けたほど。

　だけど彼が言っていた通り、家政婦さんには温かく迎え入れられ、新たな生活をスタートさせることができた。

「えぇっ!?　さ、さくらが妊しっ……」

　大は最後まで言わせてもらえず、光美に思いっきり頭を叩かれた。

「バカ！　ここがどこだかわかってるの!?」

「わ、悪い。びっくりして」

　そんなふたりのやり取りに笑みが零れる。

　引っ越しをして初めて迎えた金曜日の夜。来週の火曜日にニューヨークに戻る光美と大の三人で、商店街の一角にある洋食店に来ていた。

　そこで初めて大にも、妊娠していることを報告したわけだけど……。

「商店街のみんなには、さくらが安定期に入ってから自分の口から報告したいに決まっているでしょ？　それなのに大きな声でさくらが妊娠していることを言ったら誰かに聞かれて、あっという間に噂が広まっちゃうじゃない」

　光美が大きな声で言ってしまったら、大の口を封じた意味がない。

「なにー!?　さくらちゃん、妊娠しているんだって!?」

「本当かい!?」

　食事に来ていた商店街の住人にばっちり聞かれ、あっという間に囲まれてしまった。

「いや、その」

　なんて言えばいいのやら。チラッと光美を見れば、顔の前で手を合わせている。大はというと、「やっちまったな」と言いたそうに頭を抱えていた。

　そんな私たちを見れば一目瞭然。確信を得たみんなは「えらいこっちゃ」「これはめでたい！　みんなに知らせないと！」なんて言いながら、急いで食べて店を出ていった。

　これで明日には商店街中に広まるだろう。思わず頭を抱え込む。

「ごめん、さくら！　つい」

「大丈夫。遅かれ早かれ、みんなには伝えるつもりだったから」

　少しすると注文したハンバーグ定食が運ばれてきた。そこには追加注文していないトッピングの目玉焼きが乗っていて、店長に「ご懐妊祝いだ」と言われてしまった。

　好意をありがたくちょうだいし、三人でおいしいハンバーグを食べていると、大がしみじみと話し出した。

「でも、そっか。さくらがお母さんになるのか。なんか信じられないな」

「そうだよね、不思議な感じがするよね。さくらがママになるんだよ？」

　大に続いて光美もそんなことを言う。

「だけど、幼なじみとしてさくらが幸せだと俺まで嬉しいよ。……改めておめでとう」

　すると大の目はみるみるうちに赤くなっていく。

「え、ちょっとやだ、どうして大が泣くのよ」

　ギョッとする私と光美に、大は慌てて涙を拭った。

「しょうがないだろ？　これは自然現象だ！　泣きたいから泣くんだ」

　開き直って堂々と泣く大に、私と光美は顔を見合わせて笑ってしまった。

　光美は宣言通り大を遊びに誘い、つい先日、初めてふたりで出かけてきたらしい。行き先は遊園地。絶叫マシンが大好きな光美に連れ回された大は、目を回したのだとか。

　でもふたりで過ごした時間は思いの外楽しくて、大とはゆっくりと関係を深めていきたいと言っていた。

　どうやら日本で大きなプロジェクトが始動するらしく、近々こちらに戻ってくるかもしれないとか。大のこともあるから、なんとしてでもこっちに戻ってくると言っていた。

　そうなればふたりの距離は一気に縮まり、恋人になったという報告が聞ける日も近いんじゃないかな。

　そんなことを考えている間も、ふたりは言い合いながらも楽しそうにしている。

　大の長年の想いが、光美に早く届くようにと願わずにはいられなかった。




　それからふたりに村瀬さんとの生活を根掘り葉掘り聞かれ、お開きとなったのは二十一時過ぎ。

　迎えに行くと言っていた通り、連絡をすると村瀬さんが店まで迎えに来てくれた。おかげで店長や商店街の人にも目撃され、村瀬さんはみんなに取り囲まれてしまった。

　村瀬さんがみんなに解放されたのは、光美と大が先に帰ってから三十分後。

「お疲れのところ、みんながすみませんでした」

「そんなことないよ。商店街の方たちにもいつか挨拶したいと思っていたから。まぁ、最初はびっくりしたけど、本当にさくらは商店街の人たちに愛されているとわかったよ。絶対にさくらと生まれてくる子どもを幸せにしないと、皆さんに怒られるな」

　駐車場に戻るまでの道中、そう言うと村瀬さんはそっと私の手を握った。

「どうだった？　楽しかった？」

「はい」

　三人で過ごす時間はやっぱり楽しくて、あっという間だった。

「俺もお世話になった時田さんや坂本君に、直接お礼を言うことができてよかったよ。今度ゆっくり家に招待しよう」

「いいんですか？」

「あたり前だろ？　あの家はさくらの家でもあるんだ。好きな時に呼べばいい。なにも遠慮することはないからな？」

　強く手を握られ、胸がキュンとなる。

「ありがとうございます」

　村瀬さんとは、安定期に入ってから入籍する予定となっている。もうすぐ夫婦になるということが、今でもまだ信じられない。

「連休はなにして過ごそうか。どこか出かけるのもいいけど、なにかあったら大変だし、家でのんびり映画でも見ようか？」

「いいですね。実はシアタールームに見たい映画があって」

「それはよかった。じゃあさくらが見たいものをたくさん見よう」

　肩を寄せ合い、他愛ない話をしながら隣を歩けることが幸せでたまらない。

　週末は家政婦さんにも休暇を取ってもらい、広い家でふたりっきりの時間を過ごした。

　そして週明けの月曜日。一週間の始まりは自然とやる気がみなぎる。人事部に聞いたところ、管理栄養士の募集をかけたらすぐに何件か応募があったらしい。後任もすぐに決まりそうだ。

　今週末に、弥生さんたちに相手は伏せて妊娠していることを報告する予定。そしてギリギリまで働きたいということも。着実に彼との結婚、そして出産への準備を進めている。

　ミーティングを終え、それぞれの持ち場に立って調理に取りかかると、一時間もすれば厨房内はおいしそうな匂いで充満していく。

　そしてほとんどの料理を作り終え、店内に並べる作業に入る。すると弥生さんが思い出したように話し出した。

「そういえばあの子、ほら……なんて言ったっけ？　最近来なくなったけど、来るたびに大量に残していた子たちのボス！」

　弥生さんの話を聞き、ひとりが答えた。

「あぁ、早乙女さんね。早乙女彩芽！　彼女がどうかしたの？」

　そう聞くと、弥生さんは待ってましたと言わんばかりに鼻息を荒くする。

「どうかしたもなにも、専務の秘書から外されるらしいよ」

　――え、専務の秘書から外される？

　思わず手が止まり、弥生さんたちのほうを見てしまう。

「噂によると、この前のここでの一件の処分じゃないかって話さ。一部では、彼女の父親と専務が旧知の仲ということもあり、異動させるべきだって声も上がっていたらしいからね。遅かれ早かれだったのかもしれないけど」

「あれだけの騒ぎを起こしたんだ。当然だよ。社内でもだいぶ噂が広まっているようだし」

　そうなんだ。ここ最近、よく食堂内でも早乙女さんの話を耳にしている。

　彼はいっさい仕事の話を家でしないけど、ここまで広まっていたら、村瀬さんの耳にも入っているだろう。噂を聞いて、村瀬さんはどう思ったのだろうか。

　私に直接クレームをつけていたことまでは、聞いていなければいいんだけど……。

　複雑な思いを抱きながら開店準備を進め、定刻にオープンさせると、この日も多くの社員が詰めかけた。

「サラダの追加お願いします。あと麺も茹で始めてください」

　フロアから指示を出して、できあがった料理を補充していく。

　ちょうど客入りのピーク時間を迎えた頃、汚れていたテーブルを拭いていると、厨房のほうから弥生さんが必死に私を手招きした。

　慌てた様子に、焦りを覚える。もしかして緊急事態だろうか。

　足早に向かうと、弥生さんは近寄ってきた私の腕を掴んで引き寄せた。

「さくらちゃん、入口を見て」

　言われるがまま入口を見ると、そこには腕を組んでこちらに鋭い視線を向けている早乙女さんの姿があった。

「ひとりで来たようだけど……どうする？　あの秘書課の山浦さんだっけ？　なにかあったら言ってくれって言っていたし、連絡しようか？」

「いいえ、そんな。もう同じようなことはされないと思います。それに、ただ食事に来ただけかもしれませんし」

　とは言いながら、心の中はざわざわと騒がしい。

　他の社員と同じように、昼食を取りにきただけだよね？　そう、信じたい。

「仕事に戻りましょう」

「……さくらちゃんがそう言うなら。でも！　なにか怪しい動きをしたらすぐに私が連絡するからね！」

　念を押して言うと、弥生さんは調理に取りかかった。私もフロアに戻る途中、チラッと彼女を見ると再び目が合い、慌てて逸らした。

　もしかして、さっきからずっと見られている……？　どうして？　ここに来たのは私に会うのが目的？

　村瀬さんとのことで、なにか言われるのだろうか。ううん、ここは会社。それに早乙女さんは休憩時間中でも、私は勤務中の身。さすがにそんな非常識なことはしないはず。

　だけど常に感じる視線に戸惑う。食事をしている社員も、ずっと入口に立ち尽くしている早乙女さんに気づき始めた。

　するとこちらに近づいてくる気配を感じ様子をうかがうと、やはりまっすぐに私のほうへ向かっている。

　よりいっそう騒がしくなる中、早乙女さんは私の前で足を止めた。集まる視線をいっさい気にする素振りを見せず、早乙女さんは私を睨みつけた。

「あなた、まだ働いていたの？」

「えっ？」

　すると早乙女さんは、わざと大きな声で言った。

「妊娠しているのに、食べ物を扱う仕事をしているなんて信じられない。つわりもあるんでしょ？　まさか調理中に戻して、その後、ろくに手も洗わず調理しているわけじゃないでしょうね」

　響き渡った彼女の声に、静まり返る。だけど次の瞬間、次々と声が上がった。

「え、あの人妊娠しているの？　たしか管理栄養士だったよな」

「やだ、つわりって本当？　大丈夫なの？　ここで作られている料理は」

「やめてくれよ、明日は大事な商談が入っているのに、食中毒になったら困る」

「食中毒って嘘でしょ？　なったら困るんだけど！」

　あっという間に取り囲まれ、「説明して」と問いただされてしまう。

「食中毒だなんて……！　あり得ません！」

　説明しても、みんな納得してくれない。

「でもあなた、妊娠しているんでしょ？」

「なにかあったら、どう責任取るつもりなんだ!?」

　次々と質問をされ、対処しきれない。どうして早乙女さんはこんなことを？

　動揺しながらも必死に質問に答えていると、弥生さんが割って入ってきた。

「皆さん、落ち着いてください！　調理を担当しているのは彼女だけではありません！　私たち全員でやっているんです。私たちは、誰ひとり彼女が調理中に厨房を出るところを見ていませんし、早乙女さんが言っているようなことはいっさいありませんから」

　力強い声でそう言うと、弥生さんは続けた。

「あんた、どういうつもりだい？　ここは会社が運営する食堂だ、あんたの軽はずみな言動で、多くの社員がここを利用できなくなるかもしれないんだよ？　適当なことを言うのはやめてちょうだい！」

　本当は私が言わなくてはいけないことを弥生さんに言わせてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　それに知られてしまった。妊娠していることを。ちゃんと自分の口から伝えたかったのに、こんな形で知られてしまうなんて。

　罪悪感と後悔の気持ちでいっぱいになっていると、弥生さんに言われた早乙女さんは悔しそうに唇を噛みしめた。

「うるさい！　部外者は黙ってて！」

　弥生さんに向かって怒鳴ると、早乙女さんは目に涙をいっぱいためて私に向かって声を荒らげた。

「あなたが現れなければ、誠司君と結婚するのは私だった！　あなたが現れてから、私の人生は狂いまくりよ。誠司君を取られるし、仕事だってうまくいかない。本当、消えてよ！　あなたなんていなくなればいい!!」

　彼女の瞳からは、ポロポロと涙が零れ落ちていく。その姿に胸が痛む。

　早乙女さんの言動は許せない。でも彼を想う気持ちだけは本物だってわかるから。

「誠司君って副社長のことよね？　結婚ってどういうこと？」

　騒然となる周囲。そして混乱する弥生さんに「すみません、あとで説明します」と伝え、いまだに涙を拭うことなく私を睨む早乙女さんと向き合った。

「私は早乙女さんほどまだ村瀬さんのことを知りませんし、彼の立場もよく理解できていません。きっと誰もが彼には私より、早乙女さんのほうがお似合いだと言うはずです。でも、彼を想う気持ちだけは負けない自信があります」

「そんなの、私だって……！」

　どうにかわかってほしくて声を被せ、必死に言葉を並べた。

「本当ですか？　だったら、どうしてこんなことをするんですか？　私に話があるなら、人が大勢いるような場所ではなく、一対一ですればいいじゃないですか。彼にとってマイナスになるようなことをしているのは、早乙女さんのほうです。こんなことをしたって、村瀬さんが悲しむだけです」

　最初からこうやって、気持ちをぶつけてきてくれたらよかったのに。どうして周囲を巻き込もうとするの？　それは周りの人間だけじゃない、早乙女さん自身が一番傷つくことになるのに。

　だけど私の気持ちは届かず、早乙女さんは目をつり上げた。

「わかったようなことを言わないで！　そんなこと、一番あなたに言われたくない！」

　まっすぐ私に駆け寄ってくると、振り上げられた手。殴られる――！　思わずギュッとまぶたを閉じた。だけど衝撃はいつまで経ってもこなくて、恐る恐る目を開けると、振り上げられた早乙女さんの手は、村瀬さんが掴んでいた。

「え……村瀬さん？」

　突然現れた彼に、食堂内はどよめきが起きる。

　走ってきたのか村瀬さんは肩を上下させていた。そして驚き固まっている早乙女さんの手をゆっくりと離すと、すぐに村瀬さんは私の様子を心配そうにうかがう。

「大丈夫か？　さくら。悪い、来るのが遅くなって」

「いいえ。あの……でも、どうしてここに？」

　混乱する私に村瀬さんは、眉尻を下げた。

「山浦さんが調理員から連絡を受けてね。急いで駆けつけたんだ」

　そう言うと村瀬さんは私を隠すように前に立ち、唖然と立ち尽くす早乙女さんに目を向けた。

「なにやってるんだよ、彩芽。さくらになにをした？」

「誠司君……」

　彼が今、どんな表情で早乙女さんと対峙しているのかうかがい知ることはできない。でも……。

「思うことがあるなら、俺に言えばいいだろ？」

　村瀬さんの一言に、早乙女さんは涙ながらに訴えた。

「言えるわけないじゃない！　だって誠司君は私のこと、妹としか思っていないんでしょ？　そんな人に好きだなんて言えなかったよ。幼なじみの関係が壊れるのが怖かったからっ……！」

　彼女の悲痛な想いに、ズキッと胸が痛む。

「本当はずっと言いたかった。誠司君の彼女になりたかったの。でも誠司君は私のことなんて、まったく相手にしてくれなくて、つらくて……。それなのに突然現れたあの子に取られて悔しかったの！　私のほうが誠司君のこと、ずっと好きだったのにっ……」

　震える声で伝えられた気持ちに、食堂内は静まり返る。

　きっと村瀬さんは、早乙女さんの気持ちを知らなかったよね？　好きだと言われて、どう思っただろうか。彼のことを信じているけれど、早乙女さんの気持ちを聞いて心が揺れないか心配になる。

　すると村瀬さんは、早乙女さんに向かって深々と頭を下げた。

「すまなかった。彩芽の気持ちに気づけず。……ずっと傷つけていてごめん」

「やだ、謝らないで。謝ってほしいわけじゃないの！」

　早乙女さんがそう言っても、村瀬さんは頭を下げたまま。

「彩芽の言う通り、俺にとってお前はこれから先もずっと妹のような存在だ。……彩芽のことを異性として見ることはできない」

　そう言うと、やっと村瀬さんは顔を上げた。

「彩芽だけじゃない。俺はこの先、さくら以上に誰かを愛することなどできない。それほど強く彼女に惹かれているんだ。今もこれからもずっと。だから彩芽の気持ちに応えることはできない。……ごめん」

　はっきりと告げた村瀬さんに、早乙女さんはなにも言わず立ち去っていく。

　わかっている、どうしようもないことだって。私は村瀬さんのことが好き。彼もまた私を想ってくれている。それが、このやり場のない気持ちの答えなのだと。

　村瀬さんもまた同じ気持ちでいるのか、そっと私の頭をなでた。

　だけど次の瞬間、傍観していた弥生さんをはじめ、食堂にいた社員に囲まれてしまった。

「さくらちゃん、どういうことなの!?　妊娠しているっていうこともそうだけど、相手が副社長って……！　本当なのかい!?」

「副社長、さっき言っていたことはすべて本当なんですか？」

　次々と同じような質問ばかり投げかけられ、アタフタする私とは違い、大勢の社員に向かって村瀬さんは堂々と言った。

「驚かせてすまなかった。彼女は大切な存在です。そして彼女のお腹の中には新しい命が宿っています。改めて正式な場で報告させてもらうまで、どうか彼女の身体を考慮し、温かく見守ってください」

　深々と社員に向かって頭を下げる村瀬さんに泣きそうになりながら、私もまた遅れて頭を下げた。

　不釣り合いだとか、どうしてあの子なの？　とか、いくら言われたってかまわない。だって本当のことだから。

　でも私と一緒にいることで、村瀬さんが悪く言われることのほうが、自分のことを言われるよりずっとつらい。

　誠実でまっすぐで、こんなに素敵な人を悪者にしたくない。

　その一心で頭を下げ続けていると、ひとりから拍手が送られた。その音に顔を上げると、私たちに向かって大きく手を叩いていたのは弥生さんだった。

　すると拍手の数は増えていき、その場にいた全員から拍手が送られた。

　よかった。本当によかった。ここにいる人たちには、村瀬さんの隣に立つことを認めてもらえたと自惚れてもいいだろうか？　……ううん、いいよね。だって拍手とともに「おめでとうございます」とお祝いの言葉を、次々ともらえているのだから。

　拍手は山浦さんが来るまで、鳴り止まなかった。




「そうか、あれからさくらは食堂の調理員に洗いざらい吐かされたのか。それは大変だったな」

　なんて言いながら、村瀬さんは笑いをこらえている。弥生さんたちに洗いざらい吐かされたところを、想像しているのだろう。

「もう、村瀬さんってば。笑い事じゃないですよ。大変だったんですから」

　食堂を閉めていつものように片づけを済ませた後、みんなで昼食に入るとすぐさま問いただされた。

　食べる暇もないほど聞かれ、本当に事細かに出会いから現在に至るまでの説明を求められたのだ。

　ひとつひとつ話すたびに歓声が上がり、弥生さんたちは大興奮。でも最後には、みんなから「おめでとう」と温かな言葉が贈られた。

　そこで自分の口から妊娠していること、その相手は村瀬さんだということ。そしてギリギリまで働き、できるなら出産後もここで働きたいことを伝えると、「待っているから」と言ってくれたんだ。

　その話をこうして今、一日の終わりにベッドの中で彼に伝えているところ。

　私の話を聞き、村瀬さんはそっと私を抱き寄せた。

「彩芽のこと、悪かった。俺が出張中に起きた一件も山浦さんから聞いたよ。俺のためを思って言わないでくれたんだろ？　つらい思いをさせてしまったな」

　彼のぬくもりに包まれながら、私は首を左右に振った。

　そんなことない。それにつらいのは私より村瀬さんのほうでしょ？

　私もまた彼の背中に手を回し、よりいっそう距離を縮めると、彼はポツリポツリと話し出した。

「幼い頃からずっと一緒にいたのに、彩芽の気持ちに気づくことができなかった。だめだな、俺は。もっと早く気づくことができていたら、さくらも……そして彩芽も傷つけずにすんだのに」

　彼のやりきれない気持ちが、痛いほど伝わってくる。それと同時に早乙女さんがずっと抱えていた、やり場のない気持ちも理解できて胸が苦しい。

　早乙女さんはきっと、村瀬さんに自分の気持ちに気づいてほしい、異性として見てほしいと願いながら、心のどこかで気づかれたくない思いもあったのではないだろうか。

　知られなければ、幼なじみの関係でいられる。好きな人の近くにいることができるのだから。

　村瀬さんに片想いしていた頃の私もそうだった。彼と一緒になる未来が訪れてほしいと願いながら、彼の会社に勤める従業員だとバレたくない。村瀬さんが副社長だと知らないと思われたままでいたい。そうすれば彼は笑いかけてくれるから、ずっとこのままの関係でいたいと思っていた。

　それはきっと恋をしたら、誰もが抱く気持ちのはず。だからこんなにも胸が苦しい。

　でも村瀬さんだけは諦めることができない。私……どうしようもないくらい彼のことが好きだから。

　その想いは日を重ねるごとに大きくなっている。今日だって助けに来てくれて嬉しかった。みんなの前で堂々と私とのことを話してくれて、泣きそうになった。

　こんなに好きになれる人とは、絶対にこの先出会うことなどできないよ。

「もう二度と傷つけない。……さくらはなにがあっても俺が守る」

「村瀬さん」

　どちらからともなく顔を見合わせると、自然と重なり合う唇。まるで将来を誓い合うように、熱いキスを交わしていく。

「好きだよ、さくら。……愛している」

　何度もささやかれる愛の言葉。

「私も」

　答えたくても唇を塞がれて、「好き」と言わせてもらえない。だから必死にキスで伝えた。「私も大好きです。愛しています」と――。










世界で一番愛している




　グンと背伸びをして、戸棚の上にある紅茶缶に手を伸ばしていると、軽々と村瀬さんが取ってくれた。

「すみません、ありがとうございます」

　お礼を言って受け取ろうとしたものの、渡してもらえず。村瀬さんはまるで子どもを叱るような顔でジッと私を見下ろす。

「あの、村瀬さん？」

　小首を傾げると、彼は深いため息を漏らした。

「お腹が目立ってきたんだ。お願いだから無理しないでくれ」

「これくらいは大丈夫ですよ？　先生にも動いたほうがいいって言われていますし」

　そう言っても、村瀬さんは顔をしかめたまま。

「じゃあせめて、高いところの物を取りたい時は俺を呼んでくれ。背伸びしてバランスを崩し、転んだらどうする？」

　そんな漫画みたいな転び方、しないと思うんだけどな。……とは、本気で心配している彼に言えそうにない。

　妊娠五ヵ月目に入り、お腹の膨らみが目立つようになってきた。そうなると村瀬さんはますます過保護になり、こうして些細なことで心配される毎日。

「わかったか？」

「はい」

　返事をすると、やっと彼の表情がやわらいだ。

「それといい加減、その苗字呼びもやめるように。でないとまた母さんたちに笑われるぞ？」

「そうでした」

　この数ヵ月、いろいろなことがあった。シンガポールから彼のご両親が一時帰国され、初めてご挨拶をすることができた。

　ふたりとも歓迎してくれて、『誠司のことを、どうぞよろしくお願いします』と頭を下げてくれたんだ。

　受け入れてもらえたことが嬉しくて、目頭が熱くなった。

　その時、いつものように彼を『村瀬さん』と呼ぶと、ふたりに笑われてしまった。『これからさくらちゃんも、村瀬になるのよ？』と言われながら。

　それから「誠司さん」と呼ぶようにしたんだけれど、なかなか苗字呼びが抜けず、咄嗟にこうして呼んでしまうこともしばしば。それでも少しずつ名前で呼ぶことに慣れてきた。

　そして彼のご両親は、わざわざ栃木まで出向いてくれて、うちの両親に挨拶をしてくれた。

　そのためだけに帰国してくれたようで、一度だけ誠司さんの弟、将生さん夫婦と六人で食事をし、慌ただしくまたシンガポールに戻っていったんだ。

　仕事は無理のない範囲で続けている。安定期に入り、子どもも順調なのに弥生さんたちがなにかと私を気遣ってくれて、本当にありがたい環境の中で仕事をさせてもらっている。

　休憩中には誠司さんとの生活を、アレコレ詮索されて大変だけど。

　そして一番驚いたのが、社員に崇あがめられているということ。弥生さん曰く、私と彼はまさに女子憧れの〝シンデレラストーリー〟のようで、あやかりたいという女性社員が殺到し、なぜかお腹をなでると恋愛運が上昇するという、変なジンクスまで広まっているようだ。

　でも、私のせいで誠司さんを悪く言われるような事態にはならず、ホッとしている。お腹ならいくらでもなでてくれていい。

　そのほうがこの子にもいい気がするから。みんなになでられると嬉しいのか、胎動をよく感じていた。それは、今も。

「あ、誠司さん。動きました」

「どれ」

　すかさず誠司さんが私のお腹に手を当てると、返事をするように元気に動き回る。

「本当だ、今日も元気だな」

「そうですね」

　大好きな人と一緒にいられる毎日に幸せを感じる一方で、気がかりなこともある。

　数ヵ月前の食堂での一件以来、早乙女さんが会社に来ることはなく、そのまま退職。

　社内ではしばらくの間、早乙女さんの話題で持ちきりだった。無責任すぎるとか、これだからお嬢様はとか。悪い噂ばかり耳にしていた。

　専務の秘書には誠司さんの義妹にあたる小こ毬まりさんが就き、事態は収拾したが誠司さんはきっと複雑な気持ちでいると思う。

　でも誠司さんがなにも言わない限り、私も聞かないでいる。

　虫のいい話だとわかっているけれど、できることなら誠司さんと早乙女さんが、昔のような関係に戻れたら……と願ってしまう。

「電話で胎動を感じるようになったって父さんたちに話したら、楽しみだって言っていたから、もうそろそろ着くと思うぞ？　空港を出たって連絡が入ってからけっこう経つし」

　今日は、久しぶりにご両親が帰ってくる。この前は緊張していたし、滞在期間も短かったからあまり話せなかった分、私も楽しみだ。

「誠司さん、用意するのは紅茶で大丈夫ですか？　久しぶりの日本ですし、緑茶のほうがいいですかね？」

　家政婦さんは休み。お茶の準備は私がしなくてはいけない。

「なんでも大丈夫。それに俺が用意するからいいよ。さくらは父さんたちの相手をしてくれたらいい」

「いや、さすがにそれは」

　そこまで言いかけた時、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

「あ、帰ってきた。行こう、さくら」

　彼に手を引かれ玄関に向かうと、ふたりの姿がない。代わりに大量の荷物が置かれていた。

「どうしたんだ、これ」

　誠司さんとふたりで荷物の正体を探っていると、玄関のドアが開き、両手いっぱいに荷物を抱えたふたりが入ってきた。

「悪い、誠司。手伝ってくれ。車にまだ入っているんだ」

「どうしたんだよ、この大量の荷物は」

　靴を履きながら誠司さんが聞くと、お義母さんは私を見て「フフフ」と笑う。

「もちろんベビーグッズに決まってるでしょ？　向こうで可愛いのをたくさん見つけてね、お父さんとふたりで買い過ぎちゃって」

　え、ちょっと待って。じゃあこの大量の荷物の正体はすべてベビーグッズなの!?　しかもまだ車にあるだなんて。

　誠司さんも手伝って、三人で降ろした荷物で玄関は埋まってしまった。

「片づけは後回しにして、休みましょうか。さくらちゃんとゆっくりお話がしたいし」

「そうだな」

「あ、ではお茶の準備をしますね」

　荷物運びができなかった分、お茶くらい用意しようと踵を返したけれど、すぐにふたりに止められてしまった。

「無理はだめよ、さくらちゃん！」

「そうだぞ、お腹の子になにかあったら大変だ！　お茶なら私が用意しよう」

　同時に言われた言葉は誠司さんと同じもので、彼と顔を見合わせ思わず笑ってしまった。

　それから誠司さんが紅茶とクッキーを用意してくれて、シンガポールの話や、お腹の中にいる子どもの話で盛り上がる。

　ふたりにも胎動を感じてもらうと、お義父さんは感動して泣いてしまったほど。

　生まれてくるのを心待ちにしてくれている。それがヒシヒシと伝わってきて、私まで泣きそうになってしまった。和やかな時間が過ぎていく。

　だけどそれぞれのカップの紅茶が少なくなってきた頃、急にお義父さんは神妙な面持ちで口を開いた。

「本当はただ、息子夫婦に会いにくるためだけに帰国したいところだったが……。誠司、順調に進んでいるか？」

「はい」

　重苦しい空気に、緊張がはしる。

　誠司さんから、まとまった休みが取れたからふたりが一時帰国されると聞いていたけど、違った？　他の理由があるの？　だったらそれはなに？

　疑問が増す中、お義父さんは続ける。

「そうか。では予定通り、来週の金曜日に開かれる新商品発表会でケリをつけようか」

「わかりました」

　ふたりの話を聞き、お義母さんも深くうなずいた。どうやら事情を知らないのは私だけのようだ。

　新商品発表会で、いったいなににケリをつけるというのだろうか。気になるけれど、聞けない雰囲気だ。

　様子をうかがっていると、次にお義父さんは私を見つめた。

「さくらちゃん、私たちが帰国していることは他言しないでくれないかい？」

「それはもちろんです」

　きっとなにか事情があるのだろう。

　私の返事を聞いてお義父さんとお義母さんは、表情を和らげた。そして誠司さんはそっと私に「すべて片づいたら、ちゃんと話すから」と耳打ちした。

　それなら私はなにも聞かずに、彼から話してくれるのを待っていればいい。

「わかりました」と言うようにうなずけば、誠司さんはギュッと私の手を握りしめた。

　その後、四人で夕食を食べに出かけ、お義父さんとお義母さんは久しぶりの日本を満喫するべく、温泉街へと向かった。羽を伸ばして大分県の別府へ行くそうだ。

　帰宅後、順番にお風呂を済ませてベッドに入ると、誠司さんは「おいで」と言う。

　言われるがまま彼に近づくと、優しく抱きしめられた。

「今日は疲れただろ？　お腹、張ったりしていないか？」

「はい、大丈夫です」

　誠司さんのぬくもりをもっと感じたくて、ギュッと彼にしがみついた。

「父さんたち、別府に向かう前にさくらが生まれ育った商店街に立ち寄るって言ってたよ」

「うちの商店街に？」

「あぁ。さくらが生まれ育ったところを見たいんだってさ」

　そんな話を聞かされて優しく背中をなでられると、泣きそうになる。……本当、妊娠してから私、すごく涙脆くなった。

「それと食事の時も話したけどさ、今度の新商品発表会が終わったら、婚姻届を提出しに行こうな。……悪かったな、遅くなってしまい。今度の発表会が終わってすべて片づいてから、さくらと結婚したかったんだ。……その前になにもかも話すから待っててくれ」

「はい」

　新商品発表会でなにがあるのか、すごく気になる。彼にとってつらいことなのだろうか。でも仕事のことで、私が力になれることはない。私はただ、帰ってきたらいつものように彼を出迎えよう。

　気持ちを切り替えて、誠司さんの話に耳を傾けた。

「結婚式は残念だけど、子どもが生まれてからだな。俺としてはふたりっきりの結婚式でも十分だけど、立場上、披露宴を開かないわけにはいかないからな。落ち着いたら盛大にやろう」

「はい！」

　誠司さんは申し訳なさそうに言うけれど、子どもが生まれてからの披露宴も素敵だと思う。

「できるなら子どもが物心ついてからやりたいですね。一生に一度の結婚式ですもん。子どもにも覚えていてほしいです」

「そうだな、それもいいな」

　彼の顔を覗き見ると、そう遠くない未来の三人での結婚式を想像しているのか楽しそう。

「男の子だったらタキシードを着せて、女の子だったらフリフリのドレスを着せよう」

「いいですね。でもそうしたら主役は完全に子どもになっちゃいますね」

「だろうな」

　その様子も容易に想像することができて、クスクスと笑ってしまう。そして再び抱きしめられ、幸せな気持ちで満たされながらこの日も眠りに就いた。




　そして迎えた新商品発表会当日。仕事を定時で終えて帰宅すると、いつものように家政婦さんが用意してくれていた夕食をいただく。

　一緒に暮らし始めてから誠司さんは、できる限り早く帰ってきてくれて、ふたりで夕食をともにすることが多かった。

　だからこうしてひとりで食べていると、寂しさが募る。

　黙々と食べ進め、片づけを済ませてからソファでゆっくりとテレビを見て寛ぐ。その間、気になって何度も時間を確認してしまう。

　誠司さん、二十二時には終わると言っていた。それと帰ってきたらすべて話すとも。

　お義父さんとお義母さんも、参加者に出席することを伝えずに出ると言っていた。今、会場ではいったいなにが起こっているのだろうか。

　ソワソワと心が騒がしい。次の瞬間、お腹の中の赤ちゃんが動き出した。

「ごめんね、不安な気持ちが伝わっちゃったかな」

　優しくお腹をなでると、今度はポコポコと優しく蹴ける。

　もしかしたら私に、落ち着いて。パパを信じて待ってあげてって言ってくれているのかも。……うん、そんな気がしてきた。

「そうだよね、パパはなにか理由があって話さないだけ。今夜、すべて話してくれるって言っていたもの。心配せずに待っていればいいよね」

　そう自分に言い聞かせて、テレビを見ながら誠司さんの帰りを待つ。すると二十二時を回った頃、玄関のドアが開く音がした。

「帰ってきた」

　思わずポツリと漏らし、立ち上がってリビングのドアを開けると、その先にはタキシード姿の彼がいた。

　私を見ると優しく笑った。

「ただいま、さくら」

　いつもの誠司さんにホッと胸をなで下ろす。

「おかえりなさい」

　手を広げた誠司さんの胸に飛び込めば、苦しいほど抱きしめられた。

「遅くなってごめん」

　顔を覗き込んできた彼は不安気。私は首を横に振った。

「大丈夫ですよ。ひとりじゃなくて、この子と一緒に誠司さんの帰りを待っていたので」

　私の話を聞き、誠司さんは目を細めた。

「そうか。……ありがとうな、ママと一緒に待っていてくれて」

　優しくお腹をなでる彼に、温かな気持ちで満たされる。

　それから着替えを済ませた誠司さんが、ゆず茶を淹れてくれた。ふたりでソファに並んで座り飲んでいると、カップをテーブルに置いた彼が口を開いた。

「実は以前から勝次叔父さんが、彩芽の父親、早乙女社長と内密に新商品の開発に取りかかっているという話を聞いていてね。父さんとふたりで、裏で情報を集めていたんだ」

　それはつまり、会社に通すことなく話を進めていたってことだよね？

　耳を疑う話に驚きを隠せない。すると誠司さんは苦しそうに顔を歪めた。

「残念だが、噂は本当だった。だから勝次叔父さんは、俺に彩芽との結婚を勧めてきたんだ。俺と彩芽が結婚すれば、確固たるつながりができるから」

　一呼吸置き、彼は続ける。

「追及してもふたりはシラを切るばかりでさ。さすがにシンガポールにいるはずの父さんが遅れて来たら、ふたりの顔は真っ青になった。その後は父さんに証拠を突きつけられて観念したよ。……勝次叔父さんはただ、うちの会社を大きくしようという思いだったのかもしれない。だから俺とさくらの結婚に反対し、勝手に早乙女社長と新商品の開発に着手したんだと思う」

　お義父さんも誠司さんも、どんな思いで今日まで過ごしてきたんだろう。

　身内を疑い、独自に調べていたんだよね？　どれほどつらかっただろうか。自分に置き換えて考えると本当に胸が張り裂けそうだ。

「しかし、いくら会社のためとはいえ、やり方を間違えてはいけない。勝次叔父さんには後日、処分が下されると思う。……さくらにも嫌な思いをさせてしまい、申し訳なかった」

「そんなっ！　謝らないでください。私なら平気です。こうして誠司さんがそばにいてくれたら、どんなことが起こってもへっちゃらですから」

　どうにか彼を安心させたくて必死に言うと、少しだけ彼の表情が和らいだ。

「ありがとう、さくら。……だけど本当、さくらはいったいどれだけ俺を好きにさせるつもり？」

「えっ……えっ!?」

　急に恨めしそうな目を向けられ、慌てふためく。

「さくらがいないと生きていけないくらい好きにさせられているのに。これ以上好きになるのが怖い」

　じわじわと身体の体温が上昇していく。だって、そんなこと言われたら嬉しいやら、恥ずかしいやら。だけどそれを言ったら私も同じ。

　恥ずかしい気持ちを押し殺して、そっとささやいた。

「私も誠司さんのこと、日を重ねるごとに好きになっているから怖くなります。誠司さんだってどれだけ私を好きにさせるつもりですか？」

　反撃とばかりに言えば彼は目を丸くさせた後、「勘弁してくれ」なんて言いながら手で顔を覆った。

　手の隙間から見えた誠司さんの頬は赤く染まっていて、目を疑う。

　びっくりだ、誠司さんも照れたりするんだ。その照れ方がなんか可愛くて、思わず笑ってしまった。

「こら、笑うな」

「ごめんなさい」

　なんてやり取りをしながら、誠司さんは頬をすり寄せた。

「さくらがいてくれてよかった。さくらがこうしてそばにいてくれたら、どんな困難も乗り越えていけるよ」

　ボソッとつぶやくと、私の頭を一なでして彼は立ち上がった。

「悪い、先に風呂入る」

「はい、わかりました」

　リビングから出ていく彼の後ろ姿は、泣いているように見えた。

　誠司さんはいつも優しい。私の些細な変化にも気づいてくれて、彼の存在に私はどれだけ助けられているか。

　私も彼にとって、そんな存在になりたい。

　少しして出てきた誠司さんに続き、私も入浴を済ませた。

　リビングに戻ると、彼はキッチンの冷蔵庫からミネラルウォーターを持ってきてくれた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　ソファに腰かけ、彼はニュース番組に目を向けている。

　いつもの誠司さんだ。きっと、もう専務のことには触れてほしくないのだろう。でも……。

　ペットボトルを持つ手が強まる。

　それでは私の存在意義ってなんだろう。今のままじゃただ彼に守られ、助けられているだけじゃないの？

　誠司さんのつらい気持ちも悲しい気持ちも、すべてぶつけてほしい。受け止めたい。そうやって彼を支えていきたい。

　その思いが強くなり、ペットボトルをテーブルに置き、勢いよく立ち上がった。

「誠司さん、失礼します！」

「えっ？　あ、おいさくら!?」

　両手を広げ、戸惑う彼を力いっぱい抱きしめた。

「さくら？　どうしたんだ？　急に」

　だいぶ困惑している誠司さんに、自分の思いをぶつけた。

「私の前では無理しないでください」

「――え」

「つらいですよね？　悲しいですよね？　早乙女さんのことも、叔父である専務のことも。そういう弱音、吐いてください。頼りないですし、話を聞くことしかできません。だけど私だって誠司さんの力になりたいんです」

「さくら……」

　助けられてばかりは嫌だから。

「もう無理しないでください。今は私しかいないんですから」

　会社のトップに立つんだもの、弱いところを見せられないよね。きっと今夜だって気丈に振る舞っていたんでしょ？　でも私の前でだけは、ありのままの誠司さんでいてほしい。

　その思いでギュッと彼を抱きしめていると、そっと誠司さんの腕が私の背中に回った。

「本当、さくらはどこまで俺を好きにさせるつもりだ？　そんなこと言われたら、もういつも通りでいられなくなる」

　声を震わせて彼は続けた。

「ショックだった。彩芽のことも、勝次叔父さんのことも。今まで信頼を寄せていた人物もみんな疑うようになった。誰を信じていいのかわからなくて、怖かった」

　私にしがみつくと、誠司さんは悲痛な思いを吐露していく。

「自分が生きている世界に裏切りは付きものだって、理解していたつもりだった。だけど同じことがこの先も起こりえるのかと思うと、正直、俺には会社のトップに立つ資格があるのか自信がなくなる」

　彼の気持ちは理解したくても、同じ立場に立たない限り理解することができない。でもだからこそ私にできることがある。

「じゃあ今みたいに、いつでも弱音を吐き出してください」

「――え」

　顔を上げて私を見る誠司さんの瞳は、赤く染まっていた。

「そのたびに私はこう言います。自信をなくすのは、誠司さんの責任感が強いからです。そんな誠司さんを支えたいと思っている人が私の他にも、たくさんいますって」

　だって社内には彼を慕っている人が大勢いるもの。

「山浦さんがいます。なにより社員誰もが、誠司さんを尊敬していますよ」

　社員食堂は社員の憩いの場。そこでは多くの話を耳にする。弥生さんたちが盛り上がるゴシップネタから、仕事の話まで。

「社員食堂で男性社員からよく耳にします、誠司さんの話を。憧れる、副社長みたいに仕事ができるようになりたいって。……女性社員からはカッコいい、恋人になりたいって話ばかり聞いていましたけど」

　ボソッと付け足した言葉に彼は目を瞬かせた後、表情を緩めた。

「そうか」

「はい、それはもう妬やけちゃうくらいに」

　素直に妬いていると認めると、誠司さんは嬉しそうに目を細める。

「誰も誠司さんのことを悪く言う人なんていません。皆さん期待していると思います。そんな社員のためにも頑張ってください。……だけど疲れたら、遠慮なく私を頼ってください。私もつらい時は誠司さんを頼りますから。私はそうやって、誠司さんと夫婦になっていきたい」

　お互い頼って助け合って、夫婦としての絆を深めていきたい。だってこの先の長い人生をともに生きるのだから。

　するとお腹の中の赤ちゃんも『そうだよ』と言うように、大きくお腹を蹴った。それは誠司さんも感じ、お互いびっくりしてしまう。

「すごいですね、絶妙なタイミングでした」

「あぁ。俺たちの話を一番近くで聞いていたんだ。パパはママにもっと甘えろって言いたいのかもしれないな」

「そうですよ、絶対に」

　甘えてほしい、誠司さんに。

　腕の力を強めると、彼もお腹を圧迫しないように私を抱きしめた。

「ありがとう。さくらと出会えて俺、本当に幸せだよ」

「それは私のほうです」

　誠司さんと出会えて、本当に幸せ。

　お互いのぬくもりをたしかめ合っていると、また赤ちゃんが大きくお腹を蹴ったものだから、ふたりで笑ってしまった。

　彼との出会いは偶然だったかもしれない。でもその偶然が運命だったんだと信じたい。

　しばし笑い合った後、彼の手が後頭部に回り引き寄せられる。少しして重なり合う唇。

　触れるだけのキスを何度も交わしていく。

　だけどそれだけでは物足りなくなってきて自分からキスをせがむと、誠司さんは自分の膝に私を乗せた。

　大きな手が私の頬を優しくなでる。艶つやっぽい表情で見つめられると、胸がぎゅうぎゅうにしめつけられてしまう。

「誠司さん、好きです。……大好き」

　彼への想いがあふれて止まらなくなり、何度も愛の言葉を口にすると、口づけは深く、濃厚なものになる。

　熱く絡まる舌に甘い声が漏れていく。

　息苦しくて呼吸もままならないのに、キスをやめてほしくない。もっと深く求めてほしいと願ってしまう。

　唇がヒリヒリと痛みを感じ始めた頃、誠司さんはキスの合間にささやいた。

「世界で一番愛している」と――。










ずっと、一緒に……




　朝、外に出ると吐く息が白くなってきた。そろそろ本格的な冬が始まる。

　誠司さんが運転する車で出勤し、スタッフルームで着替えを済ませ、緩めにエプロンを着ける。

「よし、今日からまた頑張ろう」

　左手の薬指にはめていた指輪を外してロッカーにしまい、だいぶ大きくなったお腹をさすりながら、食堂へと向かった。




「本日より冬季限定メニューが始まりますので、他の料理に関しては通常より少なめに作ってください。では今日もよろしくお願いします」

　連絡事項を伝え、いつものように調理に取りかかろうとしたものの、動き出したのは私だけ。弥生さんたちはなぜか一歩も動かず、私を見てはニヤニヤしている。

　その理由はだいたいわかる。いや、あのこと以外考えられない。

「さくらちゃん、結婚おめでとう。これからは『村瀬さん』って呼んだほうがいいかしら？」

「あら、そこは『副社長夫人』でいいんじゃない？」

「だったら『次期、社長夫人』でしょ」

　私をネタに朝から盛り上がる弥生さんたちに、苦笑いしてしまう。

　昨日、私と誠司さんは婚姻届を提出し、晴れて私は村瀬さくらとなった。だけどまだ実感が湧かなくて、これから『村瀬さん』と呼ばれると思うと、照れくさく思う。こうしてからかわれると余計に。

「ねぇねぇ、結婚式は子どもが生まれてからって聞いているけど、新婚旅行にも行かないの？」

「あ、はい。それも出産してから行こうかと」

　そう言うと弥生さんたちは「いいわねぇ、羨ましい」と言いながら、それぞれの新婚旅行先の話をし始めた。

　結婚式は子どもが物心ついた頃に。そして新婚旅行は子どもが卒乳してから行こうと話している。――そう提案してきたのは、両親たちなんだけど。

　お互いの両親は、今か今かと孫の誕生を待ち望んでいる。子どもなら自分たちが見ているから、一週間でも一ヵ月でも新婚旅行に行ってきなさい。なんて言うくらいに。

　誠司さんと、なにかと助かりそうだけど、どちらが面倒を見るかでもめそうだなって話している。

　でもそういう心配ができることは幸せの証拠。恵まれた環境で子育てできることに感謝しないといけないね。

「皆さん、そろそろ仕事に取りかかってください。今日は午後から新しい管理栄養士の方がいらっしゃるんですから」

　手をパンパンと叩きながら言うと、弥生さんたちは「はーい」と言いながら持ち場につく。

　私が働けるのもあと少し。いよいよ今日から後任が来てくれることになっている。

　最近はお腹が大きくなり、厨房に立てる時間も減っている。仕込みだけ手伝ってあとは事務作業に入らせてもらっている状況だ。

　産休に入る前にしっかり引継ぎをし、迷惑をかけないようにしないと。

　それと同時にあと少しで赤ちゃんに会えるのかと思うと、楽しみで仕方がなかった。




「へぇ、後任の人は五十代のベテランさんだったんだ。じゃあさくらも安心して産休に入れるじゃん」

「うん、おかげさまで」

　この日の夜。正式に日本に異動になり帰国した光美と大の三人で、懐かしい商店街の居酒屋を訪れていた。

　今夜は貸し切り。商店街のみんなが私の懐妊祝いを開いてくれたはずなのに、主役の私そっちのけでみんな大盛り上がりしている。

「しっかしさくら、だいぶお腹目立つようになったな。もういつ生まれてもおかしくないんじゃないか？」

「もう、大ってば。まだだから」

　久しぶりに三人で会ったというのに、私たちはいつものように笑い合う。

「光美、ビール追加するか？」

「さすが大！　気が利く～！」

『坂本』『時田』と呼んでいたふたりが、『大』『光美』と呼び合うようになった。

　光美から大と付き合うことになったと報告を受けたのは、つい二週間前。だからナチュラルに名前で呼び合うところを見ると、こっちが照れてしまう。

　でも本当にふたりが恋人同士になったんだとわかって、嬉しさでいっぱいになる。ずっとそうなることを願っていたから。

　ふたりの何気ないやり取りに微笑ましい気持ちになっていると、大も光美も顔をしかめた。

「ちょっとさくら、その生温かな目、やめてくれない？」

「そうだぞ。気持ち悪い」

　悪態をつかれてもやめられるわけがない。

「仕方ないでしょ？　ふたりの幸せそうな姿を見ていたら、自然とこんな顔になっちゃうんだから」

　そう言うとふたりは顔を見合わせ、どこか照れくさそうに目を伏せるものだから、ほんわかしてしまう。

「あーもう！　私たちの話はいいのよ！　大！　さくらの話をしよう!!」

「お、おう、そうだな」

　わざとらしく言うふたりに笑ってしまったことは、言うまでもない。

　これまでの仕返しとばかりに、ふたりの馴れ初めを聞き出して満足すると、ほどよく酔いが回った光美が思い出したように聞いてきた。

「さくら、栃木で出産するんだって？」

「うん。初めての出産だから不安だしね」

　それにお義父さんとお義母さんは、もうしばらくシンガポールから戻ってこられない。誠司さんもあと少し忙しい時期が続くようで、そのほうが安心だと言っていた。

　新商品発表会の日から、誠司さんはずっと忙しい毎日を過ごしている。専務は子会社へ左遷。早乙女社長の会社との契約もすべて解除した。その対応に追われているからだ。

　でも、子どもが生まれるまでにすべて片を付けると言っていた。なにがなんでも出産には必ず立ち会うと。

　彼に言われた時のことを思い出していると、今度は光美と大が微笑ましい目で私を見ていた。

「幸せすぎて死んじゃいそうって顔をしていますね」

「実際そうなんだろ。大好きな人と結婚できて子どもも生まれるんだから」

「おまけにみんなに祝福されてね。羨ましい限りだよ」

　オーバーに言うふたりにあきれてしまう。だけどすぐに複雑な気持ちに襲われた。

　私はこうして家族や友人はもちろん、職場の人や商店街のみんなに祝福してもらえて幸せ。でも誠司さんは違う。

　この前、話してくれた。今は無理だと思うけど、いつか専務と早乙女さんにも祝福してもらいたいと。結婚式にふたりが参列してくれたら最高なんだけどなって。

　早乙女さんとはいっさい連絡をとっておらず、専務とはお義父さんも絶縁状態だと聞いている。

　それでも私も願ってしまう。いつかわだかまりも解け、お互いの大切なすべての人たちから祝福されて結婚式を迎えることができたら……と。ううん、そんな未来がくると信じてもいいよね。

　その後も光美と大、そして商店街のみんなと楽しいひと時を過ごした。




　お開きになったのは二十三時を回ってから。

「すみませんでした、誠司さん。迎えにきてもらって」

「いや、ちょうど仕事が終わった時間だったから気にするな」

　仕事終わりの彼に迎えに来てもらい帰宅後、順番に入浴を済ませ、ベッドに入る頃には日付が変わっていた。

　連日残業続きの誠司さんは、いつもだったらベッドに入るとすぐ眠りに就いてしまっていた。でも今夜は違う。

「いよいよ明日だな。初めてマタニティ教室に参加するから緊張するよ」

　妊娠中の人に向けて病院で開催されているマタニティ教室は、五つある。妊娠時期によってプログラムが異なり、妊娠後期の最後のプログラムは夫婦で参加することもできると聞き、誠司さんも参加すると言ってくれたのだ。

「抱っこの仕方や沐浴方法、おむつの交換の仕方まで教えてくれるんだろ？」

「そうみたいです」

「そうか。それはしっかり覚えないとな」

　誠司さんは今から育児に前向きだ。できる限り子育てに関わりたいと言ってくれている。

「そろそろ会えるんだな、俺たちの子に」

　手を重ね、お腹に触れると「そうだよ」と言うように反応してくれた。

「この子も早く私たちに会いたいのかもしれませんね」

「あぁ」

　私と誠司さんが笑うと、この子も笑うようにお腹の中で元気に動き回る。本当に愛しくてたまらないこの子に早く会いたい。この手で抱きしめたくて、たまらないよ。

「なぁ、さくら。この子が生まれたら三人でいろいろなことをしよう。公園に遊びに行って旅行にも出掛けて。イベントは必須だろ？　それからたくさんの経験をこの子にさせてやりたい」

「そうですね、できることはなんでもしてあげたいです」

　愛しいこの子に、幸せだと思える毎日をプレゼントしたい。

「そのためにも、俺たちが幸せでいないとな。そうでないと、この子も幸せになれない」

　そう言うと誠司さんは優しく私を抱き寄せた。

「ずっと一緒に幸せな毎日を過ごしていこう。この子と三人……いや、将来は四人、五人と宝物を増やして」

「はい！」

　誠司さんがそばにいてくれるだけで幸せ。この幸せをもっともっと増やしていきたい。

　そんな幸せな未来を誓い合うように、私たちは熱いキスを交わした。




　数年後――。

　あたたかな春の木漏れ日が差し込むこの日。私は純白のウエディングドレスに身を包み、教会の敷地内を小走りで往来していた。

　もう、どこにいっちゃったんだろう。本当にわんぱくなんだから。

　なんて思いながら心配でたまらない。

「勇ゆう気きー、どこにいるの？」

　支度中、両親にみてもらっていたものの、目を離した隙にどこかに行ってしまった今年で三歳になる息子、勇気の名前を呼びながら必死に探していく。

　もしかして誠司さんがもう見つけているかな。

　一度、控室に戻ろうとした時。

「ママー！」

「勇気」

　手に花束を抱えてこちらに駆け寄ってくると、勇気は勢いそのままに私に飛びついた。

「もう、ばあばとじいじと一緒にいてねって言ったのにだめでしょ？　勝手にいなくなったりしたら。みんな心配してたんだよ？」

「ごめんなさい。蝶ちょう々ちょうがいたから」

　反省している勇気をギュッと抱きしめた。

「そうだったの。じゃあ今度から蝶々を見つけたら、誰かに追いかけてくるって言ってから行くのよ」

「はあい！」

　元気よく返事をした勇気に頬が緩む。

「あれ、勇気。そのお花どうしたの？」

　ゆっくりと地面に下ろし、ずっと勇気が手にしていた花束のことを聞くと勇気はにっこり笑った。

「綺麗でしょ？　あのね、お姉さんがママにだってー」

「え、私に？　誰だろう」

　勇気から受け取り花束を見ると、メッセージカードが。それを手に取り書かれている文字を目で追う。

【おめでとうございます。どうかお幸せに。　彩芽】

　嘘、早乙女さんが来ているの？

「勇気、これをくれたお姉さん、どこにいる？」

「もう帰っちゃったよ」

「帰っちゃった……そっか」

　だけど招待状を見て来てくれたんだよね。そう思うと嬉しくて、せっかく綺麗にメイクをしてもらったのに、涙が零れ落ちた。

「マ、ママ？　どうしたの？　痛い痛いなの？」

　突然泣き出した私を見て、勇気がうろたえ出したものだから、すぐに首を横に振った。

「ううん、違うよ。ごめんね、泣いたりして。ママね、嬉しくて泣いているの」

「嬉しくて？」

「うん」

　だけどまだ勇気には、どうして嬉しくて泣くのか理解できないようで首を捻った。

「きっと勇気も、大きくなったらママが嬉しくて泣いた理由がわかると思う」

「うん、わかったよ」

　こうやって様々なことをひとつひとつ覚えていってほしい。

　涙を拭い、小さな勇気の手を握った。

「行こうか、パパもみんなも心配してる。それと勇気、さっきの話をパパにもしてくれる？」

「うん！　わかったよ」

　数年越しに叶った私たちの結婚式。多くの参列者の中には、専務の姿もある。大切な人たちに見守られ、私たちは家族としての新たな一歩を踏み出すんだ。

「それでは、誓いのキスを」

　牧師の言葉に彼と向き合うと、ゆっくりとめくられたベール。

　見つめ合う私たちを見て、参列者の席で、誠司さんとおそろいの黒のタキシードを着た勇気が大きな声で叫んだ。

「あー！　パパとママ、チューしようとしてるー！　ずるいんだよ、パパ。いつもママにチューしているんだ。僕だってママにチューしたいのに」

　天井が高い教会内では、勇気の声が非常に通る。

　厳かな空気の中進んでいた挙式に、一気に笑いの渦が巻き起こった。

「勇気とも一緒に誓いのキスをしようか」

「そうですね」

　誠司さんはお義父さんとお義母さんと一緒にいた勇気を迎えにいき、戻ってくると抱き抱えた。

　するとなにやら誠司さんと勇気は、内緒話をし始める。

　少しすると、誠司さんと勇気は「誓いのキス」と言いながら、それぞれ私の頬にキスを落とす。

　その瞬間、わっと歓声が上がった。

　もう、こんな素敵な誓いのキス。一生忘れられないよ。

　感動して涙ぐんでしまう。

　祝福の言葉が飛び交う中、誠司さんは私と勇気を愛しそうに見つめて言った。

「さくら、勇気。幸せになろうな」

「はい！」

　私が返事をすると、勇気も真似して「はい」と言いながら手を挙げたものだから、思わず笑ってしまった。

　こうやって何気ないことで笑い合えることが幸せ。こんな日々がずっと続きますように――。神様の前で強くそう願った。




　そして、さらに月日は流れ二年後……。

　使い勝手のいい広々としたキッチンで夕食の準備をしていると、二階からバタバタとふたりと愛犬の足音が聞こえてきた。

「さくら、勇気と庭で太た郎ろうを遊ばせてくる」

「わかりました」

　玄関からは「パパ、早くー！　太郎が外に行きたくて、ドアをがりがりしているよ」という勇気の声が聞こえてきた。

「すぐ行く」

　すると、慌てて足早にキッチンから出ていく誠司さんに笑ってしまう。

　昨年家族に迎え入れた愛犬の太郎は、すっかり勇気に懐いた。いつも一緒にいるほど仲良しだ。

　準備を終え、リビングの窓を開けて庭に出ると、気持ちいい風が吹いた。

「あなたも早く大きくなって、パパやお兄ちゃんと一緒に遊びたいよね」

　太郎のしつけをしながら楽しく遊ぶ誠司さんと勇気を眺めながら、自分のお腹を優しくなでた。

　あと少ししたら新しい家族が増える。そうしたらどんな毎日になるのだろうか。

　育児休暇を経て、再び復職する予定だ。忙しく、目まぐるしい日々かもしれない。だけどきっと、幸せに満ちあふれた毎日になるはず。愛する人とともに……。




ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『極上御曹司の独占欲を煽ったら、授かり婚で溺愛されています』をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　王道のシンデレラストーリーを書きたい！という思いから生まれた今作。誠司はまさに、私の中で王道ヒーローでした。

　彼の立ち居振る舞いも、さくらに対する言動も理想そのもの。本当はもっと書きたいエピソードがたくさんあるほど、ずっとふたりを書いていたい。楽しくてたまらない作品でもありました。

　様々な問題に立ち向かい、幸せになっていくふたりのお話。読み終えた後に少しでも幸せな気持ちになっていただけたことを、祈るばかりです。




　今作より担当していただけることになった、篠原様。最初から最後までご相談に乗ってくださり、細かな部分まで見てくださったり。ワガママも聞いていただき……。本当に大変お世話になりました。

　素敵なカバーイラストを描いてくださった、茉莉花様。イメージ通りのふたりを描いていただけて、とっても嬉しかったです。そして出版に携わってくださった皆様、ありがとうございました。なにより、いつも作品を読んでくださる読者の皆様、本当に本当にありがとうございます！

　思い入れの強い作品をこうしてかたちに残すことができたのは、サイトで多くの方に読んでいただけたからだと思います。いただく感想もいつも執筆の励みとなっております。

　この場をお借りして、改めてお礼を言わせてください。ありがとうございました。

　また、こちらの作品は『かりそめ夫婦のはずが、溺甘な新婚生活が始まりました』のスピンオフでもあります。誠司の弟、将生の不器用なお話も併せてお楽しみいただけましたら幸いです。

　それではまたこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを祈って……。




田た崎さきくるみ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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